
        
            
                
            
        

    

本作品は、縦書き表示での閲覧を推奨いたします。横書き表示にした際には、表示が一部くずれる恐れがあります。




ご利用になるブラウザまたはビューワにより、表示が異なることがあります。
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これまでのあらすじ




　ＭＭＯＲＰＧクロスレヴェリにおいて坂さか本もと拓たく真まは、その圧倒的な強さと、公式ラスボスより雰囲気のある演技ロールプレイにより『魔王』と呼ばれていた。

　誰より早く《脳の魔王エンケバロウス》を倒したことで、彼は《魔王の指輪》を獲得する。あらゆる魔術を反射するという最強装備のひとつだった。

　ある日──拓真はクロスレヴェリそっくりの異世界へと召喚される。

　豹ひよう人じん族ぞくの少女レムと、エルフの少女シェラ、二人は同時に儀式を行ったらしく〝自分こそが召喚主だ〟と言い争う。

「……この召喚獣はわたしが召喚したのです。あなたの魔術は成功していません」

「違うし！　あたしのだし！」

　しかし《魔王の指輪》により、《隷従の首輪》は彼女たちに嵌はまってしまう。

　二人のケンカに困惑する拓真──プレイヤーとしては優れているが、コミュ力は皆無なのだ。悩んで放った台詞は、ゲームで使っていた魔王ロールプレイだった。

「くだらん争いはやめるがいい。貴様らは今、《ディアヴロ》の前にいるのだぞ」




　地方都市ファルトラを拠点にする三人。

　レムには秘密があった。なんとその身に《魔王クレブスクルム》の魂が封じられているという。ディアヴロは内心では戦々恐々としつつも、魔王ロールプレイにより虚勢を張り、解決を引き受けるのだった。

　エデルガルト率いる一〇〇体の魔族が襲来する。同時に、街中にも魔族グレゴールが出現していた。

　本気になったディアヴロは、エデルガルトと一〇〇体の魔族を退け、帰還魔術を使って瞬時に街へと戻る。そして、グレゴールを圧倒的な魔力で撃破。レムたちを救うのだった。




　ファルトラ市の領主ガルフォードから、クエストの依頼があった。

　エルフの宗主国グリーンウッド王国の王子キイラが『シェラを引き渡さねば開戦も辞さず』と脅してきたらしい。戦争を回避せよ──というのがクエストの内容だった。

　お目付役として、生真面目な国家騎士アリシアが同行することになる。

　ディアヴロは数々の困難を乗り越え、シェラを守り通すのだった。




　レムの中から魔王クレブスクルムを復活させる。

　ところが魔王は記憶の一部をなくしており、ビスケットが大好きな幼女だった。クルムと名付ける。平穏な日々が過ぎていく……

　アリシアが裏切った。クルムは魔王として覚醒し、暴走してしまう。

　ディアヴロの極大魔術と、レムやシェラの声により、どうにか元に戻るものの、もう暴れないという保証が必要だ──ディアヴロはクルムに《奴隷魔術》をかけるのだった。




　偶然か神の導きか、ディアヴロは聖騎士ゲイバルトに襲われていた聖女ルマキーナを助ける。彼女は教会の最高位《大だい主しゆ神しん官かん》だが、腐敗を正そうとした結果、命を狙われていた。

　ルマキーナは改革に協力してくれるであろう聖騎士長バドゥタのいる街を目指すが、それは危険な旧魔王領にあるジルコンタワー市だった。ディアヴロたちは冒険者として護衛を引き受ける。

　どうにか辿たどり着いた先で、歓迎してくれたバドゥタだったが……

　なんと、呪じゆ詛そである《告こく死し病びよう》を広げ、その治療として寄付を要求するような悪党だった。

　地下の祭壇ごとバドゥタを屠ほふったディアヴロだが、直後にルマキーナが倒れてしまう。

　彼女の身体に浮かぶのは、告こく死し病びようの痣あざだった。ディアヴロは言う──

「あるダンジョンに向かう！　そこで貴様たちは必要としている物を得るであろう！」





プロローグ




　白い指が、わずかに白く濁った湯をはじく。

　波紋が広がり、湯船に浸かっている身体へと届いた。ふくよかなふたつのふくらみに波が当たる。

「ふぅ……」

　吐息をこぼした女性が、大理石に頭を預けた。濡ぬれた緋色の髪が広がる。

　ジルコンタワー領主ファニス・ラムニテスだった。

　塔の頂上付近に、立派な湯殿など、王都のどの建物にもない。それほど贅ぜい沢たくな設備だった。ここで英気を養い、また明日も指導者としての激務に向かうのだ。

　ラムニテスが思うのは──昼間、街で相対した魔術師についてだった。




「貴様、その魔術師を見つけて、なんとする気だ？」

「使えるヤツなら部下にする！　従わぬなら、実力の差を教えてやろうと思ってな！」

「面倒くさいヤツめ」




　この地の支配者であるラムニテスを〝面倒くさいヤツ〟呼ばわりとは……

「ふふ……妙な男だったな」

　街に向かってきた《サンドホエール》を撃退した魔術は、見たことがないほど高位のものだった。おそらく、王都魔術師協会にも、あれほどの元素魔術を使える者はいまい。稀き代たいの才能に疑いはなかった。

　けれども、その瞳は、どこか少年のようでもあった。実力不相応な無欲さと、謙虚とはいえない態度が、どうにも不調和ではないか。

　ラムニテスは自身のふくよかな胸をなでる。これを見て、あの男は照れた様子だった。

「……あのように奴隷まで連れて、まさか女を知らぬわけでもあるまいに？」

　そういえば名を聞き忘れたな──と思った。

　調べさせるか。

　思い立ったら即行動する性分だ。

　湯船に浸かったまま、声をあげる。

「誰か！」

　いつもなら、すぐ外に控えている侍従から返事があった。

　それが、ない。

　妙な胸騒ぎを覚えて、ラムニテスは湯船のなかで立ちあがる。

　起伏に富んだ身体と緋色の髪から、ばしゃばしゃと雫しずくが落ちる。

　ゆるんでいた感覚が張り詰めた。大気に肌を晒さらすと、今まで気付かなかったものを察知できる。

　──なんだ？　この粘つく気配は!?

　ラムニテスは手を伸ばした。

　泥のような気配が、ものすごい速さで近付いてくる。

　急いで回リ転ボ式ル六バ連ーの魔銃マギガンを摑つかんだ。振り返る。

　漆黒の何者かが、湯船の水面に立っていた。その正体を確認するより先に、ラムニテスは引き金トリガーを絞る。

　銃声が響き渡った。

　魔銃の弾は、間違いなく命中したが……

　そいつは顔色一つ変えない。

　男だった。

　歳は二〇歳くらいか。美形と言っていい顔立ちで、白い肌に、細いあご、切れ長の目で、鼻筋も通っている。

　服はパーティーにでも出るのか、という感じのタキシードだった。いささか型は古かったが。
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　それだけなら、社交界で人気が出そうな美青年というだけ。

　しかし、そいつは水面に立っていた。

　背中に蝙蝠こうもりの翼がある。

　左胸に銃弾を叩たたきこんだというのに血すら出ていない。

　人ではなかった。

　ラムニテスは意識して呼吸を落ち着ける。全裸ではあるが、恥じらいなど感じる性格ではないし、そんな場合でもなかった。

「汝うぬは、魔族か？」

「フフフ……そのとおりですよ、美しいお嬢さん」

「放ほ戯ざけ。余よは〝お嬢さん〟などという歳ではないわ。まさか、この塔に魔族の侵入を許すとはな」

「簡単でしたよ、私は人ひと族ぞくと違って空を飛べますからね？」

「監視も護衛もいたはず……」

「皆、疲れていたんじゃありませんか？　ぐっすり寝てもらいましたよ……永遠にね」

「貴様！」

　ラムニテスは二発目を発砲した。

　命中したはずだが、やはり相手に効いた様子はない。

　──不死身だとでもいうつもりか!?

　焦燥感を押し隠した。

　しかし、こちらは全裸だ。武器は右手に持った護身用の魔銃マギガンだけ。虚勢の張りようもなかった。

　魔族の青年が苦笑する。

「そんなものでは傷もつきませんよ。まぁ、落ち着いてください、今夜は話をしにきたんですから」

「む……魔族が、話だと……？」

　連中は人ひと族ぞくと見れば殺す。対話や交渉の余地はない。そういう存在ではなかったのか？

　相手が浮いたまま、椅子に腰掛けるような姿勢を取った。

　長くて細い足を組む。

「まずは自己紹介をしておきましょうか──私はバナクネスといいます」

「魔族に名乗られたのは初めてだな。しかし、よもや余に名乗れとは言うまいな？」

「もちろん、訪ねてきたのは私ですからね」

「何用か？」

　バナクネスが手を軽く叩たたいて、拍手をする。

「まず、賞賛の言葉を述べておきましょう。よくぞ、大鯨を打ち払ったものです。人ひと族ぞくに、そんなことができるとは驚きよう愕がくでした」

　ラムニテスは目を見開いた。

「ッ……《サンドホエール》を街に向けたのは、貴様だということか？」

「ご明察です。私には魔獣を操ることのできる者がおりますからね。でも大鯨は苦労したんですよ？　まさか追い返されるとは予想外でした」

「逃げてきた砂船は無関係だったのか」

「利用はしましたが……それだけのことです」

　あれほどの魔獣を操ることができるとは──とんでもない難敵だ。

　しかし、ラムニテスは余裕のある態度を崩さなかった。

「フッ……超大型魔獣を使ってジルコンタワー市を壊滅させるつもりだったか。やはり、魔族にとっても余の街は攻め難いようだな？　愉快なことだ」

　バナクネスが苦笑して首を左右に振った。

「いえいえ、あれは私なりの慈悲だったのですよ？」

「ほう、驚いたぞ。魔族にも冗談が言えるのだな」

「……私の軍勢にじわじわと殺されていくより、いっそ鯨に街ごと吞のまれてしまえば苦痛が一瞬で済むであろう、と思ったのですが」

　聞き捨てならない。

「軍勢だと？」

「ええ、私は──魔王軍の大だい将しよう軍ぐんを拝命しております」

　ラムニテスの背筋が震えた。肌が粟あわ立だつ。

「まさか……」

　先の魔王の消滅と共に、魔王軍も瓦解していた。今、それを魔族が口にするということは、新たに創設されたということだ。

「ここまで言えば、もうおわかりかと思いますが……魔王様の覚醒は成りました」

「なっ!?」

　人ひと族ぞくは長く魔王の復活を阻止するために戦ってきた。

　しかし、この者の言うことが本当ならば、すでに魔王は活動を開始している。それは長く苦しい人ひと族ぞくと魔族の戦争が再び始まることを意味していた。

　魔王が復活すると魔族や魔獣は力を増す──と言われている。

　このバナクネスという魔族は、巨大な魔獣を操り、ラムニテスの銃弾で傷もつかない。復活した魔王から力を授かっている、と考えれば納得できるのだった。

　──ファルトラ市で魔王の紋章が空に広がったという噂うわさ……どうやら、戯ざれ言ごとではなかったようだな。

　ラムニテスはうなずいた。

「貴様は魔王復活を宣言しにきたわけか」

「もう覚醒しております。しかし、それだけを伝えに来たわけではありません」

「さっさと全てを話すがいい。余は気が長いほうではない」

「わかりました。それでは、率直に言いましょう──降伏してください」

　それは意外すぎる提案だった。

　魔族が交渉をもちかけてくるとは。

　ラムニテスは肩をすくめる。

「ハッ！　魔族が降伏を要求だと!?　面白いではないか、降伏させてなんとする？　人の街を統治するつもりか？　見てみたいものだな。魔王に政治ができるのか、を」

「フフフ……陛下の統治は慈悲深く公平です」

「ほほう？」

「人ひと族ぞくは、全て自害していただきます。生きながら魔獣に喰くわれるより、よほど慈悲深いでしょう」

　ラムニテスは内心で、わずかな落胆と、高揚を感じていた。

　やはり魔族とは相容れない。交渉の余地などない、という落胆。そして、これから訪れるであろう戦いの高揚だ。闘争心が湧きあがる。

「魔族とは魔に属する生物のうち人語を解するものを指すらしいな。では人語を理解しているはずの貴様に、このような状況で返すに相応しい言葉を教えてやろう──」

「私の提案へ返答をいただけるわけですね。いかがですか？」




「〝ばかめ〟だ」




　バナクネスが笑顔のまま固まった。

　やがて、その穏やかな笑みが、くしゃりと崩れる。唇が裂け、奥に並ぶ無数の牙が見えた。

「フハハハ！　ならば、まずは貴女から、喰くってさしあげましょう！」

「余を甘く見るなよ、下郎が──《フレアブリット》ッ!!」

　魔銃マギガンの弾丸に付与されている魔力のうえに、さらに魔術を上乗せする。

　そして、回シ転リ式ン弾ダ倉ーに残っていた三発を全て叩たたきこんだ。

　爆炎があがる。

　バナクネスの姿が黒色の煙に包まれた。

　ラムニテスは浴槽から飛び出す。浴室の外には、より強力な装備が用意してあった。それらを使えば──

　ところが、黒煙から飛び出してきたものに、突き飛ばされる。

　壁に叩きつけられた。

「くはっ……ッ!?」

　──なにが起きたのか？

　黒煙が晴れる。ラムニテスを殴りつけたのは、バナクネスの拳だった。まるで象の鼻のように腕が長く伸びている。

　しゅるしゅると元の長さに戻った。

「フフフ……魔術を付与した弾丸ですか。なかなか良かったです、けっこう効きました。本当ですよ？」

　彼のタキシードが燃えている。服を焼いただけか？　それとも本当にダメージが通ったのか？

「ですが、惜しむらくは……私はあまりに強い。計測する方法はありませんが……人ひと族ぞくの尺度で言えば、レベル１６０は確実でしょうか」

「なっ!?　巫ふ山ざ戯けるな！」

　冒険者への依頼の程度を管理するため、強さをレベルという尺度で測る制度がある。

　しかし、それは強者が認定するというもので、１００程度まで。

　昔、人ひと族ぞくで最も強いとされた勇者アレンが〝自分はレベル１５０〟と自称したので人ひと族ぞくの限界は１５０であろうというのが定説となっていた。

　──つまり、人ひと族ぞくの誰よりも強い、と言いたいわけか。

　腹立たしいが、今は反撃の手段がなかった。

　ラムニテスは壁に左手をついて身体を支えている。どうにか倒れないで、こらえるのが精一杯だ。

　先ほどの一撃で、右肩が外れたか？　激痛で力が入らない。

　魔銃マギガンは落としてしまっていた。どうせ残弾がないので役に立たないのだが。

　バナクネスが近付いてくる。

「気が変わりました。貴女は思っていたより強いようだ。私は強い女性が好きなのです」

「なんだと？」

　見た目だけは人間ヒユーマンと変わらない手でバナクネスが、ラムニテスの肌に触れてきた。胸のふくらみの曲線をなぞる。

　胸の先端に、魔族の爪が触れた。

　ぐっ、とつままれる。

　ピリッ、とした刺激がラムニテスの背筋を震わせた。

「くっ……」

　爪の触れたところに、ぷくっと血の玉が浮かぶ。

　バナクネスが唇の端を歪ゆがめた。

「フフフ……触れただけで裂けてしまう、このように脆もろく儚はかないのに、私に傷をつけるほど強い。そんな女性が私には魅力的に映るのです」

「黙れ。吐き気がする」

「その強気さも、なかなか悪くありませんよ。このまま、そのやわらかな胸を私の拳で貫けば、貴女は命がないというのに」

「やってみるがいい。心臓を潰されようと、貴様の喉笛を食い千切ってくれる」

「ファニス・ラムニテス……貴女は殺しません。私のハーレムに加えてあげましょう」

　バナクネスの大きな手が、ラムニテスの首筋に触れてくる。

　あごを摑つかまれた。

　壁に押しつけられる。

　ラムニテスはまだ動く左拳で、バナクネスの顔面を殴りつけようとするが──あっさり手首を摑まれてしまった。

　そもそも魔銃マギガンの弾丸でも傷つかなかった相手だ。素手では痛つう痒ようさえ与えられないだろう。

　ゆっくり、バナクネスの顔が近付いてきて──




「ラムニテス様！」




　横合いから叫び声がした。

　同時に、魔術を込めた弾丸が撃ちこまれる。爆発が起きた。

　バナクネスが鼻で笑う。

「愛の行いを邪魔するとは……無粋なことですね」

　浴室に飛びこんできたのは、部下の騎士の一人だった。大型の魔銃を連発して突撃してくる。

「魔族なぞが、ラムニテス様に触れるな！」

「悪くありません、愛は障害が多いほど盛り上がるものですからね。ここで相手をしてあげてもいいんですが、せっかく見つけた愛しい女ひ性とを巻きこみたくない──今夜は引き上げるとしましょうか」

　魔銃の攻撃を受けながらも、バナクネスは涼しい顔をしたまま、ふわっと浮かびあがった。

　彼の手が離れたことで、ようやくラムニテスは息を吐く。

「くっ……逃げるか!?」

「見逃してあげる、というのが正しいですね。次の満月の晩に、貴女をもらいに来ます。花嫁衣装を選んでおくのですよ、ファニス？」

「余の名を軽々しく口にするでないわ、痴しれ者め！」

「フフフ……次は、貴女の全てをいただくことにします」

　そう言って、バナクネスは爪の先についた赤色の雫しずくを舐なめる。先ほど、ラムニテスの胸の先端を突いた爪だった。

「くっ……」

　思わず片手で胸元をかばう。

　フフフ、とバナクネスが笑い声をこぼした。

　彼が片手を振る。

　大砲にも耐える頑強な塔の外壁に、あっさりと穴が開いた。

　ラムニテスは驚愕に目を見開く。

　──魔銃マギガンの弾丸を浴びながら傷もつかず、この塔の壁を片手で砕く、か。

「化物め……」

　外壁に開けた穴から、黒衣の魔族が飛び出す。蝙蝠こうもりのような翼を広げ、星のない夜空へと溶けるように消えてしまった。

　騎士が駆け寄ってくる。

「ご無事ですか!?」

「当然だ。余を誰だと思っている？」

　まだ右腕は動かない。無事とは言い難かったが、ラムニテスは断言した。身体の負傷より、精神的な屈辱のほうが大きい。

　装備が乏しかったとはいえ、一方的な敗北だった。怒りで拳が震える。

　騎士が跪ひざまずいた。

「申し訳ありません！　ラムニテス様の浴室にまで侵入を許すとは……!!」

「護衛はどうなったか？」

「何名かは息があるようですが……」

　バナクネスの言葉は偽りではなかったようだ。大半が殺されたか。

　他の者たちが、ラムニテスの衣服や装備を運んでくる。

　もともと貴人は着替えなど身支度を使用人にやらせるものだ。肌を他人に見られることに抵抗はない。

　しかし、いつも世話をしている者たちと違って、騎士はラムニテスの裸を目にする機会がなかった。

　助けに来た騎士が赤面してうつむく。気恥ずかしくなったらしい。

　たしか、名は──

「ヘンリックであったか」

「はい！」

「よく駆けつけた」

「は、はい！　ラムニテス様がご無事で何よりです！」

　彼はうつむいたまま深々と頭をさげた。

　首筋まで赤くなっている。

　旧魔王領という苛酷な土地のせいか、ラムニテスの部下には粗野な者が多い。そのなかでは珍しく純情な男のようだった。

「ヘンリック、各部隊長たちと冒険者協会や魔術師協会の長を集めろ。急ぎ伝えておくことがある。寝ている者は叩たたき起こせ」

「了解いたしました！」

　彼は立ちあがって敬礼するが、まだ着替え中のラムニテスを前に、目のやり場に困っている様子だった。





第一章　ダンジョンに行ってみる




　ディアヴロは魔術で浮かせた祭壇をジルコンタワー市の郊外へと降ろした。街からいくらか離れているので人影はない。

　このあたりは、ほとんど砂漠だ。ところどころに大小の岩が転がっているくらい。

　もう地平線から太陽が昇ってきている。

　昨夜──

　聖騎士長バドゥタにより、レムとルマキーナが囚われた。ディアヴロは地下施設に乗りこみ、バドゥタを倒して二人を救出したのだ。

　しかし、問題が起きていた。

　レムが声をあげる。

「ルマキーナ、しっかりしてください！」

「は、はい……大丈夫……です」

　大丈夫ではなさそうな声ではあったが、どうにか返事をした。

　地面に降ろした祭壇のうえで、少女がしゃがみこんでいる。大だい主しゆ神しん官かんルマキーナ・ウエスエリアだった。

　白を基調とした神官服を着ているが、その布がはだけて、太股が露になっている。

　肌には黒紫色の痣あざが浮かんでいた。

　──告こく死し病びよう。

　九の痣が浮かんだとき、死に至るという。

　これは病気ではなく呪じゆ詛そだった。

　教会を守る聖騎士長という立場にありながら悪事に手を染めたバドゥタが、儀式魔術で造り出した呪いである。神官の《奇跡》によってのみ解呪できるという。

　ただし、ルマキーナは別だった。

　この少女は人並み外れた奇跡の力を持っているが、その反面、自身はあらゆる奇跡の恩恵を受けることができない。傷の治癒も病気の快復も、そして呪詛の解呪も……

　このままでは九つ目の痣が浮かんだとき、ルマキーナは命を落とすだろう。

　──そんなことはさせない、とディアヴロは考える。

　ルマキーナはこんなところで命を落としていい人ではない。

　彼女は超常の才能を持つが故に教会の最高位へと祭り上げられた。しかし前向きに正直に、正義を貫こうとがんばっている。

　教会の腐敗を知り、それを律しようとした。正しいことをしたのだ。

　結果、教会で私利私欲を貪っていた者たちに命を狙われ、今は死に至る呪詛に冒されている。

　──そんなの理不尽じゃないか!?　可哀想だ！

　ルマキーナを助ける方法に、ディアヴロは一つだけ心当たりがあった。

　ＭＭＯＲＰＧクロスレヴェリの期間限定イベントで《告こく死し病びよう》を解呪するアイテムが提供されていた。

　ゲームでは〝告こく死し病びようを治して村人たちに感謝されるイベントが起きるだけ〟の、戦闘で役に立たないアイテムだったが。

　しかし、今のルマキーナには有用なはずだった。

　彼女に神官の祈りは効果がないが、ポーションなどのアイテムが効くことは確認している。

　そのアイテムは《白はく牛ぎゆう像ぞう》といった。

　ディアヴロは倉庫に保管している。ＭＭＯＲＰＧクロスレヴェリの設定によれば、倉庫は固有空間に造ったダンジョンの奥深い《宝物庫》にあるはずだった。

　そして、グラスウォーカーの冒険者ホルンの情報によると、この街の近くにディアヴロのダンジョンがあると思われる。

　──行くしかない。

　ルマキーナを助けたかった。

　ホルンが片手を挙げる。

　彼はウサミミとウサシッポがあり、男の子な外見をしていた。グラスウォーカーという種族は、何歳になっても外見が子供のままだ。敏びん捷しようで魔術と隠密行動に長けた種族だった。ただし頑強さと筋力に劣る。

「ダンナ、急にダンジョンに行くなんて、どうしたっすか？　そりゃ、オレは嬉うれしいっすけど」

「ルマキーナに必要なものが、とあるダンジョンにあるのだ」

「も、もしかして、それって新しく見つかったダンジョンっすか？　オレ、そこの話しかしてないと思うっす」

「うむ。おまえの話を聞くかぎり、そう考えるのが妥当だ」

　ルマキーナが尋ねてくる。

「ディアヴロ様、それは《告こく死し病びよう》を治すことができる、ということなのでしょうか？」

　すがるような視線を向けられた。

　絶対にあるとは断言できない。しかし、ホルンの話からするとディアヴロが固有空間に造ったダンジョンであろう、と推測したのだった。

　だとすれば、イベントアイテム《白はく牛ぎゆう像ぞう》もあるはず。告こく死し病びようも解呪できるはず。

　全ては可能性だ。

　確実とは言えなかった。

　それらの事情を正直に話すべきかもしれない。

　──しかし、あやふやな情報を自信なさげに言うなんて、魔王らしくない！　神様らしくもないではないか！




「我を信じよ！　貴様が望むなら、真の奇跡を起こす秘宝を授けてやろう！」




　ルマキーナが地面にひれ伏す。額をこすりつけた。

「はい、ディアヴロ様を信じます！　この信仰に、わずかな陰りも、あろうはずがありません！」

　言葉だけではないのだろう。彼女は神様への絶大な信仰心を持っている。それゆえに並外れた奇跡の力を授かっているのだ。

　──本当に神様がいるなら、こんな良い子を放っておかず、ちゃんと助けてやれよ。

　ディアヴロは内心でため息をついた。

　今のルマキーナは、ディアヴロのことを〝神様が正体を隠している〟と思いこんでいた。彼女が神様に救済を祈ったとき、たまたまディアヴロが現れたからだ。

　実は〝魔王を演じているヒキコモリゲーマー〟なのだが……

　なんにしても、このまま放っておけばルマキーナは近日中に呪じゆ詛そで殺されてしまう。確実とはいえなくても、ダンジョンに向かうしかないだろう。

　行くとなれば準備が必要か。

　長旅のせいか、告こく死し病びようのせいか、ルマキーナは体調が悪そうだ。宿屋で待たせておいたほうがいいかもしれない。

「一度、街に戻って準備するか」

　ディアヴロは多人数で行動した経験がほとんどない。相談のつもりではなく、独り言だった。

　しかし、豹ひよう人じん族ぞくの少女レムが首を傾ける。

「……どうでしょうか？」

　普通の豹ひよう人じん族ぞくは赤系の髪と豹柄のミミとシッポを持つのだが、彼女は珍しい黒豹だ。髪もミミもシッポも全て艶やかな黒色だった。

　だからというわけでもないだろうが、身体は十四歳の豹ひよう人じん族ぞく女性にしては起伏に乏しく、スレンダーで引き締まっている。

　そのレムに詳しく話すよう、ディアヴロはうながす。

「許す、気になることがあれば申せ」

「……先ほど、だいぶ派手に魔術を見せ、街の住人を驚かせてしまいました。このままジルコンタワー市に戻って、果たして商人が相手にしてくれるかどうか。もしかすると、自警団や軍隊に事情を聞かれるかもしれません」

「面倒なことだな」

「聖騎士長バドゥタの悪行は報告すべきかと思いますが、ルマキーナの状態を考えると、今は先にダンジョンに向かうべきかもしれません。かなりの大事件ですから、重要な関係者であるわたしたちが自由になれるまで……どれほど時間がかかるか」

　レムは理知的だった。冒険者としての経験も豊富で、その提案は妥当であることが多い。

　たしかに、彼女の懸念は納得できる。

　ぱっ、と手を挙げたのはシェラだった。

「さんせーい！　はやくルマキーナちゃんを助けよう！」

　シェラ・Ｌ・グリーンウッドはエルフだ。しかも王女である。今は自由を求めて家出中だが。

　神秘的な美貌と、起伏のある肢体は、まるで彫像のようで神々しささえ感じさせる。

　ただし、しゃべると考えなしがバレる、残念な子だった。

　──すぐにダンジョンに向かうべきか？

　そのほうが面倒が少ないだろう。

　しかし、ディアヴロとしては、街で少し休みたかった。

　聖騎士長バドゥタとの戦いにより、一時はＨＰ生命力が１まで削られている。

　装備している《歪ゆがんだ王冠》の効果により、こうしている間にも回復しつつあるが、それはゆっくりしたものだ。

　手持ちのＨＰ生命力回復ポーションを全て使ったとしても、半分にもならないだろう。

　ファルトラ市で入手できる素材で作れるのは、Ｒレア級のポーションまでだ。ディアヴロのＨＰ生命力を回復させようと思ったらＳＳＲ級ダブルスーパーレアの素材で作ったポーションが必要だった。

　今の装備だと一週間あっても、全快は無理かもしれない。

　心臓を貫かれたのに生きていることには驚きよう愕がくなのだが……まさに魔術だ。




　──ゲーマー的には、まず回復なんだよなぁ。




　ストーリーに合わせて回復なしで次に向かった結果、かなりの強敵が待っていて、あっさり敗北というのは、よくあるパターンだった。物語の展開的に〝急いで次へ〟という場合でも、準備万端に整えるのは基本だ。

　ルマキーナの状態は気になるが、一日二日で痣あざが九つに増えることはないはず……

　そういえば、ルマキーナは治癒の奇跡が使える。しかも、おそらくこのリフェリア王国で最高レベルの。

　いやいや、とディアヴロは首を左右に振った。

　ディアヴロの装備《魔王の指輪》は、治癒の奇跡すら反射してしまう。指輪を外せば治癒を受けられるが……レムたちは魔術反射が魔王の特殊能力だと思っているはずだ。実は指輪の効果だったと明かすのは、あまりに格好悪かった。

　それに、神官に治癒してもらう魔王というのもイメージ的にナシである。もちろん神様なら、なおのことだ。

　効率最優先の効率厨ちゆうゲーマーとしては、ぜんぜんアリだが……

　魔王ロールプレイというキャラ作りをせず、素の自分を晒さらしたら、まともに会話すらできなくなる。裸で雪山に挑むようなものだった。

　──ナシだな。

　それはともかく、レムの懸念も一理ある。街に戻ると余計な面倒が増えそうだ。とくにジルコンタワー市の領主ファニス・ラムニテスは、話が通じそうにないし……




「ディアヴロ、あれを！」




　レムが指さした。

　見れば、地平線にゴマ粒のような黒い点々が増えていく。砂塵をあげて近付いてくるものがあると気付いた。

「なんだ？」

「……軍隊の砂船のようですね」

　豹ひよう人じん族ぞくのレムは目がいい。まだ遠いのに、砂船の帆に描かれた紋章を見分けたらしい。

　軍隊と聞いて、シェラとホルンが怯おびえたような顔をした。

　レムが続報を告げる。

「……ひときわ大きな砂船の帆に、銃を二丁重ねた紋章……あれは、もしかすると領主の船ではないでしょうか？　彼女の鎧よろいに印されていたものと同じです」

「ふんっ、暇なヤツめ」

　ディアヴロは魔王らしく尊大な態度を見せる。

　しかし内心では動揺していた。

　ＨＰ生命力一割以下で、高レベルの魔銃使いマギガンナーと相対するのは、具体的に言って割とマズイ！　ＭＰ精神力も乏しいのに……

　魔術師が相手なら、ディアヴロの《魔王の指輪》で魔術反射できるが、魔銃マギガンの弾丸には効果がない。

　しかし、ここで慌てて逃げ出すというのは、いかにも格好悪かった。

　──どうにか魔王の威厳を保ちつつ、戦闘を回避しなければ！

　息を吐きつつルマキーナが立ちあがる。

「どうやら、ラムニテス卿きようが来るようですね……私が事情を話します」

「……わかってくれるといいのですが」

　レムは不安そうだ。

「心を込めて説とけば、きっと伝わるに違いありません」

　ルマキーナはバカではないが、他人を信じすぎる傾向があった。心を込めて話しても、魔術を込めた弾丸が返ってくる可能性のほうが高い。

　そういう、危険な相手なのだった。





†






　あれこれ考えているうちにジルコンタワー市の軍隊が、砂船で囲んでくる。数は十隻ほどで兵は二〇〇〇くらいか？

　予想どおり、ひときわ大きな砂船の甲板には、領主ラムニテスの姿があった。

《深紅の翼》という飛ひ翔しよう魔術が付与されたマントを装備し、金で縁取りされた鎧よろいを身に着けている。

　けれども、前回とは違いがあった。

　右腕を包帯で吊つっている。

　──負傷したのか？　何かあったんだろうか？

　ラムニテスが甲板から見下ろしてくる。

「貴様が地の底から現れたという報告があった。魔王であろう、と疑う者も多い。偽らずに答えるがよい──汝なんじは魔王か？」

　単刀直入な質問だった。

　フッ、とディアヴロは鼻で笑う。

　そう尋ねられてしまったら、もう答えは決まっていた。

　ここで上手い切り返しが思いつけるようなら、コミュ障なんて言われていない。社会不適合者としてゲーム漬けのニート生活を送っていたり、そのゲーム内ですら単ソ独ロプレイヤーになっていたりしないのだ。

　なにより〝魔王か？〟と問われて〝シラナイ子デスネ〟なんて答える魔王は最低に格好悪かった。

　堂々と答える。




「我は異世界の魔王ディアヴロだ！　誰に憚はばかることもない！」




　内心で頭を抱える。

　──うぎゃああぁ！　ヤバイ!?　ヤバイか!?

　ざわっ、と砂船の兵たちが騒ぎだす。剣を抜く者もいた。

　レムが不安げな顔をする。

「よ、よかったのですか、ディアヴロ？　それを言ってしまって……!?」

　──やっぱりダメだったですかね!?

　シェラが首をかしげた。

「もしかして、異世界のでも魔王だと、軍隊に討伐されちゃうんじゃないの、ディアヴロ？」

　──討伐されちゃいますかね!?

　内心の怯おびえを隠すため、ディアヴロは高笑いする。

「フゥーハハハッ！　我は逃げも隠れもせん！　死にたいヤツからかかってくるがよい！　真の恐怖を教えてやろう！」

「あわわ……」

　ホルンはガクガクと震えていた。

　ディアヴロも内心ではガクガクと震えていた。

　領主ラムニテスが左手を高く挙げる。

「フンッ……よくぞ吼ほえた。望みどおり、汝なんじに滅びをくれてやろう。再び眠りにつくがよい、魔王よ！　総員、構え！」

　砂船に乗った兵たちが魔銃マギガンを向けてくる。

　驚いた。魔銃使いマギガンナーは弓使いの上位職ハイクラスだ。弓使いとして習熟したうえで魔術師としての技能も伸ばした熟練者でなければ、魔銃使いにはなれない。

　これほど大勢が!?

　──そういえば、召喚術士もゲームより圧倒的に人気がある。何かしらの理由があって、弓使いの大半が、魔銃使いになっているのかもしれない。

　これだけ大勢から一斉に攻撃されたら、今のＨＰ生命力では削りきられる可能性が高かった。彼らのレベル次第だが……

　──撃たれる前に殲せん滅めつしてしまうか!?




「お待ちなさい！」




　前に出たのは、ルマキーナだった。

「私は教会の最高位──大だい主しゆ神しん官かんのルマキーナ・ウエスエリアです。この方は、魔王を名乗ってはいても人ひと族ぞくの敵対者などではなく、武器を向けるべき相手ではありません！」

　ラムニテスが睨にらみつけてくる。

「ハンッ！　詐欺師の親玉が、魔王に肩入れか!?」

「この御方が、ジルコンタワー市に迫った魔獣を退けたこと、知らないわけではないでしょう。どうして敵対者が街を救うのです」

「あの《サンドホエール》は魔族に操られていたようだ。そもそも元素魔術ごときで撃退できたというのが怪しいではないか！」

「ディアヴロ様は優秀な魔術師です。この街を救い、私を救い、これまでも今も人助けのために戦ってくれているのです！」

「ならば、なぜ魔王などと称するのか!?」




　──魔王ロールプレイをしていないと〝あー〟とか〝うー〟しか、しゃべれないからだよ！




　そう言えたら苦労はないのだが、いざ自分の言葉で話そうとすると、声が出なかった。

　本心を晒さらして、蔑まれたり嘲笑されたり怒らせたりしたら……と考えると、すくんでしまう。

　演技であれば、どれほどネガティブな反応をされても〝魔王ロールプレイだから仕方ないね〟と割り切れる。

　自分でも不器用すぎると思うが、そういう性分だった。

　今さら〝実は魔王の演技だったんすよテヘプー〟とか言い出せないのだ。

　ラムニテスだけではなく、仲間だと言ってくれた者たちの反応が、想像すらできなくて怖ろしかった。

　──命は大切だけれど、恥をかいたら死ぬ！　死なないかもしれないが精神的に死ぬ！

　考えただけで嫌な汗が背筋をつたい、身体が震え、視界が歪ゆがむ。

　ディアヴロは砂船に《天てん魔まの杖つえ》を向けた。




「どくがよい、ルマキーナよ。我が行く手を阻むというのなら、殲せん滅めつするのみ」




「お、お許しください！　この者たちもまた、人の国を守ろうとする義の者たちなのです。たとえ貴方に逆らったように思えても、どうか命を奪わないでください」

　ルマキーナが両者の間で手を広げていた。

　この小さな少女が、一人で戦端が開くことを止めている。

　──すごいな。

　素直に感心してしまう。あと数日で命を失う呪じゆ詛そに冒されていながら、人を守りたいという気持ちだけで身体を張れるものなのか。

　もしも、自分が生きるか死ぬかという状況であったら──おそらく、他人の生死なんぞに配慮する余裕はないだろう。

　ディアヴロは《天魔の杖》を下ろした。

「馬鹿な奴め。貴様に免じ、一度きりなら我への無礼を許してやってもよい」

「ありがとうございます！」

　ルマキーナが深々と頭を下げた。

　それから、彼女はラムニテスのほうへと向き直る。

「ラムニテス卿きよう、魔王が人の命を助けることがありえますか？　私はディアヴロ様に何度も助けられました。そして、これから街にはびこる告こく死し病びようを治すための秘宝を授けてくださる、ともおっしゃっているのです。この御方は魔王ではあっても、善なる魔王に違いないのです！」

　善なる魔王か。

　おそらく、ラムニテスは受け入れないだろう。

　ディアヴロは攻撃命令が出されたときのことを考えていた。

　ルマキーナの隣にレムも進み出る。

「……ジルコンタワー領主よ、わたしの話も聞いていただきたい。今から、わたしたちはディアヴロの案内で、告こく死し病びようを治せるという宝を得るため、とあるダンジョンに向かうつもりです」

　ラムニテスがうろんな者を見る目で吐き捨てる。

「戯ざれ言ごとを──」

「ですから！　ダンジョンから秘宝を持ち帰れなければ、そのとき改めて魔王として嫌けん疑ぎをかけるのが妥当ではないでしょうか!?」

「不許可である。まず汝うぬらの嫌疑を改めるのが先だ！　無実とあらば自由にしてやるから、どこへなりと行くがよい。無実とあらば、な」

「……お待ちください。実は仲間が告こく死し病びようを発症しているのです。わたしたちには時間がありません」

　ラムニテスが目を細めた。

「噓うそ偽いつわりでは、あるまいな？　証あかしは？」

「……証は──」

　レムが言い淀よどむ。そのとき、ルマキーナが声をあげた。

「ここにあります」

　彼女は神官服の裾を持ちあげる。

　太股の付け根までを露にした。

　大勢が見ている前で肌を晒さらすことは、まだ若い少女には抵抗があるだろうに……それだけ真剣に戦いを止めようと思っているのだろう。

　肌に浮かぶ痣あざを見て、ラムニテスがため息をついた。

「なるほど……まさか大だい主しゆ神しん官かんがな」

「これも神様のお与えになられた試練だと思います。あるいは、秘宝を持ち帰って人々を救うように、との託宣かもしれません」

　どんどん話が重くなってきた。

　──これでダンジョンは別物で、《白はく牛ぎゆう像ぞう》もありませんでした、なんてことになったらどうしよう？

　想像しただけで背筋が凍る。

　ラムニテスがうなずいた。

「余は暗愚ではない。汝なんじらの言い分はわかった。たしかに、時には限りがあるようだ。そして魔王などと称する其そ奴やつを如い何かに処しよするが相応しいのか……行いを以て断ずべしという言げんには一理ある」

　ルマキーナとレムが表情を明るくした。

　言い方が難しかったせいでシェラは理解できなかったらしく、小首をかしげる。

　ホルンはまだ怯おびえている様子だった。

　ディアヴロは警戒を解かない。こちらの提案を丸まる吞のみしてくれるような性格ではない、と考えていた。

　そして案の定──ラムニテスがとんでもないことを言いだす。

「よかろう、ダンジョンから秘宝を持ち帰るがよい！　それを以て、潔白の証とすること、認めてやる」

「ありがとうございます！」

　レムがお礼を言うと、ラムニテスが首を横に振った。

「待て。ただし、汝なんじらが必ず戻るという証が必要だ」

「え？　でもダンジョンに潜るのですから……」

　ルマキーナの疑問は冒険者の経験がないからだ。当然、考えておくべきことがある。

　ラムニテスは抜け目なかった。

「別の出口がある可能性を考慮せねばな？　仲間の一人を置いてゆくがよい。そうだな、七日で戻らなければ、首を刎はねる。秘宝を持ち帰らずとも首を刎ねる。その覚悟があるならば、汝らの言を信じよう」

　石頭の領主にしては、充分な譲歩だった。

　──でも、最悪、秘宝がない可能性もあるんだよな。

　ディアヴロは小声で尋ねる。

「……ホルンよ……ダンジョンはどちらの方向だ？」

「……え？　街の北っす」

「よし、我が合図したら走るがよい」

「う、うっす！」

　レムやルマキーナが驚いたような顔をした。

　ディアヴロは《天てん魔まの杖つえ》で地面を突く。




「《アースバウンド》ッ!!」




　砂漠で使うのは初めてだったが……

　ゲームと同じように、画面が──いや、地面が揺れはじめた。地響きがして、視界が上下する。土属性の魔術だ。

　兵たちの乗る砂船も上下に揺れた。

「う、うわ!?　なんだ!?」「揺れて……揺れ……船が動いてるのか!?」「誰が動かせと言ったか!?」「地面が動いてる！」「まさか魔術なのか!?　な、なんという……!!」

　砂船が傾いた。

　兵たちが悲鳴をあげる。

　日本で暮らしていると少しくらいの地震には馴なれてしまうが、ここらの住人は不慣れな様子だった。




　一瞬、ディアヴロは気が遠くなってしまう。このまま砂に寝転んでしまいたい──という欲求が湧き起こった。

　ＭＰ精神力切れか。

　無気力さに身体が重くなった。

　しかし、自分はルマキーナを助けたいと思っている。こんなところで領主に捕まるわけにはいかない。

　ディアヴロは駆けだした。

「俺から離れるな！　魔術により地面が揺れるぞ」

　術者の半径三メートル程度は《アースバウンド》の効果がない。それより離れると地面が揺れて、まともに歩くのも難しいはずだった。

　指示に従い、レムもシェラもルマキーナもホルンもしっかり追いかけてくる。

　──この揺れであれば、銃で狙ってくるのは無理だろう。

　唯一《深紅の翼》を持っているラムニテスだけは、宙に浮かぶことで魔術に関係なく攻撃してくることが可能だが……

　右腕を負傷しているようだ。普段どおりの力は発揮できないだろう。

　なにより、単独で浮かびあがったら、魔術師にとっては格好の的だった。回避不能の広範囲魔術を叩たたきこんでくれる。

　そう考えて、ラムニテスを睨にらむ。

　彼女は慌てることもなく揺れる砂船のうえから、じっとディアヴロのことを見ていた。

　落ち着いている。

　まるでディアヴロが魔術で混乱を誘い、この場から脱出することを予想していたかのようではないか。

　──なにを考えてる？　負傷のせいもあって手詰まりなだけか？　それとも……

　彼女には立場がある。魔王だから捕らえて、刃向かったから殺す──などという単純な思考ではないのかもしれない。

　混乱している軍隊の間を通り抜け、ディアヴロたちは包囲の輪から逃げ出すのだった。
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　レムもシェラもホルンもそれなりに経験を積んだ冒険者だ。ルマキーナは苦労していたが、ディアヴロが抱えて運ぶなどして、どうにかジルコンタワー市の軍隊から走って離れることができた。

　岩の陰に身を隠す。

「ハァ……ハァ……ハァ……ハァ……」

　ルマキーナが荒い呼吸を繰りかえす。

　シェラが水筒を差し出した。用意のいいことだ。

「ちょっとだけど、お水、飲んで。歩くのも大変なの？　告こく死し病びようのせいかな？」

「い、いえ……砂のうえを走ったせいで、疲れただけです。みなさん、体力があるのですね。さすがは冒険者です」

「あー、あたしは旅がしたいって思ってたから、これでも足腰は鍛えてるんだよね」

　シェラが照れたように言った。

　レムがうなずく。

「……わたしも鍛えています。もともと豹ひよう人じん族ぞくは長く走るのが得意な種族ですし」

「オレも。ダンジョンじゃ、歩けなくなったら死んじゃうしね」

　ホルンはちょっと得意げだった。

　ディアヴロは鍛えたりしていない。しかし、レベル１５０の肉体は少し走った程度で疲れを感じることなどなかった。

　階段を上っただけで息切れする身体とは違うのだ。

　ルマキーナが目を細める。

「みなさん、すごいです。私ももっと体を動かすことをしないといけませんね」

　隣にシェラが座った。

「ちょっと休憩しよ？　ここなら簡単には見つからないし、追いかけてきたらディアヴロがなんとかしてくれるよ！」

「はい」

「ルマキーナちゃんは、あんまり外に出ないの？」

「そうですね。立場的に、王都の大教会堂にある深しん殿でんから出ることは、あまり許されませんから」

「ふーん、あたしと同じだったんだね」

「シェラさんと……？」

　レムが口を挟む。

「バカっぽいですが、シェラはエルフの王女なのです。今は家出中ですが」

「まあ！」

　ルマキーナが驚いて目を見開いた。

　えへへ、と照れてから──ハッ！　とシェラが気付く。

「ちょっと、レム!?　バカっぽいって、なに!?」

「……失言でした。〝っぽい〟などと曖昧にせず、断言するべきでしたね。わたしとしたことが」

「あたし、バカじゃないよ！」

　ワーワーといつものように言い争う。二人の口くち喧げん嘩かは毎日のことだった。

　ディアヴロはルマキーナが手にしている水筒に目を落とす。

　視線に気付いてか、彼女が声をかけてきた。

「あ、お水ですか？」

「そうではない」

　たしかに、昨夜から戦い通しで、喉が渇いている。

　しかし、ダメだ。

　ルマキーナの使った水筒を受け取って、それに口をつけるなんて……

　──そんなの間接キスじゃないか！

　絶対にキョドってしまうに決まっている。

　魔王らしくない。

　間接キスなんて恥ずかしいじゃん──などとディアヴロが考えていたら、レムがうなずいた。

「……ディアヴロは今後の水や食料について考えていたのではありませんか？」

　などと言いだした。

　もっと浅薄で恥ずかしいことを考えていたのだが、ディアヴロは賢そうにうなずく。

「うむ、そうだな」

「……軍から逃げてきた以上、街に寄るわけにはいきません。かといって、水も食料もなしでダンジョンに向かうのは無謀ですから」

　ホルンが立ちあがった。

「それなら、任せてほしいっす！」

「……どうするのですか？　街で盗みでもしてくるのですか？」

「オレは探索者シーカーであって、盗賊シーフじゃないっす！」

　昨夜、カレーを盗み食いしていたことを思い出したが、ディアヴロはつっこまなかった。

　ホルンが話を続ける。

「ばっちり兵隊に顔を見られてるから、オレ一人だけでも街に戻るのはイヤっす。秘宝を持ち帰らないと、もうジルコンタワー市には帰れないっすよ」

「……では、郊外で行商人にでも売ってもらいますか？」

「それも悪くないっすけど、とにかく任せてほしいっす。オレが役立つってとこ、アッピールするっすよ！」

「夜までには水と食料が必要ですし、可能なら寝床もあったほうがいいのですが？」

「だいじょうぶっす！」

「……少々不安ですが、そこまで言うのなら信用しましょうか。この付近のダンジョン攻略については、ホルンが最も経験豊富ですし」

「まかせるっすー!!」

　軽いノリが不安を煽あおるが、ディアヴロは否定しなかった。

「例のダンジョンまで、どれほど距離がある？」

「えっと……小さな砂船で半日くらいだから、徒歩だと二～三日ってとこっすね」

「ふむ」

　ディアヴロの自己所有ダンジョンはＭＭＯＲＰＧクロスレヴェリのフィールドマップには配置されていない。設定だけの存在だ。

　これから向かうのは、誰よりもよく知っているダンジョンだが、未知の場所だった。
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　夕方──

　砂漠に転がっている無数の岩のひとつ。岩陰の砂を少しどけると、板があった。

　扉だ。

　開けると、中は空洞になっていた。木製の階段が続いている。

「わわっ、これがダンジョンなの!?」

　シェラが甲高い声をあげた。

　レムがため息をつく。

「……ダンジョンまで二～三日はかかるという話だったでしょうに。これは砂船ではありませんか？」

　尋ねると、ホルンがうなずいた。

「そうっす！　難破船っすね。たぶんモンスターにやられたんだと思うんすけど、人はいなかったんすよー」

　脱出したのか、その襲ってきたモンスターに喰くわれたのか。

　みんなで船室へと降りた。

　木製の階段がギシギシと軋きしむ。

　レムが壁をなでた。ぱらぱら……と表面が崩れて落ちてくる。だいぶ古いもののようだ。

「……ここに水と食料が？」

「あるっすよ、オレの秘密基地なんす。街に戻らずに、それらを補給してまたダンジョンに行けるからチョー便利っす」

「……これを掘り起こせば、一財産なのではありませんか？」

「残念ながら、ちゃんと残ってるのは船室だけで、船首も船尾もないっぽいんすよ」

「……そうなのですか」

　ルマキーナが船室を見渡す。

　そして両手を合わせた。

　この場所を与えてくれた神様への祈りか、あるいは、この砂船に乗っていたであろう船員たちへの祈りか。

　シェラが椅子の一つに腰掛けた。

「お化けとか出そうだねー」

「うっ……!?　考えないようにしてるんだから、ヤメてほしいっす」

「あははは」

　笑ってごまかした。

　レムが楕だ円えん形けいのテーブルにのった砂を払う。

「……今日は、昨夜の疲れもありますから、ここで休憩しましょう。明日から、いっぱい歩くということで」

「さんせーい！」

　シェラが手を挙げ、ホルンがうなずいた。

　ルマキーナが、ぐっと拳をにぎる。

「が、がんばります」

　彼女は徒歩での冒険に馴なれていないから苦労しているようだ。ファルトラ市からジルコンタワー市への旅も大半が馬車や砂船だったし。

　レムがこちらを見る。

「……それでよろしいでしょうか、ディアヴロ？」

「あ？　うむ」

　自分にも意見を求められていたのか。それはそうか。

　レムやシェラと行動するようになってから、しばらく経つが……まだ集団行動に馴れていなかった。

　気を抜くと、みんなが予定を決めているときに、つい〝自分には関係ない〟と思ってしまう。長年の習慣は変わらないものだった。

　ホルンが船室の奥から、水と食料を持ってくる。

「外で焼こうっす！」

　シェラが跳びあがる。

「やったー!!　干しぶどうだー!!」

「干し肉とか、他にもいろいろあるっす。まだ夜まで時間もあるし、せっかくだから外で料理するっす」

「……そうですね」

　レムも賛同して、そういうことになった。

　保存食を使った料理だったが、昨夜から戦いどおしで、今日は長く歩いている。

　温かな食事は、とても美味しく感じられたのだった。
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　領主ラムニテスはジルコンタワーに戻る。

　突然の地震のせいで、砂船の一部が損傷し、兵も数名が負傷していた。慌てたせいで船から落ちたとか、甲板で転んだとか、その程度の話だが。

　兵の練度は低くなかった。

　しかし、超常の力を持った者が相手となると、戦力を活かすことが難しい。

　大きな椅子に浅く腰掛け、ラムニテスはため息をついた。

　今の戦力では、ディアヴロには勝てない。

　そして次の満月には、また魔族バナクネスが来る。戦う準備を整えたとして、勝てるだろうか。

　──厳しい。

　もっと戦力が必要だ。





[image: ]





　足早に近付いてくる者がいた。ラムニテスの前に来て形のいい敬礼をする。ヘンリックだった。

「ラムニテス様、逃げた冒険者たちの向かった先が、推測できました」

「ほう？」

「連中のなかにジルコンタワー市の冒険者で、ホルンという者がおりました。協会の登録は一年ほど前で、ダンジョンの案内人です。最近は新しく見つかった、とあるダンジョンにばかり行っているとか」

　この旧魔王領には、魔獣の巣や、元魔族の拠点など、いくつもダンジョンがある。よく発見されるので、新しいからといって珍しくはなかったが、そこばかり探索しているというのが気になった。

「その新しいダンジョンには、なにかあるのか？」

「冒険者たちの話によると、やたら強力なモンスターが出現するが、とんでもない魔術の付与された武具や道具が見つかるのだそうです」

「ほう……？」

「炎を噴く剣や、冷気を遮断する盾など、見たこともない武具があるのだとか」

　ラムニテスは考える。

　──それらがあれば軍の戦力を増強できるのではないか？

「ふふ、面白いではないか。ヘンリックよ、逃亡したディアヴロたちを追跡せよ。同時にダンジョンを調査して、そうした特殊な武具があれば回収してくるのだ」

「了解しました！」

　若き騎士が再び敬礼した。

　そのとき、兵が新たな来訪者を告げる。

　ラムニテスは通すように伝えた。




　ほどなくして、悠然とした足取りで部屋に一人の男が入ってくる。

　長身で筋肉のもりあがった身体つきをして、腰に大きな長剣を提げていた。

　教会の紋章が入った青色の鎧よろい──聖騎士だった。

　恭しく礼をする。

「ワタクシ、聖騎士ゲイバルトと申します。領主ラムニテス様のご勇名は王都でも鳴り響き、こうしてお目にかかれたこと──」

「世辞はよい、聞き飽きた。余は教会の要望を聞いている暇はない。帰れ──王都から来た犬に言うべきことは、それだけだ」

「い、いえ、ワタクシは教会の要望を伝えに来たわけでは……こちらの街に大だい主しゆ神しん官かんがいらっしゃると聞き、その身を護衛に参ったのです。オホホ」

　ゲイバルトの本当の目的は別だった。

　彼は〝ルマキーナ暗殺〟を請け負っている。しかし、その目的を達成する前に、ディアヴロに破れていた。

　このまま王都に帰れば、失敗の償いと、口封じで──殺される。役立たずのうえに秘密を知っている者など、依頼主が生かしておくはずがない。

　確実に仕事を果たし、自らの価値を示さねばならなかった。

　ここまでルマキーナの消息を追ってきたゲイバルトだが、宿泊しているはずの聖騎士長バドゥタの使っている屋敷は半壊。行方がわからなくなっていた。

　──このままじゃアタシが殺されるじゃないのよォ！　逃してなるものですか、あんのズベタァ!!

　内心の暗い炎を押し殺し、ゲイバルトは愛想笑いする。

「神様からの御神託を告げられる大だい主しゆ神しん官かんルマキーナ様の安全は、教会にとってなにより優先すべきことです。このジルコンタワー市の領主であるラムニテス様のお力で、どうか行方を捜していただけませんでしょうか？」

　ラムニテスが睨にらみつけてきた。

　普通、教会に貸しが作れるとなれば、どこの領主も喜んで協力する。それだけの権力を教会は有していた。

　しかし、彼女は違う。

　ラムニテスは自分以外が領地に対して権力を持つことに嫌悪感を抱いていた。

　ここは旧魔王領であり、人々の力を結集せねば乗り越えられない危険と隣り合わせだ。領主と意見を対立させる可能性がある者など、存在してはならなかった。

「ふんっ……聖騎士か」

　ラムニテスは思案する。

　──追い返してもいいが……聖騎士はレベル１００前後という超常の力を持つ者ばかりだという。

　今は戦力が一人でも多く欲しかった。

　とはいえ、聖騎士に〝魔族が来るから力を貸せ〟と言ったところで協力は期待できまい。

　彼の目的は大だい主しゆ神しん官かんルマキーナの保護のようだ。

「ふむ……行方なら、もう摑つかんでいる」

「なんですって!?」

「大だい主しゆ神しん官かんは、妙な魔術師と一緒に、とあるダンジョンに向かったそうだ」

「魔術師……ディアヴロという混魔族デイーマンですわね？」

　ゲイバルトが男らしからぬ言葉遣いをしたが、細かいことは気にしない性分のラムニテスは流した。

「さすがに知っておるか」

「その者が、純真な大だい主しゆ神しん官かんを騙だまして連れていったのです！」

　ゲイバルトはそういうことにしていた。

　ラムニテスにとっては、教会の事情などどうでもいいことだ。

「連中が向かったダンジョンには、見たこともない武具があるそうだ。余はそれらに興味がある。回収に協力するのなら、大だい主しゆ神しん官かんの居場所まで部下に案内させよう」

「おお！　もちろん協力させていただきます！」

　ゲイバルトは感激した様子で手を合わせた。内心では〝ルマキーナさえ見つかれば、あとは知ったことか〟と考えていたが。

　ラムニテスとて、聖騎士が全面的に協力するとは考えていなかった。

　しかし、派遣する部下がヘンリックと、その配下の数名だけでは心許ない。途中まででも手助けになるなら充分だった。

「大だい主しゆ神しん官かんの保護を優先してもかまわんが、それまでは余の部下に協力するがいい。約束するなら、望む結果を与えよう」

「ありがとうございます！　神に誓って！」

　ゲイバルトが胸の前で聖印を刻んだ。

　ラムニテスはうなずく。

　話がまとまったところで、ヘンリックが右手を伸ばす。

「高名な聖騎士ゲイバルト殿の助力が得られるとは心強い。よろしくお願いします」

「あら、意外とイイオトコ」

「え？」

「いえいえ、こちらこそ、よろしくお願いいたします」

　ヘンリックの差し出した右手を、ゲイバルトが両手で握りしめた。





†






「《エクスプロージョン》ッ!!」




　三日後──

　砂漠のなかに、その建物は後から付け足したかのように存在していた。ピラミッドのような三角形の構造物に、石の扉がついている。

　その門扉を守っているのが、獅し子しの像だった。

　ディアヴロの魔術が炸さく裂れつする。

　爆炎が広がった。

　建物の前に陣取っていた動く石像が吹っ飛んで、砂のうえを転がる。

　鷲わしの翼を持ち、尾が蛇になっているので、いわゆるキメラだ。石化ブレスや雷の魔術も使う──という設定だったが、反撃の機会など与えなかった。

　動く石像が動かなくなる。

　ホルンが手を叩たたいた。

「うひょー!!　すげえっす、ダンナ！」

「当然だ。肩慣らしにもならん」

「オレ、前回は街一番の戦士たちと来て、けっこう苦労して倒したっすよー」

「ジルコンタワー市の一番というと、レベルはどの程度なのだ？」

「だいたい、レベル80くらいだと思うっす」

「ふむ……」

　決して低いレベルではない。

　もしかすると、武器が悪かったのだろうか。この異世界で流通している武器は、ゲームに比べると品質が低かった。

　ディアヴロのダンジョンは、ゲームのプレイヤーに合わせてモンスターの強さを調整してある。

　理屈はわからないが──おそらく、これはディアヴロが固有空間に造ったダンジョンだ。

　他プレイヤーはゲーム内で特殊アイテム《宝の地図の欠片》を集めることで、挑戦権を得る。

（今のディアヴロたちは《宝の地図の欠片》を持っていないので、その設定はゲーム特有だったようだ）

　プレイヤー所有のダンジョンを攻略した果てに、製作者──この場合はディアヴロと戦うことができる仕様だった。

　ちなみに、特殊アイテムは必要だが、一度ダンジョンを攻略したプレイヤーは、いつでも再戦を申し込むことができる。

　いずれにしても、ＭＭＯＲＰＧクロスレヴェリは大勢で協力して大型モンスターを倒すシナリオが基本だった。対人戦イベントもあるが、それが主となるゲームではない。

　普通なら挑戦者が現れることは希なのだが……

　ディアヴロは魔王ロールプレイのせいで有名人になってしまい、ゲーム中に対戦を申し込まれることが多かった。

　──まさか、このダンジョンを自分で攻略することになるとはな。

　ゲームでは固有空間には自由に出入りでき、最深部にも一瞬で行くことができた。

　しかし、この異世界ではディアヴロが訪れても、なにも起きなかった。いや、いきなりステータス画面だとか、〝何階に移動しますか？〟などというダイアログが現れたら、そのほうが驚きだが。

　ディアヴロは不安になってしまう。

　──本当に俺のダンジョンなのか？　まぁ、中に入ってみるしかない、かな。




　焼け焦げた獅し子しの像が、よろよろと元の場所に戻った。

　立派だった鬣たてがみが欠けている。

　ゲームなら、なんの手間もなく石像は次の挑戦者を待ち受けるのだが、この世界では当然ながら消耗があった。

　いずれは完全に破壊されてしまうのか。あるいは、何らかの回復手段があるのだろうか。

　石像は沈黙した。

　シェラが門扉へと向かう。

「ここが、そのダンジョンなんだよね!?　やっと着いたねー」

「すみません、私の足が遅いばかりに四日もかかってしまって……」

「あはは！　ルマキーナちゃんのせいじゃないよ。へいき、へいき、ちょっとくらい時間がかかってもなんとかなるよ！」

　シェラが根拠なしにルマキーナを励ます。

　現実的な意見は必要だが、ああした言葉にも意味があるのだと、ディアヴロは気付いた。少なくとも彼女たちの雰囲気は悪くなっていなかった。

　ただし、ルマキーナの肌に浮かんだ痣あざは五つに増えている……あと四つ。

　ダンジョンの門扉に向かいつつレムが、ホルンに話しかける。

「……意外でした」

「ほえ、なにがっすか？」

「失礼ながら……ここ数日で、あなたの実力はレベル20程度ではないか、と」

「え!?　あ、まぁ、戦士としては……そんなもんすかね。オレ、探索者シーカーっすから！」

「……はっきり言って〝道案内にしかならない役立たず〟と思っていたのです。申し訳ありません」

「うっ!?　は、はは……や、やだなー、オレ、チョー役立つっすよ？」

「ええ、レベル80の戦士とパーティーを組めるということは、それだけの実力が認められているということです。期待していますよ。必要なことがあれば、遠慮せずに言ってください」

「あ、う……あ、ありがとうっす」

　ホルンが苦笑いを浮かべた。

　その表情に、ディアヴロは覚えがある。

　──自信がないのに期待されてしまったが、無理だと言い出せないときの顔だ。

　おそらく、ホルンの実力は本当にレベル20程度なのだろう。

　ディアヴロは思い出す。

　街でホルンがダンジョン攻略の報酬で揉もめていた。豹ひよう人じん族ぞくの戦士に〝役立たず〟と罵られていたのだ。

　あのときの豹ひよう人じん族ぞくが、レベル80で街一番の戦士だったのかもしれない。

　ディアヴロは皆の後ろを歩きながら、そんなことを考えていた。




　シェラが石の門扉を押す。

「えいやー!!」

　ギシギシと軋きしみつつも重そうな石扉が左右に開いた。

　レムが肩をすくめる。

「……罠わなの可能性など考えていますか？」

「ひぇっ!?」

「……冗談です。すでに一度は来ているホルンがいるんですから、罠があれば言っているでしょう」

「も、もおー、脅かさないでよ！」

「……この先は慎重にお願いします。巻き込まれるのはイヤですから」

「う～」

　シェラがうめいた。

　ルマキーナが苦笑する。

「あのように言っていますが、レムさんはシェラさんのことを本当に心配しているのですね」

「え？　そうなのかな？」

「ふふ、そうですよ」

「そっかー」

　えへへ、とシェラが笑みを浮かべる。

　レムが嫌そうな顔をして横を通り過ぎた。

「……ルマキーナ、妙なことを言わないでください。わたしは本当にバカエルフのミスに巻き込まれるのがイヤなだけです。ホルン、先導をお願いできますか？」

「わかったっす！」




　やり取りする四人を置いて、ディアヴロは奥へと進む。

　石造りの階段を下りる。

　ほのかに天井が光っている場所があり、暗くて見えないということはなかった。

　あわててレムたちがついてくる。

「ま、待ってください、ディアヴロ……どうして先に行くのですか」

「む？　とくに問題になる敵はいないからだが？」

「……それは……あなたが強いことは充分に知っています。でも、ダンジョンは慎重に進むべきではないでしょうか？」

　結局、レムたちには〝このダンジョンを造ったのは自分だ〟と説明していなかった。どう言えばいいのか、わからなかったからだ。

　モンスターや罠わなの配置を覚えている──などと言えるわけがない。

　それならば、どうしてホルンに場所を聞く必要があったのか？　なぜ今まで存在に確信がなかったのか？　などの質問をされたら返答に窮する。

　まさか〝ゲームではメニュー画面のリストから選択できたから〟とは言えまい。

　仕方がないので、魔王らしく乗り切る。




「勘違いするな、我は貴様らの仲間などではない。ついてくることを許してやっているだけのこと。黙って後を歩いているがよい！」




　──このダンジョンなら全部わかってるから、後ろをついてきてくれれば安全だよ、と言いたかったのだが……伝わっただろうか？　伝わっているといいな。

　ディアヴロはコミュニケーション能力が低かった。

　レムがヒョウミミを伏せる。

「……はい、すみません」

　シェラとルマキーナも不安げな顔をしていた。ホルンは完全にビビっている。

　失敗したか。

　一言で微妙な空気にしてしまった。

　──これだから、パーティープレイなんて無理ゲーなんだよ！　単ソ独ロでラスボスに突撃するほうが、だいぶマシだよ！　とディアヴロは心の中で絶叫した。

　内心ではいろいろ考えつつも、黙々と歩く。

　レムたちがついてくる。

　ここ数日、シェラが盛り上げてルマキーナが気丈に振る舞い、どうにか明るく保たれていた雰囲気は、ディアヴロの一言のせいであっさり重くなっていた。

　しかし、並びとしては悪くない。

　先頭にダンジョンを熟知した頑強なディアヴロ。次が召喚術士のレム。その次が（本人は召喚術士と言い張っているが）高レベル弓使いのシェラ。そして治ヒ癒ー術ラ師ーのルマキーナ。最後は察知力に長けた探索者シーカーのホルンが詰める。

　空気が重くなったせいか、ダンジョンに入ったからか、会話がなくなった。

　風や草木の音もない。

　そういえば、この世界にはＢＧＭがないんだよな──とディアヴロは思った。

　ＭＭＯＲＰＧクロスレヴェリの音楽は、なかなかの完成度でプレイヤーからの評価が高い。

　リアルで音楽イベントが開かれ、オーケストラの演奏や、声優のライブがあったくらいだ。

　当然、行ったことはない。そんなリア充イベントに、ヒキコモリゲーマーが行けるはずがなかった。

　中継動画は観たことがあるが……

　なかには、カップルで参加しているらしきプレイヤーもいた。

　ゲームのプロフィール欄に『ライブにカノジョと行ってきました！』などと書いているプレイヤーには、たとえ街中だろうと極大魔術をぶちこみたくなる。




　──リアルで幸せなら、ゲームで不幸になれよ。




　そんな後ろ向きで、誰にも褒められない、真っ暗な情念が、ディアヴロを突き動かすのだった。

　レムとシェラが小声で内緒話する。

「ねえねえ、ディアヴロが恐いんだけど？」

「……どうしたのでしょうか？　ダンジョンに入ってから妙ですね」

「あたしたち、なんかしたかなー？」

「……わかりません」

　ギクシャクしている。

　どうにかフォローしたい──とディアヴロは思うが、雰囲気をよくするセンスのいい言葉なんて思いつかなかった。




　──嗚あ呼あ、女の子と楽しく歩ける奴が憎い！





第二章　ダンジョンを攻略してみる




　エレベーターで、あっさり地下十三階に着いた。




　などという近道チートは、この異世界には存在していない。

　移動については、どこまでも禁欲的ストイツクで、古い洋ゲーも真っ青の不親切設計だった。

　──ほんと、異世界でも現実なんだよなぁ。

　地下一階の内扉に書かれているのは、『フラッグ戦ではなく殲せん滅めつ戦です』だった。

　ゲームでは日本語だったが、こちらの言葉で書かれているらしい。ディアヴロには読めず、レムが読みあげた。

　ディアヴロは説明する。

「この階にいるモンスターを全て倒すと、奥に階段が現れる。モンスターといっても低レベルばかりだがな」

　ホルンが何度もうなずいた。

「でも、隠れてるモンスターもいて、けっこう大変だったっす」

　レムが尋ねてくる。

「……あの……やっぱりディアヴロは知っているのですね？」

「む？」

「……このダンジョンのこと……でも、どうして詳しいのでしょうか？　旧魔王領についても、なにかと知っていることが多いようでした。しかし、異世界から召喚されたディアヴロは、この地を訪れるのは初めてのはず。ダンジョンの場所だって、ホルンの案内がなければわからなかったようですし」

　妙だと思われても仕方ない。ダンジョンの場所は知らないのに、中の仕掛けは知っているなどと……

　上手い言い訳を考える。

　そんなものが思いつくならコミュニケーションで苦労は……（以下略




「我は魔王だからな」




「……そうですか」

　レムは釈然としていない様子だった。当然か。

　ディアヴロはルマキーナのほうに視線を投げた。彼女には時間がない。

「今は先を急いだほうがよかろう」

「はい……」

　レムは理性的で賢い。すぐに引き下がった。

　迷路の入口に立つ。

　何枚もの石壁が複雑な迷路を成していた。

　地下一階はモンスターのレベルだけは低いが、複雑な迷路のどこに潜んでいるのか、探し回るクエストとなっている。

　モンスターの居場所はランダムなので、ディアヴロにもわからなかった。

　地面や壁に擬態していたり、天井に張りついて通りかかったプレイヤーの上に降ってくるヤツもいる。

　製作者として、素直に楽しんでやりたい気持ちはあるが……

　──残念ながら、今は時間がないからなぁ。

　ディアヴロは暗がりに向けて《天てん魔まの杖つえ》を構えた。

　ルマキーナの足が遅いこともあり、ダンジョンに着くまで予定以上に日数が必要だったが、おかげでＭＰ精神力は回復した。

　今は三割くらいか。

　少し大きめの魔術を使っても問題ない。




「《ウィルスクラウド》ッ!!」




　目の前に風のカーテンが発生する。その向こう側に、黒雲が広がった。迷路の奥へと黒色の空気が広がっていく。

　ダンジョンに漂っていたモンスターの気配が消えていった。

　レムが怯おびえたような声で問うてくる。

「……ディアヴロ、それは？」

「毒の魔術だ」

　レベル１１０の風と闇属性の魔術だった。ダンジョンのような閉鎖空間にいる低レベルなモンスターを殲せん滅めつする。呼吸しないモンスターには無効だが。

「ど、毒ですか」

「隠れ潜んでいるモンスター相手に、正々堂々と戦ってやる必要はないからな」

「……それは……でも私たちが通る道は大丈夫なのでしょうか？」

「安心しろ、効果時間は短い」

　ゲームだと60秒なのだが、この異世界では距離や時間の尺度が違うことが多い。結局、毒の黒雲は五分くらいかけて消えた。

　ダンジョンの奥で、ガコンッと音があがる。

「階段が現れたか」

　どうやら、モンスターは全滅したらしい。

　──製作者としては、こんなチートは好ましくないんだけどなぁ。

　次の階に進むことにした。
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　岩盤をくり抜いたような石造りの階段が、螺旋状に続く。

　このあたりは、ゲームだと省略される部分だ。

　レムが目を丸くする。

「……素晴らしいです……これほど見事な建造物は見たことがありません」

「ほんとだねー」

　シェラも感心して壁をなでた。

　ホルンが再びうなずく。

「オレも、初めて見たときはチョー驚いたっす！」

「王都にある大教会堂ですら、これほどの造りではありません。もしかすると、人ひと族ぞくの造った建物ではないのかもしれませんね」

　ルマキーナの言葉に、レムたちがうなずいた。

「……ありえます。ジルコンタワーのように、強大な魔術で造られたのかも」

　ジルコンタワー市の象徴であるジルコンタワーは透明感のある貴石で造られている。通常の方法では傷もつかず、人ひと族ぞくには造り方すらわからないのだとか。

　魔族が造ったとされている。

　ディアヴロたちは地下二階へと辿たどり着いた。




『変幻迷路』




「ここは時間経過によって迷路が変化する。モンスターも徘はい徊かいしている」

　ごちゃごちゃ悩んでいると、後ろの壁が開いてモンスターが出現──などという愉快な演出もあった。

「……迷路が変化するのですか？　覚えるのが大変そうですね」

　レムが考えこんだ。

　シェラが不安げな声をあげる。

「はぐれちゃったら、入口に戻ることも難しいかも」

「……二度と合流できないかもしれませんね。モンスターに喰くわれるか、飢えて死ぬか、罠わなにかかるか」

「ひぃ!?」

「……大丈夫ですよ、シェラ。いずれは誰かが発見してくれます。白骨死体になっているかもしれませんが」

「それぜんぜん大丈夫じゃないよ!?」

　シェラがディアヴロの腕に絡みついてきた。大きなふくらみが、むにょっと押しつけられる。

「置いてっちゃヤダよ、ディアヴロ!?」

　不意打ちされて、思わずたじろいでしまった。

　ダンジョンを前にして怯おびえる少女をなだめる魔王らしいセリフ──瞬時には思いつかなかった。

　なんにしても、腕を抱きしめられているとモンスターが現れたときに戦いにくい。

「離れていろ」

「うっ……」

　泣きそうな顔をされた。

　──どうすればいいんだ!?

　そのとき、ルマキーナがシェラの肩に触れた。

「大丈夫です、ディアヴロ様を信じましょう。そのようにしては、危険が迫ったときに、困ってしまいますよ？」

「そ、そうだね……うん……ごめんね、ディアヴロ」

「ふんっ」

　離れていく、やわらかくてあたたかな感触をちょっと残念に思いつつも、ディアヴロは内心で安あん堵どした。

　あんなのを押しつけられていたら、緊張してしまってダンジョン攻略どころではない。

　ホルンが羊皮紙を広げた。

「前回、オレらが来たときのマップっす。もう変わってるとは思うっすけど」

「……そういえば、ホルンは三階まで行ったそうですね？」

「そうっす。地下三階で、モンスターがうじゃうじゃ出てくる部屋があって、苦労したっす」

「この迷宮の長さは、どれくらいでしたか？」

「オレらは半日くらいかかったっす」

　──そんなに？

　ディアヴロは意外だった。

　ゲームだと五～十分くらいで抜けられるはずなのだが……

　そういえば、《星ほし降ふりの塔》からファルトラ市もゲームでは五～六分のはずが、この異世界では六時間くらいかかった。

　もしかすると、ディアヴロが思っているより、遥はるかに広大で複雑な迷宮になっているかもしれない。

　真面目に攻略していたら、こちらも半日以上かかる可能性がある。

　どうするか？

　ディアヴロは壁の一枚を見た。石でできている。厚みは煉れん瓦が二つぶん程度か。可動するだけあって分厚くはなかった。

　──そういえば、ゲームだと魔術で地形が変えられないけど、この異世界だと可能なんだよなぁ。

　試してみるか。

「《フレアバースト》ッ!!」

　轟ごう音おんが響き渡った。

　焦点を絞った爆発が、連続して対象を破壊していく。

　数枚の壁が砕け、穴が奥へと重なっていた。

　くぐって通れるくらいの穴だ。

　地下への階段の位置まで変わっていたら、見当違いの穴を開けたことになるが……今までの経験からして、距離は違っても方向は同じだろう。

「よし」

　振り返ると──

　レムたちが、ぽかーん、と口を開けていた。

　シェラが瞳を輝かせる。

「すごいね！　こんなふうに進んじゃえば簡単だね！」

「これくらいは当然のことだ、我は魔王だからな」

　とくに誇ることもないような口調で言ったが、内心では自分でも驚いていた。

　こんなに上手くいくとは！

　ゲームの魔術は、地面を抉えぐるようなエフェクトが出たとしても、実際に地形を変化させることはない。ここが異世界だからこそだった。

「さすがですね、ディアヴロ様」

　ルマキーナが砕けた石壁を見てしきりに感心する。

　ホルンはやっぱり驚いてビビっていた。冒険者にしては気が小さいやつだ。

　地響きがして、いくつかの石壁が動きはじめる。

「あまり離れるな。はぐれても知らんぞ」

　ディアヴロが声をかけると、ルマキーナやホルンが慌てて穴をくぐった。





†






　地下三階には『Ｆ43』と書いてある。

　こちらの文字で記述されていたが、これくらい短いとディアヴロにもわかる。

　──こちらでは、こう表記するんだなぁ。

　そのうち、リフェリア王国の言語を覚えてもいいかもしれない。

　三階の仕掛けは、とあるレトロゲームへのオマージュだったが……この異世界には、元ネタにしたレゲーがないので、ノーヒントになってしまった。

　色の異なるスライムを順番に倒していくと、下への階段が現れるようになっている。

　配置も動きもランダムだ。

　しかし、スライムは動きが遅いし、さほど広い迷宮ではないので、すぐにクリアできた。




　地下四階──

『次の階へ行きたいかー!?』

　扉をくぐった瞬間、むわっと熱気に包まれた。

　レムが表情を歪ゆがめる。

「……な、なんですか？」

「ひゃっ!?　レム、あれって!?」

　足場となる岩から下を覗のぞきこんで、シェラが悲鳴をあげた。

　赤々と燃えるのは、溶岩だ。

　その熱が、この階の空気を灼しやく熱ねつへと変えている。

　レムがいぶかしんだ。

「……この辺りに、火山などないはずです。あんなものを目にするほど深くまできたわけでもありません。これは魔術による幻覚なのでは？」

「この暑いの……幻覚ですか？」

　暑さには弱いのか、ルマキーナが汗をこぼして尋ねた。

　レムも額の汗をぬぐう。

「……たしかに、これは幻覚とは思えませんね。でも魔術による溶岩であることは、間違いないかと」

「とにかく、先に進もうっす。ずっとここにいたら、干物になりそうっす！」

　ホルンの言葉はもっともだった。




　先に進むと、ほどなく足場となる岩が途切れている。下は溶岩。対岸までワイヤーが伸びていた。

　そのワイヤーで吊つられたゴンドラがある。

「……これで向こう側まで行くのでしょうか？」

「熱ッ!?」

　鉄製のゴンドラに触れてしまったシェラが大騒ぎする。指先が赤くなっていた。火傷したようだ。

　ルマキーナが片手をかざす。

「あらあら、祝福されし大地に生きる大御神の信徒に、ささやかなる慈悲を……《キュアライト》」

　ぽう、と手元が光った。

　シェラの火傷が一瞬で治る。わあー、と笑みをこぼした。

「ありがとう、ルマキーナちゃん！」

「お礼ならば神様へ」

「うん！　ありがとう、神様！」

　レムがため息をついた。

「……溶岩で熱せられているのがわかっているのに、なぜ鉄のゴンドラに触るのですか、このバカエルフ。神様だって迷惑でしょう」

「だって、どう動くのか気になったんだもん！」

「せめて革手袋くらいつけなさい」

「あ、そっか」

　レムのほうは鉄製の手甲を装備していた。

　彼女は召喚術士だが、拳闘士のように拳を使った近接戦闘もこなす。その武器として、手甲を持っているのだった。

　ルマキーナが尋ねる。

「レムさん、暑くないですか？」

「……それは、まぁ、暑いですが」

「死にそうっす」

　一番ぐったりしているのは、ホルンだった。

　治ヒ癒ー術ラ師ーの女性よりも先に戦士系の男がへばるとは、情けない！　外見だけでなく中身も子供か。

　とはいえ、ディアヴロもこの暑さは予想外だった。

　ゴンドラも溶岩も自分で配置したのだが、ゲームでは暑そうなグラフィックだけだ。実際には調理される食材にでもなったような気分だった。

　──早くクリアしないと、脱水症で全滅だな。

　全員がゴンドラに乗る。

　レバーを前に倒すと、ゆっくりと進みはじめた。

　ごとごと揺れる。

「揺れてる！　揺れてる！」

　シェラが大騒ぎすると、レムが睨にらみつけた。

「……お黙りなさい。モンスターがいたらどうします？　呼び寄せるつもりですか？」

「うぐっ」

　ディアヴロは肩をすくめた。

「安心しろ。この地下四階にはモンスターを配置していない。しかし、ただゴンドラで揺られているだけではないぞ。むしろ、ここからこのダンジョンの真の恐怖がはじまると言ってもいい」

「……な、なんですか？」

　ゴンドラが停止した。

　ホルンが動揺した声をあげる。

「ふわぁあぁ、停まったっす！　もうダメっす！　暑くて死ぬっす！」

「黙れ。暑ければ、その無駄な装備を脱いでいろ。魔術付与もない革かわ鎧よろいなんぞ、この先のモンスター相手には重りにしかならん」

「うっ……」

「そんなことより、出題に集中しろ。貴様にも回ってくるぞ」

「え？」

　カンカンカンカン！　と鐘の音が響いた。




『この先に行きたいかー!?　お～～～～～～～～～～～～～～～!!』




　どこからともなく、そんな声が聞こえてきた。

　ディアヴロは額の汗をぬぐう。

　これに自分が、しかもパーティーで参加することになるとは……最悪だった。




『これから、クイズを出題するぞ！　正解すればゴンドラが進む！　不正解だとワイヤーが緩む！　天国か、地獄か！　溶岩横断ウルトラスーパーミラクルクーイズ！』




　──これ造ったとき、ちょうどＴＶでやってて、しかも三日くらい徹夜してたから、妙なテンションだったんだよなぁ。

　こうして客観的に体験すると……

　恥ずかしい。

　黒歴史だ。

　もしも可能なら、まずこの階を造り直そう。

　このダンジョンを自分が造ったと言えない理由が、もうひとつ増えた。




『クイズにはパーティー全員が順番に答えてもらうぞ！』




　ディアヴロは歯は嚙がみした。

　クイズを設定したのは自分だ。どんなにマニアックな内容でも全問正解できる。

　しかし、パーティー全員が答えるルールだった。無知な者がいると、足を引っぱられることになる。

　友情破壊系のルールだった。

　パーティーの中で成功者と失敗者が出て、失敗者が周りに迷惑をかけるルールは、仲間への批難を生む。

　クラス全員でやる大縄跳びのようなものだ。一人でもジャンプのタイミングをミスすると、全員が失敗した扱いになる。

　パーティーのお荷物を炙あぶり出す──そんな悪魔のルールだった。

　──まぁ、チャットやリアルで相談できるような仲のいいメンバーなら、問題はないけどな。この階はな……

　問題はカルトなクロスレヴェリにまつわるクイズをレムたちがクリアできるか、だった。ここは異世界であり、チャットも電話も中の人もない。




『出題！　サイクロプスクロコダイルに効かないのは、魔術？　剣？』




　レムが挙手した。

「……魔術です」

　かなり唐突にはじまったクイズにもかかわらず、物怖じせず自分から答えるとは。尋常ではない理解力と積極性だった。

　一瞬の間があった。




『正解は……魔術が効かないー!!　素晴らしい！』




　ゴンドラが揺れて、数メートル前進した。

　レムがうなずく。

「……これなら、五回も正解すれば向こうに到着できそうですね」

「うむ」

「楽勝っすね！　次はオレが答えるっす！」

　ホルンが腕まくりした。




『出題！　マダラスネークが棲すんでいるのは、水の中？　木の上？　穴の中？』




「えっと……あ、穴の中っす！」




『ブブー!!　正解は、水の中ー!!』




「わー!?」

　ホルンが頭を抱える。レムやシェラも悲鳴をあげた。

　ディアヴロはため息をつく。

　口にはせずとも、パーティーからの批難が集まる。これが友情破壊ルールの恐ろしさだった。




『ゴンドラが、ダウンッ!!』




　張られていたワイヤーが緩められ、ガクッとゴンドラの位置が下がる。

「きゃっ!?」

　バランスを崩しかけたルマキーナをディアヴロは支えてやった。

「気をつけるがいい」

「あ、ありがとうございます」

　他の者が火傷した場合は、ルマキーナの奇跡で癒やせるが、彼女自身には奇跡が使えない。ＨＰ生命力回復ポーションなどがあれば効くが……

　聖騎士長バドゥタの攻撃で大幅にＨＰ生命力を削られたとき、手持ちのぶんは使い切ってしまっていた。

　むわっ、と暑さが増した。

　溶岩に近付いたせいか。

　レムが手甲を外した。そして、召喚獣のクリスタルを収めているベルトも外して、手荷物にする。

「……ふぅ」

「あっついよぉ！」

　シェラが肩のケープを外した。そのうえ、スカートの裾を持って、ぱたぱたと煽あおぐ。あれは熱気を逃がしているのだ。

　ルマキーナでさえ、羽織っているマントを外した。

「たしかに、暑いですね……くらくらします」

「ううぅー」

　ホルンだけが汗をぼたぼた流しながらも、服を脱がない。男の瘦せ我慢か。

　ディアヴロとてマントを外したかったが……

　例によって〝魔王らしくない〟ので、意地を通した。

　シェラが片手を挙げる。

「じゃあ、次はあたしが答えるよ」




『出題！　城塞都市ファルトラには、門がいくつある？　四つ？　八つ？　それ以上？』




「あっ……」

　レムが声をあげる。気持ちはわかるが……




『おっと、ヒントを出したと思われる行為があった場合、無条件に不正解になるぞ！』




　慌ててレムが口をつぐんだ。

　ディアヴロはシェラを見つめる。

　──気付け！　気付け！　気付け！

　シェラがうなずいた。

〝大丈夫だよ〟そう彼女の目が言っていた。

「ふふふ、ファルトラ市には二つ壁があって、それぞれに四つ門があるから、八つだよ！」




『正解は……〝それ以上〟だーッ!!　〝門〟はいっぱいある！　出題で〝城門〟とは言ってなかったぞ！』




「え～～～!?　そんなぁ、ズルイ！」

　典型的な引っかけだった。このクイズを作ったヤツは性格が悪い。

　──まぁ、俺だけど。

　またゴンドラが落ちる。

　さらに溶岩へ近付いてしまった。

「あつぅ～い！」

　とうとう、シェラが服を脱ぎはじめる。

　レムが目を見開いた。

「な、なにをする気ですか!?」

「だって、こんな暑かったら、ぼーっとしちゃって、ナゾナゾなんて無理だよー」

「……たしかに、そうかもしれません。これはダンジョン攻略のためです」

　妙な理屈で納得して、なんとレムまで脱ぎだした。

　ルマキーナが顔を赤くする。

「そ、そんな破廉恥な」

「……冒険者なら、恥より命です。攻略です。水浴びと同じです。破廉恥などと思うほうが破廉恥なのです」

　レムに真剣に諭されると、そういうものなんですねとルマキーナも納得した。

　彼女も暑そうな服を脱ぎはじめる。

　まだ軽装鎧よろい姿すがたのホルンは──うにゅ、と妙な声をあげてゴンドラの中に倒れた。暑さでダウンしたらしい。

　下着姿になったルマキーナが、ぐっと拳をにぎる。

「次は私の番でしょうか？」




『出題！　この中で一番巨大なモンスターは？　サンドホエール、グリーンベヒモス、レジェンドドラゴン！』




　ディアヴロは焦る。

　よりによって、かなり高レベル向きの出題に当たってしまった。

　ゲームのプレイヤーならば、集団戦イベントで戦闘に参加したことがあるかもしれないが……

　おそらく、ルマキーナはそれらを見たこともないだろう。サンドホエールだけはジルコンタワー市で目にしたはずだけれども。

　彼女が答える。

「王都の図書館にある書物によれば、レジェンドドラゴンでしょう」




『正解は……レジェンドドラゴン！　大正解ー!!』




「やったー!!　ルマキーナちゃん、えらい！」

　シェラが抱きついた。

　それから、暑い～と二人して苦笑する。

　さすがは大だい主しゆ神しん官かんだった。博識だ。奇跡の力が強いだけではなかったらしい。

　ゴンドラが進む。

　少女たちの肌に玉の汗が浮かぶ。なめらかな肌のうえを雫しずくがつたい落ちた。

　ハァ……ハァ……と息を弾ませる。

　上気した頰と、潤んだ瞳。

　眺めているうち、ディアヴロは妙な気分になってしまいそうだった。

　ただ暑いだけのはずなのに、なんだか恥ずかしくなってくる。

　──熱気のせいで、俺まで頭をやられてるのか？

　思わず手を伸ばしそうになった。

　いやいや、馬鹿な。

　彼女たちはパーティーでメンバーで今はダンジョン攻略中で脱いでいるのは溶岩の熱で暑いせいだった。

　破廉恥だと思うほうが破廉恥なのです。

　シェラが吐息をこぼす。

「んぅ……ディアヴロ……次は、ディアヴロの番だよ？」

　レムが胸元の汗をぬぐった。

「……正解してください……これ以上、暑くなったら、下着まで脱ぐことになりそうです」

「ほんとです。もう下着もぐっしょりです」

　ルマキーナが赤面しつつ、濡ぬれた下着をつまんだ。

　──間違えたら、全裸!?

　ディアヴロの心臓が脈打つ。額を大粒の汗がつたい落ちた。




『出題！　クロスレヴェリのスタートは、一月？　四月？　九月？』




　メタ系のクイズが来た。

　レムたちが出題の意味すらわからず首をかしげる。

　当然、ディアヴロはわかっていた。

　──全裸。

　いやいやいや、と首を横に振る。

　馬鹿にするな！　俺は魔王だ。魔王ディアヴロだ！　ＭＭＯＲＰＧは遊びではない！　俺は俺の生き方を否定しない！

「九月だ。プレオープンが四月に予定されていたが二度も延期されて九月になり、本オープンは翌年の一月だった」




『大正解ー!!』




　メンバーが一周すれば、もう余裕だった。残りはディアヴロとレムが解答し、対岸へ到着する。

　階下に続く扉をくぐると、溶岩の熱は噓うそのように感じられなくなった。





幕間




　扉の向こう側を偵察してきた兵士が、足早に戻ってきた。

　押し殺した声ではあるが、興奮気味に報告する。

「……発見いたしました！」

　うむ、と騎士ヘンリックがうなずいた。




　ここは地下四階の入口扉の手前──階段のある場所だった。

　兵士が額をぬぐう。

「すさまじい熱でした。足場の下には溶岩があるようです……おそらく、魔術によるものかと」

「驚くことばかりだな」

　ヘンリックが腕組みしてうなる。

「はい。地下一階の毒によって全滅させられていたモンスターも、地下二階の破壊された石壁も……尋常ではありません」

「おかげで、ラムニテス様が所望されていた武具の回収は、順調だがな」

「たしかに」

　しかし、そのために一〇〇名ほど連れてきた部下の大半は、ダンジョン探索に向けられていた。

　ディアヴロ追跡を優先して、地下四階まで来たのは、二〇名ほどだ。

　そのなかに、聖騎士ゲイバルトもいた。

「それで？　この階には、どのような仕掛けがあるのかしら？」

　兵が敬礼する。

「ハッ！　何者の声かはわかりませんが……謎掛けが出題されるようです」

「意味がわかんないわねぇ？」

「定員六名程度のゴンドラに乗り、順番に謎掛けに答え、いくつか正解すると向こう側へ渡れるようです。間違えるとゴンドラが溶岩に近づく仕掛けのようで」

「ほほ～ん、面白いわねぇ……尋常じゃなく高度な魔術だわ。人ひと族ぞくの言葉が使われている以上、人ひと族ぞくの造った物だと思うのだけれど……」

　王都魔術師協会でも、これほどの施設は造れないだろう。この建物の存在だけでも大発見だった。

　領主ラムニテスや、ここにいる兵たちは、魔術付与された武具などという物品に目が眩くらんでいるようだが、真に価値があるのはダンジョンのほうだ。

　ときおり、人ひと族ぞくには到底作ることのできない……にもかかわらず、人ひと族ぞくのために作られた武具や魔術道具が見つかることがある。神々の作りし秘宝《神器》と呼ばれていた。

　このダンジョンそのものが間違いなく神器だ。

　そして、冒険者協会からの情報によると、まだどの冒険者たちも最下層までは到達していないとのことだった。

　──これを教会に報告するだけでも、けっこうな報酬になりそうねぇ？

　ヘンリックが兵たちを選抜する。

「知識に長けた者を四名ほど──これと俺とゲイバルト殿の六人で、まず進む。ゴンドラが戻ったら残りの者も挑戦せよ。ただし無理はするな」

「了解！」

「我々の真の役目は、ラムニテス様を守ることにある。もちろん、強力な武具を持ち帰るのも、ディアヴロとかいう魔術師を調べるのも重要だが、こんな場所で命を落としてはならん」

「心得ています！」

「よろしい！」

　ヘンリックはいかにも騎士らしい騎士だった。

　ゲイバルトが尋ねる。

「ディアヴロって魔術師のこと、調べるだけなのかしら？」

「ええ、ラムニテス様はジルコンタワー市を守ったことは評価しており、魔王などと称してはいても、交渉次第で戦力になるのでは──とお考えです」

「そう……」

　ジルコンタワー市に巨大魔獣が迫ったとき、あのディアヴロという魔術師が撃退したらしい。

　──正義の味方のつもり？　反吐が出るわね！

　ゲイバルトは内心で毒づきつつ、笑みを浮かべていた。

「アタシ、ルマキーナ様を保護したいのだけれど？」

「それについても、もちろん協力させていただきます。しかし、今、大だい主しゆ神しん官かんは告こく死し病びように冒されているようです」

「らしいわね」

「ディアヴロという者が、このダンジョンに告こく死し病びようを治すことのできる秘宝がある、と言っていました。普通ならば信じられませんが、なにせ超常の力を持つ魔術師の言葉ですから」

「わかるわぁ。期待しちゃうわよねぇ？」

「はい、ラムニテス様からも、まずディアヴロに協力して秘宝を探すように命令されております」

「よくわかったわ」

「ゴンドラで対岸へ渡ったら、追いついて、協力を申し出るつもりです」

「ええ、急がないとね？」

「もうすぐですよ。背中は見えたのですから」

　ゲイバルトは考える。

　──合流ねぇ？

　さらに偵察が戻ってきて報告する。

　ディアヴロたちは先の階へと進んだらしい。あまりの暑さに服を脱いでいた──などという情報もあった。

　それから、ゴンドラが戻ってきたとの情報も得る。

　ヘンリックがうなずいた。

「よし、行くぞ！」




「ん～……もういいわ、アンタたち。ここまでで充分よぉ？」




　ゲイバルトはクリスタルを放る。

「え？」

　兵たちの上に、影が落ちた。

　洞窟の天井に頭がかするほど大きな召喚獣だ。ぱらぱらと小石が落ちてきた。

　そいつが牙のならぶ巨大な口を開く。

「ゴフゥッ！」

　腐臭のする息を吐き、丸太よりも太い手が、人よりも巨大な槌つちを振りかぶった。

　見上げた兵が硬直する。

　ヘンリックが目を見開いた。

「こ、これは、なんだ？　なぜ、こんなものが？　召喚獣？　なぜ？　なぜ？　ゲイバルト殿……これは？」

「アナタって、なかなかイイオトコだったけれど……ごめんなさいねぇ、アタシって仕事に生きるオンナなの。大だい主しゆ神しん官かんが見つかったから、もうオジャマ虫は要らないわ。お疲れさま」

「なにを!?」

　ヘンリックが腰の剣に手を伸ばす。

　ゲイバルトは悪魔のような笑みを浮かべた。パチン、とウィンクする。

「玉ごと潰しなさァい、《アークデーモン》ッ!!」

「オォオォオォオオオオオオオォォォ────────ッ!!」

　巨大な戦槌ウオーハンマーが天井から振り下ろされた。

　ヘンリックの銀色の長剣が、あっさりと砕け散る。




　ぐしゃり、と肉の潰れる音がした。





第三章　続・ダンジョンを攻略してみる




　地下五階──

『＠マスターとかラブなライブとか』

　ディアヴロはドルヲタではない。ヒキコモリだが、ガチなＭＭＯＲＰＧゲーマーだ。

　しかし、世の流れというものがある。

　ＭＭＯＲＰＧクロスレヴェリを極めようとするならば、必然的にコラボイベントも極めねばならない。

　コラボイベントというのは、他ゲームとのタイアップ企画だった。他ゲームのキャラクターやアイテムなどが、出張して登場する。

　そして、ちょうど固有空間にダンジョンを造っているとき──

　アイドルゲーム『シスターカーニバル』というソシャゲーとのコラボがあった。

　通称シスカニ。

　開発会社が同じだとかで、けっこう重要度の高いイベントで、このコラボでしか入手できない武具やアイテムがあった。

　シスカニのアカウントを作って数時間ぶん進めないと、クロスレヴェリ側のシナリオがクリアできないという仕様だ。

　ディアヴロはシスカニもプレイした。当然だ。

　シスカニは〝事務所に所属するアイドル全員がプレイヤーの妹〟という、ちょっとアレな設定だった。

　それでも主要ヒロインの名前を覚えるくらいまではプレイした。

　だからというわけではないが……この階には、シスカニっぽい仕掛けが用意してあった。

　扉を開ける。




「うっ……!?」

　レムが目を細めた。

　白い。

　見渡すかぎり、真っ白だ。

「え？　これって雪じゃないの!?」

　シェラが声をあげる。その息まで白くなった。

　ルマキーナが驚いて足元の雪をすくう。

「ほ、本当に……雪です……そんな……溶岩の下のはずなのに……？」

「そういや、いきなり寒いっすね？」

　熱中症になっていたホルンだったが、ルマキーナの奇跡の力ですっかり回復していた。

　高レベルの治ヒ癒ー術ラ師ーが同行していると、ものすごく便利だ。

　くしゅっ！　とホルンがくしゃみをする。

「さ、寒いっす～」

「……先へ進みましょう」

　平静を装って言ったレムの声も、少し震えていた。

「ううぅ、さーむーいー!!」

　シェラも大声をあげる。

　ディアヴロは肩をすくめた。

「この階には、けっこう強力なモンスターが配置してあるぞ？」

「ひっ!?」

　あわててシェラが両手で口を塞いだ。今更だろう。

　それに、モンスターたちは、ここでは襲ってこない。

「……なにか聞こえます」

　レムがヒョウミミをぴくぴくと動かした。




　ダンジョンの奥から音楽が聞こえてくる。




　アップテンポのアイドルソングだった。ボーカル付きだ。

　シスカニのテーマ曲で、コラボイベントで入手できるＢＧＭだった。一部のプレイヤーから根強い支持を受けている曲なのだとか。

　それが流れていた。

　そして、曲に合わせて──

「あれ、なんなんなの？　モンスターが、踊ってる？」

　シェラが目を丸くした。

　毛むくじゃらの巨人型モンスターで、《イエティ》の上位版《ホワイトイエガー》だ。

　それが三〇体ほど。

　狭い通路に輪を作り、曲に合わせて踊りながら、ぐるぐる回っていた。

　こんなバカみたいなことをしているが……

　レベル93。

　通常武器では傷もつかず、魔術への耐性も高いうえ、高ＨＰ生命力の化物だった。

　ディアヴロが本調子ならば、さほど問題ない。しかし、今はＨＰ生命力もＭＰ精神力も手持ちのポーションも不十分だ。

　正直、ここでの戦闘は避けたかった。

　レムが尋ねてくる。

「……今までの傾向からして、たんにモンスターを倒して突破するわけではなさそうですね？」

「気付いたか」

　ディアヴロは知っているから、すぐ説明してしまってもよかったが、ダンジョンの製作者として、仕掛けに気付いてくれるのか興味があった。

「……輪に何ヵ所か欠けている場所があります」

「うむ」

「……そこを潜り抜けて？　いえ、それなら、踊っている必要がない」

「うむうむ」

「……もしかして、あのモンスターたちの踊りの輪に加わるべきなのでしょうか？」

「おお、意外と簡単に気付くものだな」

　レムが呆あきれたような顔をする。

「……このダンジョンを造った者は、神のような力を持っていても、発想は幼稚ですね。なんの意味があるのか」

「ぐはっ!?」

　ディアヴロは地味に心理的ダメージを受けた。

　あはは、とシェラが笑う。

「いいじゃん、あたしは好きだよ？　剣とか魔術とかより、踊りとか歌とかのが好きー」

「……街へ帰ったら、冒険者登録を取り消して、踊り子にでもなりなさい」

「やだー」

　ルマキーナがうなずく。

「でも、私も戦うより、こういう仕掛けのほうが嬉うれしいです。ケガもしないでしょう」

「甘いっす！」

　ホルンが首を左右に振った。

　ビシッと指さす。

「あのモンスターたちは、めっちゃくちゃ強いっす！　《ホワイトイエガー》は北の山に多いっすけど、北方の隣国を滅ぼしたなんて言われてる凶悪なヤツらっす！　襲ってきたら、マジで命がヤバババっす！」

　レムがうなずいた。

「……おそらく、踊りを失敗すると、襲ってくるのではないでしょうか？」

　ふとシェラがディアヴロのほうを見て首をかしげる。

「どうかしたの？　楽しそうだけど」

　ハッ！　と慌てて表情を引き締めた。自分の仕掛けが紐ひも解とかれていくのが楽しすぎて、つい緩んでしまった。

「なんでもない。仕掛けは、おまえたちの推測どおりだ。行くぞ、全員がダンスを覚える必要がある。一定のリズムの繰り返しだが、転調に気をつけろ」

「は、はい、がんばります」

　レムが真剣な表情でうなずいた。

　シェラが両手を挙げる。

「わーい、楽しそう！」

「神様、どうかお守りください……」

　ルマキーナが胸の前で聖印を切った。

　ホルンは自信ありそうだ。

「ふっふっふー、段取りを覚えるのは得意っす！　なんせオレは探索者シーカーっすからね！」




　ディアヴロが手を叩たたいて鳴らす。

「ワン・ツー、ワン・ツー、右ターン！　ステップ、ステップ、ジャンプ！　そうだ、いいぞ。レムは笑顔を忘れるな」

「はい、ディアヴロ！」

「今だけはプロデューサーと呼べ！」

「え？　は、はい、プロ……？　プロデューサー？」

「ホルン、遅れてるぞ！　ステップでは大股を意識しろ」

「はいっす！」

　レムはダンスの経験はないようだが、身体能力が高い。頭もいいから、すぐ飲みこんだ。

　シェラは歌と踊りが好きというだけあって、あっという間に覚えた。ダンスしながら、もう歌ってもいる。しかも、アイドル顔負けなほど上手かった。

　ルマキーナも体調は悪いはずだが、大だい主しゆ神しん官かんの役目には舞踊もあるとかで、そのダンスは神々しささえ感じさせる。

　ホルンは外見のせいか小学生のお遊戯っぽかったが……まぁ、間違ってはいない。

　ディアヴロは深くうなずいた。

「いいだろう」

「はぁ……はぁ……いよいよですか、プロデューサー!?」

「うむ！　本番ライブだ。観客モンスターたちに、おまえたちの本気ダンスを見せてやれ！」

「「「「はい！」」」っす」




　曲の切れ目で、一気に輪に近付く。

　五人ともが輪の欠けたところに収まった。

　ジロリ、と《ホワイトイエガー》たちが睨にらみつけてくる。〝なんだコイツら？〟といったところか。

　しかし襲っては来なかった。まだ様子を見ている。

　曲のイントロが始まった。

　ライブの幕が──

　上がる。

　いきなり、シェラの歌声が響き渡った。

　アイドルたちの歌声に混じって、まったく引けを取らず、外してもいない。

　そして最初のポーズだ。片手をあげ、そこから、右にステップ。右回りの一歩目。

　左ターン、足を出して引いて、出して引いて、ワン・ツー。

　──ゲームではポーズ指示と移動操作の組み合わせだったが、ここでは自分で踊らなければならない。

　身体能力が高いからついていけるが、なかなかハードな運動だった。

　体調が万全ではないルマキーナが、息を切らす。

　しかし、手助けはできない。

　レムが気遣うような視線を向け、ルマキーナが笑顔で答える。〝大丈夫！〟そう返したようだった。

　二人を引っぱるかのようにシェラの歌声が、さらに広がる。響き渡り、その踊りはキレを増していく。

　練習のときより、ずっと上手い。

　見ていて、ディアヴロは鳥肌が立つほどだった。

《ホワイトイエガー》たちの視線も釘くぎ付づけにしてしまう。

　シェラに引き上げられるように、レムとルマキーナのダンスも格段に良くなっていく。ノッてきた。

　ディアヴロやホルンはついていくのがやっとだ。

　そして、フィナーレに向かってダンスは加速していく。

　もはやダンスの輪というより、シェラとレムとルマキーナの三人がメインで、周りはバックダンサーになったかのようだ。

　最後の転調を迎えたとき、ディアヴロは思わず見とれてしまった。

　曲が終わる。

　シェラがフィニッシュの形で動きを止める。そこにスポットライトが当たっているかのようだった。

　レムとルマキーナが肩で息をしている。

「はぁ、はぁ、はぁ……バカシェラ……あなた、なに勝手に盛り上げてますか」

「えへへ、でも楽しかったでしょ？」

「はー……はー……はー……ふ、ふふ……ほんとです……大変でした。でも……楽しかったです。私、舞踊を楽しいと思ったのなんて……初めてです」

　ルマキーナがシェラを抱きしめる。




「ウオオオオオオオ──────ッ!!」

　いきなり《ホワイトイエガー》たちが吼ほえた。

　正解したときには、なんのリアクションもしないはず。

　──まさか、どこか間違えていたのか!?

「クォール！　クォール！　クォール！」

　なにかを連呼しはじめた。

　よくよく聞いてみると……

「アンコォール！　アンコォール！　アンコォール！」

　まさか、モンスターたちにアンコールを望まれるとは……

　なかには目元をぬぐっているヤツもいる。

　けれども、もう一度演じたら元の場所に戻ってしまうので、そういうわけにはいかなかった。
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　これで終わればよかったのだが──

　ゴフゴフと《ホワイトイエガー》たちが輪の一部を睨にらみつける。

　ホルンが倒れていた。

「あ、あの……シェラさんたちに見とれちゃって……」

　どうやら、最後のステップで遅れたせいで、隣の《ホワイトイエガー》とぶつかってしまったらしい。

　モンスターたちの敵意ヘイトが、全てホルンに集まった。

　このまま見捨てるわけにはいかない。

　ディアヴロはポーチに収めていた《天てん魔まの杖つえ》を取り出た。

「走れ、ホルン！　《クロスブリザード》ッ!!」

　レベル１１０の水と風属性の魔術だ。

　二つの竜巻が発生する。

　触れた物の全てを凍らせ、そのうえで暴風により砕き散らす。

《ホワイトイエガー》が氷の彫像と化した直後、粉々の破片へと変わる──ことはなかった。

　砕けたのは表面の体毛の一部だけで、肉体に決定的なダメージは通っていない。

　せいぜい動きを鈍らせただけか。

　あとは目め眩くらましだ。

　モンスターの巨体の間を、ホルンがチョコマカと走ってきた。

「ふわあぁあぁあぁぁぁ～～～～～!!」

「行け！」

　ディアヴロは出口のほうを指差す。

　シェラがぶんぶんと手招きした。

「は、はやくー!!」

「重い、です！」

　レムが懸命に鉄の扉を引っぱり開ける。

　心配そうに待っていたルマキーナを中に押しこんだ。

「ひゃあ!?」

「シェラ、あなたも先に入りなさい！」

「う、うん！」

　倒こけつ転まろびつしながらホルンが出口に辿たどり着く。階段へ続く扉をくぐった。

　レムが叫ぶ。

「ディアヴロ────ッ!!」

「うむ！」

　引き上げようとした瞬間、背後から何かが飛んできた。

　──しまっ……

　頭は反応していたが、身体が重かった。

　暑かったり寒かったりで疲労が蓄積していたせいか。回避が間に合わなかった。

　背中に直撃を受けてしまう。

　吹っ飛ばされた。

　雪玉か。

　まるで氷のように押し固められた雪玉だった。

　物理ダメージ減少効果は適用されたが、それでも無視できないダメージを受けてしまう。

「ぐっ……」

　さすがはレベル93だ。雪玉でダメージを通すとは！

　背中に直撃したせいで呼吸が苦しくなったが、動きを止めるわけにはいかない。

　次々と雪玉が飛んでくる。

　どうにか回避した。

　しかし、ディアヴロが扉に向かおうとしているのは《ホワイトイエガー》たちも理解している。

　弾幕で出口に近寄れなくなった。

　そうこうしているうちに、距離を詰められてしまう。高レベルのモンスターに囲まれると、万一がありえる。

　出口で待つレムが悲鳴のような声で名前を呼んだ。

　ディアヴロは、ニヤリと唇を歪ゆがめた。

「時間だ」

　イントロが流れだす。

《ホワイトイエガー》たちの攻撃が止まった。彼らはいそいそと元の場所に戻っていく。また輪を作った。

　ディアヴロは足早に扉へ向かう。レムたちと合流するのだった。




　──そして、次の曲が始まるのです。





†






　地下六階──

『ダンジョンに飯を求めるのは……』

　今度は草木が茂る森のなかのようなステージだった。暑くも寒くもないのは助かる。

　穏やかな流れの川もあり、水筒の水が補充できた。




　ホルンがしょげている。

「も、もうしわけないっす……つい、見とれてステップが小さくなっちゃって……つ、次こそは！　次こそは成功させるっすから、プロデューサーさん！」

　──それはもう終わった！

　ディアヴロは肩をすくめる。

「気にするな」

「絶対、チョーお役に立つっすから！」

　レムが小さくため息をついた。

「……あまり無理しないでください。足を引っぱらないだけでも充分です」

　慰めているようで、ナイフで抉えぐるみたいな一言だった。辛辣だ。

　シェラが笑う。

「大丈夫、大丈夫、みんな無事なんだし。次もなんとかなるよ、きっと」

　相変わらず根拠のない励ましだった。

　ルマキーナがうなずく。

「ここまで来られたのはホルンさんのおかげでもあります、気を落とさないでください」

「は、はいっす！　次はどんなモンスターが出ようと、オレがやっつけるっす！」

　ホルンが今まで以上に気合いを入れていた。

　ディアヴロは前方を指さす。

「出たぞ、モンスターだ」




　全長三〇メートルの大おお蟹がにが扉の前に鎮座していた。




《グランドキャンサー》はレベル99──頑強さではトップクラスのモンスターだ。巨大な鋏はさみは騎士鎧よろいすら両断する。八本の脚による移動は意外と速く、毒効果のある泡ブレスを持っている。

　水すい棲せいモンスターだが、地上にいるときのほうが強い。

　ホルンが突撃しようとするので、ディアヴロは襟をつまんで止めた。

「死ぬぞ」

「キビシ～っす!?」

　彼の短剣は魔術付与もない安物だった。Ｎノーマル級の鉄てつ屑くずだ。

《グランドキャンサー》にはカスダメージも与えられないだろう。

　そして、ホルンはレベル20程度にしては素早いが、レベル99モンスターの攻撃を回避するのは無理だった。

　殴ってもダメージを与えられず、鋏はさみで両断される未来しか見えない。

　ごちゃごちゃやっていたら、本来はしゃべらないはずのモンスターから、声が発せられた。




『我に供く物もつを捧ささげよ！』




　シェラが目を丸くした。

「このカニ、しゃべった!?」

　レムが首を横に振る。

「……先ほどの謎なぞ掛かけと同じ、ダンジョンの仕掛けでしょう。偉そうな態度は気に入りませんが……供物とは？」




『我に、やわらかな鶏肉の香こう草そう焼やきと、風味豊かな七なな草くさのスープを捧げよ！』




　レムが目を細めた。

「……いやに具体的ですね」

「食堂の注文みたいだね」

　シェラが首を傾ける。




『あと、ドリンクも』




　完全にファミレスの注文だった。

　ルマキーナが両手を合わせる。

「つまり、お料理ですね？」

「……そういうことのようです……ふざけた仕掛けですが、戦闘よりはいいでしょうか」

　レムが周りを見渡した。

　天井は岩肌が光って、まるで陽光が差しているかのように明るい。周囲は森になっていた。

　川の音がして、遠くで鳥が鳴いている。

「……これを使え、ということですか」

　平らな石のうえに鉄の寸胴や、フライパンや、皿などが用意されていた。

　シェラがお腹をなでる。

「そういえば、お腹が減ってたんだよねー」

「……たしかに、ここらで休憩を取るのは悪くありません。空腹だと人は死にますから」

　ルマキーナがうなずいた。

「そうですね、神様は言っています、ここで死ぬべきではない、と」

「料理するっす！　最高の装備を頼むっす！」

　ホルンが拳を握って気合いを入れる。

　そういうわけで、ここは注文された料理を作る階だ。料理に成功すれば《グランドキャンサー》が出口の前からどく。

　レムが指を立てた。

「……指示オーダーは二つ。鶏肉とスープですが……〝香こう草そう焼やき〟と〝七なな草くさ〟というのは何でしょうか？」

　ディアヴロのほうを見る。

　この世界には存在しないのかもしれない。

「香草焼きは、ハーブをまぶした鶏肉を焼いたものだ。七草は季節の植物を指す。この階には〝草〟と名のつくものが七種類あるはず」

「……なるほど、では森で植物を採るのと……同時にスープの準備ですね。そういえば、みんなの調理技能スキルはどの程度なのでしょうか？」

　本格的な料理をするのは初めてだ。

　ファルトラ市にいたときは日帰りか、携行食で済ませられる程度の近場のクエストしか受けたことがなかった。いつも宿屋《安心亭》や近所の食堂ばかり使っている。

　野宿したときも、干し肉や干し芋を焼くくらいだった。

　まずレムが自己申告する。

「……わたしは、正直、あまり料理が得意ではありません。肉は生が一番です」

「えっ、お腹を壊さないの？」

　シェラが不思議がった。

　レムが胸を張る。

「……生肉を食べて腹痛になる豹ひよう人じん族ぞくなんていません」

「そうなんだ!?」

　豹ひよう人じん族ぞくは予想以上にワイルドだった。

　シェラが両手を挙げる。

「あたしはね、木の実を集めるのが得意だよ！」

　エルフは神に祝福された実り豊かな森で生活し、必要なときに必要なだけ木の実や果物が得られるという。

　──調理技能を期待するほうが間違っているよなぁ。

　ルマキーナが、ほわん、とした笑みを浮かべた。

　知識豊富で献身さ溢あふれる彼女に期待が集まる。

「お食事は、神様にお祈りをしているうちに、並べられているものですよね？」

　そういえば、深窓の令嬢ならぬ、神殿の大だい主しゆ神しん官かん様だった。自分では皿を洗ったこともないようだ。

　今までの冒険では、保存食をかじっていたからわからなかったが……ルマキーナは家事系技能スキルを全く持っていないようだった。

　ディアヴロはつぶやく。

「意外と役立たずだったな」

「……役立たずですね」

「けっこーダメダメだね」

「はうっ!?」

　珍しくルマキーナがいじけた。

　ホルンが挙手する。

「はいっす！　料理なら任せてほしいっす！」

「ほう？」

　なかなか頼もしい。

　しかし、これまでのことがあるせいか、レムが疑わしい目を向ける。

「……料理は得意なのですか？　では鶏肉の香こう草そう焼やきや、七なな草くさのスープを作ったことがありますか？」

「な、ないっす！　でも焼くっす！　焼けば何でも美味しいっす！」

「……そういえば、あなたは何でも串焼きにしていましたね。却下です。火でも熾おこしていなさい」

「うぐぅ」

　シェラがホルンの肩に手を置く。

「えへへ、じゃあ、竈かまどを作るのはお願いしちゃうね？　あたしとレムは七草？っていうの集めてくるから」

「わ、わかったっす！　任せるっす！」

　ホルンが胸を叩たたいた。

　ルマキーナが首をかしげる。

「あの、私はどうしましょうか？」

「……神様にでもお祈りしていれば……いえ、鍋や皿を洗ってください」

　ぽわわ、と役目を与えられたルマキーナが笑みを浮かべた。

「はい、がんばります。水も汲くんできますね？」

　命が懸かっているという事情もあるだろうが、それを措いておいても彼女たちは積極的だ。

　レムが声をかけてくる。

「さあ、行きましょう、ディアヴロ」

「え？」

　思わず、素の声が出てしまった。

　彼女たちを眺めているうち、すっかり〝クラスメイトが相談して盛り上がっているとき、その輪から外れている俺〟になっていた。いつもの癖が……

「うむ、許す」

　ディアヴロは魔王らしい口調で言い直した。

　レムは首をかしげつつ、話を進める。

「七なな草くさというのをわたしたちは知りません。ディアヴロに選んでもらい、それを採ろうと思います」

「妥当だな」

　グラフィックでしか見たことがないので、森に生えている実物を見てわかるかどうか。

　自信はなかったが、やるしかない。

　ＭＭＯＲＰＧクロスレヴェリでのディアヴロは、サブクラス《調理師》を取得していなかった。調合のときみたいな神業は無理だろう。

　そして、リアルの自分は〝料理？　コンビニ弁当なら温められるけど、レンジどこ？〟という体たらくだった。

　──思い出せ！　アイテムのグラフィックを思い出すんだ！

　本来は一つの場所に生えているものではないが、この森には全ての七草が配置してあった。

　赤や青の怪しい草花の間に、緑色の草がある。

「それが、ナズナだ。いや、ホトケノザか？　とにかく七草だ」

「わかりました」

　シェラが広い葉の草を持ってくる。

「見て見て、ディアヴロ！　バジルがあったよ！」

「うむ」

　実物を見たことはないが、ゲームでは《新鮮ハーブ》と表示されていたアイテムだ。

《やわらか鶏の香草焼き》を作るのに必要な食材だった。

　ダンジョンを造ったときに、食材集めは簡単な設定にしておいた。おかげで、さほど苦もなく入手できた。




　レムが集めた植物を数える。

「……これで七なな草くさは足りるでしょう、あとは鶏肉ですね」

「どうしよっか？」

「……あなたの召喚獣ではどうですか？」

「あ、あたしの《ターキーショット》を食べちゃダメなんだからね!?」

「……冗談です。調理したらクリスタルに戻ってしま……あッ!!　シェラ、あれです！」

　レムが指さしたのと、シェラが弓を構えたのは同時だった。

　草木の間に、丸々と太った鶏が見える。あれなら人数分の肉になるだろう。

　しかし、問題があった。

　ディアヴロは声をあげる。

「待て、石にするな！」

「そっか！」

　シェラの漆黒の弓は、魔王クレブスクルムにより魔術付与されていた。

　ダメージを与えた対象を《石化》する。効果時間は不明。

　その弓から矢が放たれた。

　命中しても、石化した鶏では意味がないのに!?　と思いきや──

　シェラの放った矢は、目標の真上にある枝を射貫いて、落とした。《石化》した枝が、鶏の頭を叩たたく。

　コケー!!　と鳴き声を残して、鶏が気絶した。

　レムがため息をつく。

「……お見事です」

「やったね！」

「……さすがは、高レベルの弓使いですね」

「あたしは召喚術士なの！」

　シェラが不満そうに唇を尖とがらせた。

　しかし、ディアヴロから見ても彼女は立派な弓使いだ。頼りになる遠距離攻撃者バツクアタツカーだった。




　仕留めた鶏をレムが華麗に捌さばく。そして、ざくざくとフォークを突き刺した。

　隣で見ていたシェラが首をかしげる。

「なにしてるの？」

「……これで肉がやわらかくなるのです。注文は〝やわらかな鶏肉〟でしたから」

「なるほどー」

「……このままのほうが美味しいと思うのですが？　思うのですが？」

　残念がるレムから生肉を取り上げた。

　ディアヴロは塩胡こ椒しようを鶏肉の両面へしっかりと擦りこむ。先ほど大量に汗をかいたから、塩気は多めにしておく。

　門番の《グランドキャンサー》が注文した料理だが、自分たちのぶんも作っていた。ゲームと違って現実では腹が減るし、食べないと動けなくなる。

　シェラの採ってきたハーブを刻んで皮目にまぶし、指で押さえつけた。

　ちなみに、皮目というのは〝鶏肉の皮のある面〟の意味だ。

　レムが感心する。

「……詳しいのですね、ディアヴロ？」

「マンガで読ん……いや、ま、魔王だからな！　当然だな！」

「……なるほど、あらゆることに博識なのですね。わたしも、もっと広く知識をつけなければ」

　このダンジョンを造っているとき、たまたまマンガで見たメニューだった。実際に作るのは、これが初めてだ。

　難しいのは、フライパンで焼くところ。

　ホルンの作った竈かまどでは、集めた枯れ枝を燃やしている。コンロのような安定した火力は得られなかった。

　まず香こう草そうをまぶした側を焼く。焦げつかせないよう、ときどき浮かせて様子を見ながらだ。

　火力が強すぎると焦げるし、芯まで熱が通らない。かといって、火が弱すぎると時間がかかるし、肉が固くなる。フライパンの位置で火力を調整するのは大変だった。

　皮目を焼いたら、返して裏も焼く。

　ハーブの香りがたちこめる。ホルンが、じゅる……と音を鳴らすほど美味しそうな感じになった。

「すごいっす！　ヤバイっす！」

「スープはどうだ？」

　ちょうどルマキーナが味見するところだった。

「塩加減は完璧です。出汁ブイヨンが欲しいところですが」

「できたなら、よい」




　皿を並べ、ルマキーナが神への祈りを捧ささげ、食事の時間になった。

　ホルンが叫ぶ。

「うーまーいーっすー!!」

「本当です、美味しいです」

　ルマキーナが上品に香草焼きを切り分け、少しずつ口に運ぶ。一口食べるごとに、表情をほころばせた。

　レムは自分用に半焼きに仕上げた鶏肉を切らずにかじる。

「……控えめに言って、最高ですね」

「美味しー!!　今まで食べたお肉のなかで一番美味しいかも！」

　肉より野菜が好きというシェラにも、なかなか好評のようだった。

　ディアヴロも食べてみる。

　ハーブの香りで肉の臭みがまったくない。それでいて、口の中に獲ったばかりの鶏肉のじゅわっとした旨味が広がるのだ。

「うむ」

　平静を装って、一言だけつぶやいた。

　内心は拍手喝采だ。

　──そういえば、初めて作ったけど……次はもっと上手くできそうだ。火力の安定した竈かまどなら、もっと焦げがなく、香り高くできそうだし。

　この異世界にはステータス表示などないが、これがＭＭＯＲＰＧクロスレヴェリなら、今のディアヴロはサブクラス《調理師》レベル１くらい付いたのではないか？　それくらいの実感があった。

　ルマキーナが申し訳なさそうに言う。

「香こう草そう焼やきに比べると、スープは物足りない味になりました」

「あはは、美味しいけどね。そうかもねー」

　シェラが同意した。

　ルマキーナは調理技能スキルはからっきしだが、良い物を食べているだけあって、味には鋭いようだ。

「七なな草くさの香りも塩加減も充分かと思いますが……味に深みが足りません。やはり肉なり魚なりの出汁ブイヨンが欲しかったです。スープが負けています」

「なんか、やわらかい歯ごたえのある具が欲しいかも？」

　シェラも意外と高級舌だ。大食家で、なんでも食べるわりに。

　ディアヴロもスープを飲んでみる。

「…………ふむ？　悪くないが、一味欲しいか」

「でも、これに鶏肉では、あまりに香草焼きと被ってしまいますから」

「オレはウマいっすけどねー？」

　貧乏舌のホルンは文句がないらしい。猫舌のレムは、ふーふーと一生懸命スープを冷ましていた。

　──もう一味か。




『我に、供く物もつを、捧ささげよ！』




　門の前から動かない《グランドキャンサー》が、再び声をあげた。

　そういえば、食事に夢中で指示オーダーのことを忘れていた。

　ディアヴロはつぶやく。

「もう一味か」




　十分後──

　ルマキーナが嬉うれしそうに声をあげる。

「まぁ、美味しい！　こんなに美味しいスープは初めてです！」

「すごいね！　すごいね！」

　シェラも満足げだ。

　ホルンは感動して泣きだしている。

「スゲーっす！　頰がガクガクしてるっす！　これが美味しくて頰が落ちるってヤツなんすね！」

「……おいちい」

　レムが幼児化した。

　ディアヴロは満足げにうなずく。

「うむ、やっぱり──蟹かに鍋なべは最高だな！」
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　ダンジョンに入って三日目──

　地下九階『頭上注意』に到達した。

　ゲームなら、一時間半もあれば全十三階までクリアできたのだが……各階ごとに時間がかかっているうえ、階段での移動にも手間を取られていた。

　ルマキーナの痣あざは七個に増えている。

　──あと、二つか。

　十三階には仕掛けがないから、残り四階ぶん。急げば今日中に到達できる計算だった。

　レムがヒョウミミを、ぴくぴくと動かす。

「……川の音がしますね、大きな」

「そういえば水のニオイがするかも？」

　シェラも鼻を、すんすんした。

　ディアヴロはうなずく。

「この先は、崖に沿った細い道を歩くことになる。飛行モンスターが襲ってくるはずだ」

　ダンジョン攻略だと思って、飛行系対策が甘いと思わぬ苦戦をするだろう──という配置だった。

　このパーティーなら問題ない。

　ディアヴロ一人でも充分に対空火力があるし、シェラもいる。

　少しくらいダメージを受けてもルマキーナがいる。

　並びをディアヴロ・レム・ルマキーナ・ホルン・シェラとした。前後に防空ユニットを置いて全体を守る。

「足元に気をつけて進め」

　崖下には、けっこう流れの速い濁流が、水音をたてていた。

　ゲームでは押し流されて九階のスタート地点に戻るだけだが、異世界における移動関係の過酷さは半端ではない。

　鎧よろいを着たまま落ちたら溺れ死ぬ可能性もあった。

「特に注意するのだぞ、ホルン？」

「大丈夫っす！」




　ディアヴロが造ったとおり、崖沿いに一人が通れる程度の細い道がある。

　崖といっても、ダンジョンの中だ──広い空洞の中腹に、内壁に沿って細い道があり、空洞の底を地下水が流れている、という形か。

　そして、飛行モンスターが、こちらを見つけた。

「わー、来たー!!」

　悲鳴をあげつつ、シェラが矢を射る。

　腕前は確かなうえ、その弓に付与された魔術的効果は強力だった。かすっただけでモンスターを《石化》させる。

　彼女だけでも充分に突破できそうだった。

　ＭＰ精神力を節約したいくらいだが、念のためにディアヴロも攻撃しておく。《天てん魔まの杖つえ》を空へ突き出した。

「《ライトニングアロー》ッ!!」

　輝く弾丸を飛ばす光属性の魔術で、《ビットアロー》の上位版だ。目標を貫通する。

　襲ってくるモンスターの強さも、動きのパターンも設定したとおりだった。

　問題ない。

　そのはずだった。




　見たことのないモンスターが上空から襲ってくる。

　翼の生えた蛇だった。

　──いや、覚えがあるぞ。こいつは、召喚獣!?

　召喚獣《フライングワーム》だ。

　レムが叫ぶ。

「ッ!!　ディアヴロ、この階に召喚術士がいます！」

「そのようだな！」

　術者を倒せば、召喚獣は消える──とはいえ、目の前に迫る召喚獣を無視はできなかった。

《天てん魔まの杖つえ》を向ける。

「《エクスプロージョン》ッ!!」

　爆炎が目標を包む。

　その瞬間──

　狭い足元を割って《トラップワーム》が出現した。

「よけなさい！」

　レムが寸前で気付き、ルマキーナを押す。

「きゃあ!?」

　危ういところだったが、ぎりぎりで回避できた。

　──この召喚獣は!?　まさか、あのときの聖騎士か!?

　ワームの攻撃は凌しのいだが、道が崩されてパーティーが分断されてしまった。前側にはディアヴロとレムで、後ろにルマキーナとホルンとシェラだ。

　その隙を逃すほど敵は甘くなかった。

「オゥーホッホッホッ!!　もらったわァ────ッ!!」

　なんと《トラップワーム》が掘った穴から、青い鎧よろいの男が現れる。剣を抜き放った。

　ルマキーナが叫ぶ。

「ゲイバルト!?」

　ファルトラ市の近くで、ルマキーナを殺そうとしていた聖騎士だった。こんな場所まで追いかけてくるとは！

　出現場所が、あまりにルマキーナと近すぎた。

　魔術を使うだけの猶予がない。

　ディアヴロは自分を狙った攻撃に対しては多くの対抗手段を持っているが、パーティーを守るための魔術は持っていなかった。

　近接戦に長けたレムは、ディアヴロの側にいる。シェラは上空にいるモンスターに矢を射たばかりだった。

　ゲイバルトの長剣が、ルマキーナへと振りおろされる。

「アタシの高額報酬のためにィ、死ねッ!!」

「くっ……」




「させないっすー!!」




　ルマキーナを押しのけて、飛びこんだのはホルンだった。

　もしも、ホルンが安物の短剣で受けていたら、聖騎士ゲイバルトのレベルからして、剣ごと斬られていただろう。

　それがわかっていたからなのか、彼はゲイバルトの片足に体当たりした。

　普通ならバランスを少し崩す程度だ。

　しかし、ここは細い道。そのうえ《トラップワーム》が喰くって崩したせいで、かなり狭くなっていた。

　聖騎士が道から足を踏み外す。

「なぁあー!?　ァにしてくれんのよ、このビチグソがァ──ッ!!」

　剣で突き刺す。

　血が舞った。

「あぐっ!?」

　悲鳴をあげながら、ホルンも落ちてしまう。

　ディアヴロは地面を蹴った。

　彼を追って、宙へ身を躍らせる。

「レム！　先へ進めッ!!」

　その言葉が伝わったか、確認する間はなかった。ゴウッと耳元で風が鳴り、ぐんぐん濁流が近付いてくる。




「ディアヴロ!?　ディアヴロ────────────!!」




　レムの悲鳴にも似た叫び声が聞こえた。

　最初に、濁流へ聖騎士ゲイバルトが落ちる。すぐにホルンも水みず飛沫しぶきをあげた。

　続いてディアヴロも。

　流される。

「ぐ………………ッ!?」

　高レベルの力強い肉体でも、あっさりと流れに吞のみこまれてしまう。ふんばる足場がないのだから、当然か。

　水中にもぐる。

　荒れ狂った水面より、いくらかマシだった。

　流れの先を見ると……

　──いた!!

　鎧よろいを着たホルンが、どんどん沈んでいく。

　聖騎士も金属鎧をつけているから、同じように沈んでいくはずだが……姿が見えない。流れの先か？

　今はゲイバルトを探している余裕はなかった。

　ホルンを追いかける。

　現実の自分なら、こんな流れの速い濁流の中を泳ぐなど不可能だろう。

　しかし、助けられるに違いない──という確信があった。

　ＭＭＯＲＰＧクロスレヴェリにおけるディアヴロは《水中行動》の技能スキルを覚えている。

　──意識しちゃダメだ！　意識しないほうが、ゲームでの技能を発揮できる！　自分を……いや、ディアヴロを信じろ！　絶対に追いつく！

　ホルンに手を伸ばす。

　ぐっ、と距離が詰まった。

　どう泳いでいるのかは、わからない。

　しかし、ディアヴロは沈んでいくホルンの手を──しっかりと摑つかんだのだった。





第四章　仲間を助けてみる




　ダンジョンを造ったディアヴロでも、ステージを横切る濁流が、どこへ流れていくのかは知らなかった。

　やったことは背景チップとして《水路》を配置しただけで──水がどこから来て、どこへ向かうのか、そんなことは気にしたこともない。

　魔術的なもので出現し、ステージの端で消えるとしても、まったく驚きはしなかった。

　しかし、どうやら濁流の水は本物だ。ステージの先まで流れは続いていた。

　滝か!?

　水と一緒に落ちる。

　落ちる先に岩でもあれば、とうてい助かるまいと思うほど、高いところから落ちた。

　また離ればなれになったら、次は見つけられないかもしれない。ホルンを抱えこむようにする。

　手にしていた武器をポーチに収めている暇はなかった。

《天てん魔まの杖つえ》は濁流のなかで手放してしまう。

　上下の感覚を喪失。

　ぐるぐると回転して、自分の頭が上になっているのか下になっているのかもわからなくなった。

　──溺れる!?

　不安に精神を蝕むしばまれるが……

《水中行動》は高性能だった、呼吸が苦しくなることもなく、すぐに平衡感覚を取り戻す。

　ディアヴロはホルンを抱えたまま、水面を目指して水中を蹴った。




「ぷはっ！」

　水面に顔を出す。

　滝たき壺つぼか。

　縦に長い洞窟の底で、ちょうどフラスコのような形になっていた。フラスコの底に溜たまった水──そこに浸かっているような感じだ。

　流れが穏やかになっている。

　また《水中行動》を使い、溜まっている水の端まで泳いだ。脇に抱えたホルンを岩の上に押し上げ、自分も水からあがる。

「ふぅー……おい、ホルンよ、生きてるか？」

　乾いた岩のうえに横たわるホルンは、返事をしなかった。吐いたのか、口元には水がこぼれている。

「おい、返事をしろ！」

　再び声をかけた。

　ディアヴロは平静を装いつつも──鼓動が速くなるのを感じる。嫌な予想に胸が締めつけられた。

　小さな唇に、自分の手を近付ける。

　呼吸を──感じ取れた。

「生きてる！」

　しかし、意識はないようだ。

　脈は？

　手首を摑つかむ。焦るとよくわからない。

　何度か試して、脈があることも確認した。つまり、心臓は動いている！　生きてる！

　ホルンはレベル20の冒険者らしい。その肩書きどおり、なかなか頑丈だった。体重の軽いグラスウォーカーであることも、助かった理由かもしれない。

　今はショックで気絶している様子だった。

　ディアヴロは胸をなでおろす。

「ふぅ……よかったなぁ……」

　ホルンが気絶していて、他に誰もいないせいもあって、ディアヴロは素の声をこぼした。安あん堵ど感かんから自然と笑い声さえもれる。

　次に、ゲイバルトに斬られたであろうホルンの肩を確かめる。

「ふむふむ……出血はあるけど、浅いな。これなら放っておいても血は止まるかも？」

　ＨＰ生命力回復ポーションがあれば簡単なのだが、ダンジョン攻略の前に全て使ってしまっていた。

　ディアヴロの《歪ゆがんだ王冠》はＨＰ生命力回復の効果があるが、これを装備できるのはレベル１４０以上という制限がある。貸すことはできなかった。

　不意に、くしゃみが出る。

「寒ッ……やばいな……俺は《暗あん雲うんの帷とばり》があるからいいけど……」

　マント《暗雲の帷》は全ての状態異常バツドステータスを防止する。だから、ディアヴロが風邪をひくことはないだろう。

　しかし、このままではホルンが危ない。

　以前、ネットの記事か何かで読んだ覚えがあった。

　──人は深部（直腸）が35度以下になると低体温症になる。その状態が続くと、死亡することもありえる。夏場でも濡ぬれた服を着たまま寝るなどして、体温が低下しすぎると落命の危険があるという。

「うーん、傷の手当てもあるし、脱がすかなぁ……火も熾おこさないと、か。えっと……燃える物はー……？」

　周りを見渡すが、岩だ。

　とにかく、岩。

　水が触れている部分には、ほのかに光る苔こけが生えていた。そのおかげで明るいらしい。しかし、あれは燃えないだろう。

　魔術で火を出すことはできるが、燃える物がないと持続が難しい。

　ダンジョンに入ってからＭＰ精神力を消費しまくっていた。休憩時間は短く、回復は不充分だ。

　気を抜くと、ホルンの横で自分まで寝てしまいそうだった。

　──あー、やる気が……

　なにもかも面倒臭くなってくる。

「もう……寝ちゃってもいいかなぁ……」

　しかし、このままディアヴロが行動しなかったら、目の前でホルンが死ぬことになる。

「いやいやいや！　それはナイわ！　俺がいくらクズヤローでも……それはダメすぎ」

　ため息をついた。

　燃えそうな物を探してみる。

「くそっ……これしかないみたいだなぁ」

　ディアヴロはマント《暗あん雲うんの帷とばり》を外した。

　これは状態異常バツドステータスを防止し、即死を防止する──ＳＳＲダブルスーパーレア級を限界まで強化した装備だった。

〝ＥＸエクストラ〟とか〝七なな凸とつ〟などと言われている。装備を強化できる段階が七回までだからだ。

　その《暗雲の帷》に手をかざす。

「……けっこう気に入ってたんだけど……まぁ、仕方ないかなぁ」

　命には代えられない。

　ディアヴロはつぶやく。

「……《ファイア》」

　当然ながら、身体から外した装備は、ディアヴロの魔術防御の対象にならない。今の《暗雲の帷》は濡ぬれたマントでしかなかった。

　魔術による火で炙あぶっているうち、乾いた部分が燃えはじめる。

「はぁ……暖かい」

　それから、漆黒の服《漆しつ黒こくの虚うろ》を脱いだ。

　濡れた服を着ていると、低体温症の危険がある。それに、マントだけでは焚たき火びに足りなかった。

《漆黒の虚》は物理ダメージ減少効果と、多くのパラメーターの上昇効果がある。

　さすがにズボンだけは残した。

　レムたちと合流するとき、全裸はマズイからだ。

　魔王ロールプレイ的に、それは問題があった。

「うーん、まだ足りないなぁ……ホルン、おまえの装備ももらうぞ？」

　他人の服を脱がすのは抵抗があるが。

「まぁ、男同士だし、かんべんしろよな？」

　気がついてから文句を言われたときのことを想像すると、気が重いが……

　魔王ロールプレイで乗り切ろう──と考えて、脱がしていった。

　まずケープを燃やす。

　魔術付与もない普通のケープだ。しかも、かなり古くてボロかった。思い出の品だったら申し訳ないが、命より大切ということはないだろう……ないといいな。

　腰のポーチベルトや腕わん甲こう脚きやく甲こうを外した。

　ゲームのグラフィックではわからなかったが、甲の裏側には革ベルトを留めるフックがある。

　似たような構造の装備をレムが使っているので、着替えを見ているうちに覚えた。

　濡れて冷たくなった服も脱がす。

　筋肉がぜんぜんついていない丸みのある身体だった。

「うーん……ホルンさぁ、もうちょっと筋肉つけたほうがいいんじゃね？　グラスウォーカーっても、戦士系だろ？」

　シャツはよく絞って焚たき火びにくべた。

　下も脱がす。

　タイツは燃料にさせてもらった。しかし、ズボンまで燃やすと酷むごいので、これは脱がすだけのほうがいいだろう。

　裸だと寒そうに思えるが、濡ぬれた服を着たままより、ずっとマシなのだった。

「……あれ？」

　脱がせたホルンの下腹部に、ふと視線を向けてしまう。

　あまり見ないようにしていたのだが……

　──あれ？




　ついていなかった。




「う……ん……？」

　ホルンがうめき声をもらす。

　そして、目をこすりながら上体を起こした。

　よかったな、生きていたか！　なんて笑顔で言える状況ではない。

　ホルンは全裸。

　ディアヴロは脱がしたばかりのズボンを摑つかんでいる。

　しかも、こいつは〝彼〟ではなく、股間にあるべきものがなく、つまり〝彼女〟であった。

　グラスウォーカーの男は、ついていないとか!?

　そんな話は聞いたことがなかった。

　ディアヴロは固まり、だらだらと冷や汗が背筋をつたい落ちる。

　呆ぼう然ぜんとしてたホルンが、ようやく状況を把握したようだ。顔がみるみる赤くなった。

「なっ!?　なっ、なっ……なん……!?」

　ディアヴロはズボンを摑んだまま立ちあがる。

　偉そうにふんぞり返った。




「ふんっ！　ようやく気がついたか、この軟弱者め！　最大限に感謝するがいい、貴様の命は、この魔王が救ってやったのだ！　まぁ、たんなる気まぐれだがな！」




「えっ!?　えっ!?」

「濡れた服を着たままでは、貧弱な人ひと族ぞくは死んでしまうらしいからな！　こうして、服を絞って──こうだ！」

　ディアヴロはホルンのズボンを絞る。ばしゃばしゃと地面に水が落ちた。それを焚たき火びに放りこむ。

　古い布だったのか、よく燃えた。

　──あっ!?

　やってしまった。ズボンは脱がすだけのつもりだったのに！

　動揺を隠して、魔王ロールプレイを押し通す。

「ふんっ！　よもや、命よりも服が大切だ、などと言うまいな!?」

　ホルンは圧倒されて黙りこんでいたが、いくらか遅れて、おずおずとうなずいた。

「い、言わないっす……命のが……大切っす」

「わかればよい！」

　──乗り切ったかな!?

　彼女が顔を赤くして、両手で細すぎる身体を隠す。

「でも……ちょっと、びっくりしたっす」

　──俺もだよ！

「気にするな。我は魔王だ。細かなことなど微かにも気にせぬと知れ」

「そ……そうっすよね。ダンナにとっては、オレが男でも女でも……くしゅん！」

「む。まだ身体が冷えているようだな。近くに来るがいい」

　ディアヴロは焚き火にあたれる場所に座った。《暗あん雲うんの帷とばり》がなくなったので、油断すると自分も体調を崩してしまう不安がある。

　せっかく最上級の装備や、ホルンのズボンまで燃やしてしまった焚き火だ──せめて身体を温めなければ。

　ホルンが耳まで赤くする。

「あの……ほんとに……いいんすか？」

「なにを遠慮する？　助ける気がなければ、わざわざ川に飛びこむものか」

「そっすよね。本当に、ありがとうっす……助けてくれて」

　彼女が腰をあげ、近付いてくる。

　てっきり焚き火を挟んで反対側にでも座るかと思ったら──

　ちょこん、と真横に座った。

　──あれ？

　そういえば、〝近くに来るがいい〟とは言ったが〝焚き火の〟とは言っていなかった。

　でも普通は焚き火の近くではないだろうか？

　恥ずかしそうにしているのに、どうして身体を寄せてくるのか。

　しかも、全裸で。

　いや、服を脱がせたのはディアヴロなのだが……

「寒いときは身体を寄せ合うと暖かいっすよね。昔は家族で、そうしてたっす」

「そ、そうであるな」

　魔王として、お子さま体型なグラスウォーカーに寄り添われたくらいで動揺するのは、ちょっと違う気がした。

　いや、たとえどんな相手だろうと、魔王は動揺しない。

　堂々としていなければ。

　ホルンが身を寄せてくる。

　冷たい。

「だいぶ冷えているようだな」

「あ、嫌だったっすか？」

　離れていこうとする彼女を引っつかみ、抱き寄せた。

「つまらん遠慮をするな。風邪でもひかれたら、焚たき火びが無駄になるではないか」

　──ＥＸ装備を二つも燃やしたんだぞ？　おまえのズボンも燃えてるんだぞ？

　ホルンは小さかった。

　他のグラスウォーカーに比べても小柄な気がする。

　しかも、やわらかくて、子ウサギみたいだ。

　ディアヴロの手のなかで、くすぐったそうに身をよじった。

「あったかいっす～」

「そうでなくては困る」

「えへへ……」

　最初は緊張している様子だったが、くたっと身体を預けてきた。剝き出しのホルンの小さな背中が、自分の肌に触れる。

　氷のようだった身体が、じわじわと体温を取り戻していくのを感じた。

　ほかほかとディアヴロのほうも暖かくなってくる。

「ふぅ……」

　──どうにか、助けられたようだな。

　ホルンの肩に置いているディアヴロの手に、彼女が小さな手を重ねてきた。

　ぽそ、とつぶやく。




「パパ……」




「………………な、に？」

　ディアヴロは固まって、それだけを返した。

　自分がこぼした言葉の意味に、あとから気付いたらしく、ホルンが慌てて腰を浮かす。

「あっ！　あの、その、えと、尊敬！　冒険者として、尊敬してるってー意味っすから！　違うっすから！」

　ばたばた、と暴れだした。

　ディアヴロは両肩を摑つかんで、大人しくさせる。

「わかった！　わかったから、無駄な体力を使うんじゃない！」

「はうぅ～」

　ホルンが耳まで真っ赤にして縮こまる。

　ただ心臓の動どう悸きだけが肌を通して伝わってきた。トクトクトク……

　ディアヴロは黙りこむ。

　しかし、実は大混乱中だった。

　──パパ!?

　いつのまに自分は一児の父親になったのか!?

　いやいや、冒険者として尊敬しているから、と……でも、それで〝パパ〟なんて呼ぶか!?　当然ながら、そんな呼び方をされたのは生まれて初めてだった。

　そんなにも特別な信頼を寄せられてしまったということか!?





[image: ]





　待て待て……実は単なる呼び間違いかもしれないぞ。

　そもそもグラスウォーカーの父親は、大人でも外見は子供だ。ディアヴロほど体格が大きくなるわけではない。でも、幼児からするとグラスウォーカーだろうと父親の手は大きく感じられるのか？

　あるいは、別の意味でのパパなのでは!?　いや、そんな文化が、この異世界にあるわけがないか……

　ぐらぐらと頭が煮立つ。

　お互いに顔を赤く染めて、しばらく時が流れるのだった。





†






　だいぶ身体が温まったので、移動することにした。

　空気の流れを頼りに、ダンジョンの奥へと進む。

　洞窟で空気が流れているということは、奥に抜けているという証拠だ。少なくとも行き止まりではないだろう。

　──まさか、自分の造ったダンジョンで遭難するとはな。

　滝たき壺つぼから、細い穴が奥へと伸びていた。

　ディアヴロはズボンと背中のポーチだけ。

　それと、あまり意味はないが、《試し製せい大おお戦いくさ鎌がま》を手にしていた。見た目は強そうな戦鎌ウオーサイズだが、性能が悪すぎる。対人用の手加減武器だった。

　ホルンは、ほぼ全裸だ。

　ポーチベルトと腕わん甲こう脚きやく甲こうだけ身に着けている。グラスウォーカーなので、子供に見えても子供ではないのだが……ぺったんこの身体に装備だけという格好が、極めてマニアックだった。

　せめてズボンだけでもあれば……いや、女の子だから、シャツもあるべきか。

　上半身裸の大男が、ほぼ全裸の女児を連れ歩いているような状況が、完璧に事案だった。

　──女だと知ってたら、服は燃やしてないんだけどなぁ。

　思わず尋ねる。

「なぜ男の格好などしていた？」

　びくっ、とホルンが怯おびえたような顔をした。

「そ、それは……」

「言いたくなければ、かまわんがな」

　苛立たしげな雰囲気があっただろうか？　ますます怯えさせてしまった。

「あの……ウチは……旧魔王領のジルコンタワー市とは違う街で生まれたんすけど……すぐ両親とはぐれちゃったんす」

「ほう？」

　ホルンは無理して〝オレ〟と言わなくなった。

「んと、ほんとは捨てられたのかもしれないんすけど……気付いたら、二人の妹とウチだけになってて……」

「そうか」

　旧魔王領は生きていくだけでも困難な土地だった。三人の子供を育てるのは、さぞかし苦労が多かっただろう。

「だから、もう両親が生きてるか死んでるかも、わからないんすけど……でもウチらは運がよかったんす。すぐに師匠が拾ってくれたっすから」

「探索者シーカーの師匠か？」

「はい。まぁ、師匠は盗賊シーフだったんすけど……」

「なるほどな」

　ホルンは探索者シーカーにしては、危険察知や罠わな解除の能力が低い。身のこなしは悪くないから、能力値パラメーター的には盗賊シーフなのだろう。

「そんで、一年前に師匠も死んじゃって、妹たちとは離ればなれで……ウチだけはジルコンタワーに……」

「妹たちは来なかったのか？」

「はい……妹たちは使用人として雇ってくれる商人がいたっす。ウチも誘われたっすけど、なんか商売とか、どうにも苦手で……」

「わかるぞ。他人と交渉なんて考えただけで……独りでドラゴンと戦うほうがマシだ」

「え？　いや、安く買った物を高く売るのって、なんか悪い気がしちゃうっす。当然のことだって頭ではわかってるっすけど」

「…………うむ」

　ホルンはコミュ障ではなかった。

　よく考えれば、積極的にディアヴロたちを冒険に誘ってきたくらいだ。

　失言をごまかすため、質問してみる。

「グラスウォーカーは歳を取っても子供のままの外見だというが、おまえは何歳なのだ？」

「うっ……えっと……他の人にはナイショっすよ？　ダンナだけに教えるっすからね？　ウチは、まだ十二歳っす」

　──なにぃ!?　本当のホントに子供だったのかよ!?　グラスウォーカーだから子供の外見なのかと思ってたよ！

　ディアヴロは驚きを隠して、まるで察していたかのようにうなずいた。

「やはり、か」

「えへへ……気付いてたっすか？　でもそれ言っちゃうと、誰も冒険に連れていってくれないから、ナイショっすよ？」

　子供っぽい仕草で、ぺろっと舌を出した。

　かわいらしい。

　──いや、ダメだろ、ロリコンかよ。ロリコン魔王とか、社会的に死ぬわ。

　そうでなくても、ちょっと前には幼女にしか見えないクルムにキスしたというのに。あれは《奴隷魔術》の儀式だったが。

　ディアヴロは頭を左右に振る。




　ホルンが洞窟の先に視線を定めた。

「ん～……暗いっすね」

「問題ない。《ライト》」

　拾った小さな石に、魔術をかける。前に部屋の中で使ったとき、消せない──という問題があったので、使い方を工夫してみた。

《ライト》の効果を石に付与したので、これを捨てれば暗くできる。

　そして、ランタンのように持ち運ぶことも容易になった。

　ホルンが瞳を輝かせる。

「お～、すごいっす！　ウチ、元素魔術師とダンジョンに潜るのは初めてっすけど、元素魔術って便利っすね」

「この世界では、あまり研究されていないようだがな」

「たしかに、使う人は少ないっすね。ダンナみたいに強い元素魔術師は見たことがないし。ウチも魔術が使えたらいいんすけど！　なんて」

　ディアヴロは少し考える。

「この世界で、どのように魔術を学ぶのかはわからんが……学んでみればどうだ？　まだ十二歳なのだろう？　グラスウォーカーは魔術に長けた種族のはずだぞ」

「ええっ!?　む、無理っすよ。魔術師になるには魔術師協会のやってる学校に行かないとダメっすから……そんな大金は持ってないっす」

「金がかかるのか」

「よく知らないけど、何百万Ｆフリスもかかるらしいっすよ？」

「ふむ……」

　ディアヴロたちは何度か大きな事件を解決しているが、あまりＦは稼げていなかった。クルムが大量に食べるビスケット代で破産しかけ、魔族のエデルガルトがパン屋に就職したほどだ。

　──あいつ、正体がバレたら街にいられなくなるだけじゃ済まないだろうけど、今も無事だろうか？

　そこらの地方騎士など、束になってもエデルガルトなら大丈夫だろう……

　しかし、ファルトラ市の領主ガルフォードは、強い。ディアヴロの見立てだと６：４でガルフォードのほうが強いだろう、と感じていた。

　面倒なことになっていないといいのだが……

　ホルンがつぶやく。

「大丈夫っすかね……？」

「うむ」

「ルマキーナさんたち」

「あ、そっちか」

　思わず素でつぶやいてしまった。

　ホルンが不思議そうな顔をして首をかしげる。

「他にも心配事があるっすか？」

「いや……うむ、我は魔王ゆえな！　それはそうと、レムたちならば心配あるまい」

「大丈夫っすか？」

　天井が低くなってきた。ディアヴロは上にも注意しつつ進む。

　はぐれたのは地下九階だった。ほぼクリア直前だったし、シェラの対空能力から考えて突破は確実だろう。

　聖騎士も水路に落ちたし。

「あの階の最後には中ボス級の大型モンスターがいるが、デバフ耐性がない。シェラの《石化》で簡単に倒せるはずだ」

「シェラさん、すごいっす！」

　高性能なのは間違いないだろう、なにせ本物の魔王が魔術付与した弓を持っているのだから。

「十階は動く床の仕掛けがある。迂う闊かつに踏みこむと、大量のモンスターが待つ部屋へご案内だ」

「ひっ!?　だ、大丈夫じゃないっす！　ヤバイっす！」

「レムならば解くだろう。あいつは慎重で、立ち止まって考える賢さを持っている」

「わー、さすがレムさんっす！　パナイっす！」

「そして、十一階は墓所だ」

「えっと……お墓っすか？　なんで、そんなもんあるっすかね？」

「動く死体が出る」

「ひィ～～～!?　ゾンビっすか!?　ゾンビっすか!?　動く死体、マジダメっす！」

「ルマキーナがいれば問題ない。大だい主しゆ神しん官かんだからな。リフェリア王国で最も《浄化》に長けているはずだ」

　ホルンが表情を明るく輝かせる。

「やったっす！　ばっちりっす！　ルマキーナさん、さすがっす！」

「うむ」

　──告こく死し病びようが悪化していなければだけど。

　ゲームでは九番目の痣あざが浮くまで、それほど酷い状態にはならなかった。風邪をひいた程度の演出だ。

　しかし、ＭＭＯＲＰＧクロスレヴェリはエロやグロの表現が、だいぶ控えめにされていた。この世界の告こく死し病びようがゲームと同じかどうかはわからない。

　ホルンが頭を抱える。

「ああ、それでも心配っす！　ウチなんかのために、ダンナとレムさんたちが離ればなれに！」

　──自分のことを〝なんか〟なんて言うもんじゃないぞ？　なんて……よく言われるが、ホルンの気持ちはよくわかる。

　自分を卑下するな──などという正論で説教されたら、余計に惨めな気分になるだけだろう。

　だから、ディアヴロは何も言わなかった。

　ホルンを助けてレムたちと別行動になったことを後悔はしていない。

　レムたちは素人ではない。ディアヴロのことを〝仲間〟だと言っていた。頼りにされていると同時に──彼女たちは〝頼るばかりではない〟という自負を持っているということだ。

　きっと三人でも十一階までは突破できるはず。

「しかし、急いで合流しなければな。地下十二階は、あの三人では無理だ」

「え？　どうしてっすか？」

「単純にレベルが足りない。戦い方とか、相性の問題ではなく……地下十二階に配置した最後の番人は、強い。デバフ耐性が高いから《石化》も効かないだろうし、一定以下のダメージを無効化する結界がある」

「なんすか、その化物!?」

「だから、あまり悠長にはしていられないのだ」

　しばらく歩くと、ビョオッと風の音がした。先が明るくなっている。

「外っすかね？」

　──地下九階から、かなり深い滝を落ちた。横穴を歩いて外に出るとは思えないが？

　横穴から、広くなっている場所に出る。

　ホルンがガクガクと震えだした。

「モ、モン……!?」

　人よりも大きいカブトムシみたいなツノのあるモンスターが何体もいる。群れで行動し、穴を掘って巣を造る。

　黒々とした巨きよ軀くの虫型モンスター《アリカブト》だった。

　正確な数は三〇体か──ディアヴロはゲームキャラクターの技能スキルではなく、プレイヤー経験により、敵の数を把握する特技を持っていた。

　こいつらには見覚えがある。

　地下十階で移動床のルート選択をミスすると、大量の《アリカブト》がいるモンスターハウスへ落とされる。

　おそらく、ここはソレだろう。

　ディアヴロは笑った。

　──現在地がわかったぞ。ここを突破すれば本来のルートに戻れるはずだ！

　すっかり怯おびえているホルンの肩に手を置く。

「喜べ」

「そ、そりゃ、冒険者っすから、冒険で命を落とすのは望むとこっすけど！　ちょっと早いっす！　いつかは死ぬけど、今日はイヤっす！」

「そういう意味ではない。仕方のないやつめ、見ておれ」

《アリカブト》たちが侵入者に気付き、こちらへ迫ってきた。顔面らしき部位が開くと、巨大な牙が剝き出しになる。ゲームのグラフィックよりも遥はるかにグロかった。

　ディアヴロは敵に戦鎌ウオーサイズを向ける。

「音の速さで砕け散れ、《ソニックブーム》ッ!!」
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　地下十二階──

『命を惜しむ者は立ち去れ』

　門に書かれた文字を見て、レムは空唾を飲んだ。

「……ここまでは、高レベルなモンスターが配置されている階層でも、こんな直接的な警告の文面はありませんでした。相当の覚悟が必要になりそうですね」

「行こうよ！　ここまで来て引き返せないもん！」

　シェラの思考は単純明快だった。彼女の言うとおり、今さら臆するわけにはいかない。

「……当然です。しかし準備と警戒は必要だということです」

　ルマキーナがうなずく。

「全力で支援させていただきます。もう、お二人の身を案じるようなことを言うのは、かえって失礼でしょう」

「信じてくれてありがとう……わたしたちがルマキーナを最下層に連れて行きます。そこには告こく死し病びようを解呪するアイテムがあるはず……それに、きっとディアヴロたちも来るはずです。先に行って、二人を待ちましょう」

「はい」

「がんばろうね！　レム！　ルマキーナちゃん！」

　三人で視線を交わし合った。決意を固める。

　レムは扉に手をかけた。

　押す。

　ゴウッ、と風が巻き、なにやら酸っぱい臭いがした。




　広い広い空洞だ。天井は各階のそれとは比べものにならず、どこまでも続いている。

　かすかに見えるのは……

　──青空？

　もしかすると、巨大で深い縦穴があり、地上からここまで続いているのか。

　この縦穴を降りてきたほうが早かったのではないか？　と思うと同時に、ディアヴロがそうしなかった理由があるはず──とレムは考える。

　壁は大勢で磨いたかのように、なめらかになっていた。足元も同じようで、平らではないが、雑草すら生えていない。

　しかし、思索を深める余裕は与えられなかった。

　先に来ている者がいたからだ。




　とある者が、ちょうどモンスターを倒したところだった。




　倒れ伏したのは、人型のモンスターだ。レムは書物でしか見たことがなかったが……

　おそらく《デスダンサー》だった。複数の腕を持つ骸骨で、《ブラッディダンス》と呼ばれる必殺技は、一瞬にして冒険者を斬り刻む。

〝見かけたら必ず逃げるべき怖ろしいモンスター〟と厳重注意されていた。

　そのモンスターが倒れて、ただの骸と化す。

　倒した男は、青い鎧よろいを纏まとっていた。

　長い髪をかきあげる。

「あらぁ、後ろにいたの？　やだわ、追いつこうと急いでたら、追い越しちゃってたのねぇ」

　女のような言葉遣いをするが、間違いなく男だった。

　ルマキーナが後ずさる。

「せ、聖騎士ゲイバルト……」

「また会えたわね、ルマキーナ？　いいかげん、死んでくれなぁい？　貴女の大好きな神様の元へ送ってあげるんだから、遠慮しないでほしいわぁ」

　レムはルマキーナを庇かばうように前へ出る。

「……九階で襲ってきた聖騎士ですね。ルマキーナに手出しはさせません！」

「そうだよ！」

　シェラも弓に矢をつがえた。

　ゲイバルトが剣を片手で構える。

「ンッフッフッ……エルフのソレは見たわぁ。《石化》の弓なんて、ちょっとヤバイわねぇ。でも、アタシの敵じゃないのよぉ？」

　彼はクリスタルを放った。

　召喚術だ。

　無数の小さな羽虫が呼び出される。《ファイヤービー》だった。

　個々の戦闘力は高くないが、シェラの武器との相性は最悪だ。群れに射こんでも、落とせるのは数匹だけだろう。

　レムの召喚獣も同じ。範囲攻撃を持った召喚獣とは、契約していなかった。

「くっ……なら、術者を倒すまでです！　《アスラウ》ッ!!」

　こちらもクリスタルを投げる。

　召喚されたのは三本角の巨大な雄牛だ。

　しかし、これだけでは聖騎士には通用しないだろう。それは知っている。前にサドラーという別の聖騎士に、あっさり撃破されたからだ。

《アスラウ》の能力はレベル40の戦士に匹敵するが、聖騎士たちのレベルは１００前後だった。単体では勝てない。

　さらにレムは召喚獣を呼ぶ。

「《ロックワン》、ならびに《ドラゴンフライ》来なさい！」

《ロックワン》はレベル25で土属性のオオカミだ。地味だが、嚙かみつきは強力だし、突撃が速い。

　そして、《ドラゴンフライ》は派手な名前をしているが、つまり巨大なトンボだった。レベル20の風属性だ。攻防において物足りなさはあるが、飛行できて動きが素早い。

　三体も同時に召喚すると、ＭＰ精神力の負担が半端ではなかった。

　レムは額の汗をぬぐって命令する。

「召喚獣たち、行きなさい！　シェラ、今です！」

「うん！」

　高速な三匹の召喚獣を聖騎士に突撃させる。そのうえで、本命はシェラの弓だった。

　剣一本では対処できないはず。

　ゲイバルトが紅をひいた唇を歪ゆがめた。

「アハン、弱い女たちの必死な顔って……優越感に浸れちゃうわぁ。た・ま・ら・な・い！」

　敵がさらに召喚する。

　出現したのは、緑色の蔓つる草くさだった。赤色の薔ば薇らが咲き、彼の姿を覆い隠す。

　レムの召喚獣も、シェラの矢もはじかれた。

「なっ!?」

「どういうことなの!?」

　ゲイバルトが得意げな笑みを浮かべ、しなを作る。

「フフフ、これは希少な召喚獣──《ローズプリズン》よ？　移動はできないけれど、アンタたちの攻撃なんか通じないわ。ここで高みの見物をしていれば、あとは《ファイヤービー》が始末してくれるってわけ」

　個々の戦闘力は低いが群れを成す召喚獣と、動けない防御専門の召喚獣──それぞれは、明確な欠点があるのに、組み合わせると隙がなかった。

　──強い！

　レムは歯は嚙がみした。

　同じ召喚術士だからこそ、実力差を痛感する。

「……聖騎士、それほどの力がありながら、どうして悪辣な道を選ぶのです!?」

「フフフ……逆じゃない？　どうして力があるのに馬鹿正直に生きるわけ？　イミワカンナイわぁ。さて、おしゃべりはここまで──殺してあげる！」

《ファイヤービー》の群れが突っこんでくる。

　レムは身構えるが、対抗手段は思いつかなかった。

　そのとき、風が吹く。

　強い。

　突風により、蜂の召喚獣たちが吹き飛ばされた。地面に叩たたきつけられ、クリスタルに戻る。

「アタシの《ファイヤービー》がァ!?」

　ゲイバルトが声をあげた。

　──風属性の魔術!?

　もしかしたら、ディアヴロではないか!?　そんなレムの期待は、あっさりと打ち砕かれる。

　人ですら飛ばされそうな強風の発生源は、上空から降りてくる巨体によるものだった。

　空を背にした逆光に、シルエットが浮かびあがる。

　同じように空を見たシェラが目を見開いた。

「なに？　え……ドラゴン？」

　黒い鱗うろこが並ぶ。

　角のいっぱい生えた頭から、固そうな尾の先までで三〇メートルはあるだろうか。

　レムは唇をわななかせる。

「……ラージ……ブラックドラゴン」

〝ドラゴン〟と呼ばれる種は多く、魔獣に分類されるものも、そうでないものもいる。

　ブラックドラゴンは魔獣ではなく（倒したときに死体が消滅しない）大別としては野獣になる。

　しかし、人ひと族ぞくでも魔族でもない第三の種族──竜族として扱う者も多かった。

　なぜなら、彼らは……




『我が地を荒らす小さき者どもに、等しく死を与えよう！』




　頭の中に声が響いた。

　念話だ。

　彼らは発音こそできないものの、人語を解す。どう学習したのか、言語を操るといわれていた。

　シェラが震えあがる。

「どどどうしよう、レム!?」

　地下十二階を根城にしていたのは、《デスダンサー》ではなく、《ラージブラックドラゴン》だったようだ。

「くっ……命が惜しければ、すぐに逃げ出すのが賢明です。しかし……」

　ここを突破しなければ、告こく死し病びようを解呪する秘宝が手に入らない。

「戦うしかないんだね!?」

　歯を食いしばって、シェラが弓を構える。

　矢を放った。

　彼女の矢がドラゴンの鱗を砕く。

　しかし、《石化》は発生しなかった。

　シェラが目を丸くする。

「なんで……!?」

『ほう、小さき者の武具から魔王の力を感じるとは、面白い。だが、我に通ずるほどではないな』

　レムは額の汗をぬぐった。

「……おそらく、クルムが武具に与えた魔力では、ドラゴンの魔術抵抗を抜けなかったのでしょう」

　ドラゴンは大きさによって格が決まる。ラージ級ともなれば、ここら一帯のドラゴンの王だ。

　クルムが護身用に与えた程度の魔力では、仕留められなくて当然か。

　空から降りてきたドラゴンが、ゆっくりと着地する。

『小さき者どもよ！　抗うならば、その力を振るうがよい！　絶望に沈み、死を受け入れるまで！』

　空洞の中央付近には、聖騎士がいた。

「冗談じゃないわよぉ！」

　彼は《ローズプリズン》の召喚を解除して、慌ててドラゴンの近くから逃げ出す。壁際へと避難した。

「ま、待ってちょうだい！　すぐ帰るわ！　もともとアタシはダンジョンなんかに興味はないの！　あの入口のところにいる女どもが邪魔だっただけなのよォ！」

　ドラゴンの巨大な眼球が、聖騎士に向いた。

『抗わぬのなら……この一撃にて、屠ほふるまでのこと！』

　レムは書物の記述を思い出す。

　ブラックドラゴンはアシッドブレスを使う。つまり、酸だ。剣や鎧よろいだろうと、人だろうと溶かされてしまうという。

　聖騎士が新たにクリスタルを投げた。

「チィッ！　調子こいてんじゃないわよ、トカゲ野郎ッ!!　こいつでトカゲ焼きにしてやるわ！　来なさいよ、《イフリート》ッ!!」

　レムは衝撃を受ける。伝え聞いたことがあるだけで、実際は目にしたこともない最上級の召喚獣だった。

　聖騎士たちの人格には大いに疑問を感じるが、彼らの実力は間違いなく人ひと族ぞくの限界に近いだろう。

　虹色に輝くクリスタルが、砕け散る。

　炎の柱が天まで伸びた。

　熱風に吹き飛ばされそうになる。

　真っ赤な炎の魔人だ。溶岩が人の形を持ったかのようだった。背丈ならばドラゴンと大差ない。その足元が熱により溶けだした。

　レムは手をかざし、吹きつけてくる熱から顔を守る。

「……くっ……あの聖騎士……こんな切り札を隠していたのですか」

　最初からイフリートを召喚されていたら、レムたちは一瞬で殺されていただろう。

　なぜ使わなかったのか？

　理由は簡単だ。

　ゲイバルトが自らの胸に手を当て、ぜえぜえと荒い呼吸を繰り返す。彼ほどの実力者でも、イフリートの召喚は尋常ではない負担のようだった。

　シェラが両者を見て、おろおろする。

「うわぁわぁ……ど、どっちを応援したらいいの、レム!?」

「……ラージブラックドラゴンは、わたしたちを殺す気です。イフリートが倒されたら、間違いなく次はこちらの番でしょう」

「そうだよね！　じゃあ、今だけは聖騎士の人を応援だよね!?」

「……しかし、イフリートが残れば、やはり次はわたしたちの番です」

「ひぃ!?」

「……相打ちか、それに近い形になってくれると、わたしたちには都合がいいですね。劣勢なほうに加勢しましょう」

　レムはクリスタルを手にして、付け入る隙を窺う。

　シェラがうなずいた。

「が、がんばろうね！」

　ルマキーナが両手を組み合わせる。

「神様……どうか、お守りください……」
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　イフリートが仕掛けた。

　召喚獣は実体化している間、ずっと召喚術士のＭＰ精神力を消費しつづける。長期戦になれば不利だ。

　だから、聖騎士は様子見もせずにイフリートを突っこませた。

　竜族は強いだけでなく、知識も深く広い。一説によると、竜の子は親の記憶を受け継ぐという。

『小さき者よ、その力を存分に振るうがよい』

「オオオオオオオオ────────ッ!!」

　召喚獣イフリートが殴りつける、と見せかけて、ドラゴンの角を摑つかんだ。

「ジェアッ!!」

　叫び声と同時に、胴体の中心から溶岩が噴出した。

　至近距離から、灼しやく熱ねつを浴びせる。

　イフリートの特殊行動か。

　空気が振動した。それがドラゴンの悲鳴だと気付くのに、すこし時間が必要だった。

　レムはクリスタルを握る手に力を込める。

　──やはり、最強の召喚獣のほうが強い？　それなら、イフリートの召喚に集中している今が、聖騎士を倒す好機！

　しかし、焦って仕掛けて、もしもドラゴンが健在だったなら、やはり自分たちの命がない。慎重に双方の状態を見極めなければ……

　今の攻撃を受けて、ラージブラックドラゴンは、どれほどのダメージを受けただろうか。

　黒色の鱗うろこが燃えている。

　かなりのダメージを与えたように見えた。

　ゲイバルトが叫ぶ。

「まだよ！　もっともっと、攻撃なさい、《イフリート》ッ!!」

　身体の大半を溶岩へと変えていた召喚獣が、その姿を出現時の人型へと戻す。ドラゴンへ拳を叩たたきこんだ。

　イフリートは灼しやく熱ねつの身体だけが武器ではなかった。単純な攻撃力も並外れているようだ。

　全長三〇メートルはあるドラゴンの巨体が、わずかに浮く。

　それを連打。

　空洞の壁に押しつけ、殴りまくる。

　どれほど攻撃しただろうか、時間が経過して──

　イフリートが二度目の特殊行動を取った。

　再び全身を溶岩と化して、ドラゴンの身体に向けて噴出する。

「ジェアッ!!」

　──決まったか!?

　レムはクリスタルを振りかぶる。

　シェラが息を吞のんだ。

「うそ……」

　そのつぶやきに、レムは召喚を思いとどまる。彼女の言葉の意味するところは──




『終わりか、小さき者よ。絶望は充分か？　ならば、死ぬがよい』




　抵抗せずに殴られ続けていたドラゴンが、その前脚を振った。

　左右の爪が、元の人型に戻りつつあったイフリートを薙なぎ払う。

　上半身が砕け散った。

　レムは悲鳴のような声をあげる。

「まさか!?」

　イフリートは不定形に近い召喚獣だ。形を失っても、また元に戻る。まだクリスタルになっていないのが、倒されていない証拠だった。

　徐々にイフリートの姿が復元していく。

　そこに向けてドラゴンが巨大な口を開いた。

　ぞくっとレムの背筋が凍る。

　──アシッドブレス!?

　自分たちの位置は、微妙に効果範囲に入っているかもしれなかった。レムは隣にいる少女の手を摑つかむ。

「走ってください、ルマキーナ！」

「は、はい！」

「シェラもです！」

「わかってる！」

　扉の前から離れる。

　直後、ラージブラックドラゴンの口から、黒色の霧が噴出された。

　至近距離でイフリートが直撃を受ける。

　じゅわぁ、と溶岩が液体と化した。それまでの活力に溢あふれた形状変化とは違っている。液状になって床に零れ落ちた。

　その姿が搔かき消える。

　黒色になったクリスタルが地面に転がった。

　ゲイバルトが悶もん絶ぜつする。

「アアアアアア!?　う、うそ……うそよ！　アタシの！　アタシの切り札よ!?　最強！　最強の召喚獣なのにィ!?」

『それが、人ひと族ぞくの限界ということだ』

　憐あわれんでいるかのような響きがあった。

　念話が終わると同時に、ドラゴンが巨大な尾を振る。

　イフリートの熱と、アシッドブレスの酸とで、すっかり緩くなった地面がえぐられた。尾の先端が、ゲイバルトをかすめる。

「ガッ……!?」

　剣が吹っ飛んだ。

　それを持っていた彼の右腕ごと。

　血が地面を濡ぬらした。

「死……死ぬ……」

　ゲイバルトの足元が崩れる。現れたのは《トラップワーム》だった。

　レムは目を見張る。

　不思議に思っていたのだ。聞いた話だと、聖騎士ゲイバルトは──ディアヴロが周辺一帯を更地にするような強力な魔術で倒したはず。どうして生きていたのか？

　トラップワームを利用したらしい。

　あれは地中を移動し、人を飲みこむ召喚獣だった。普通は敵を罠わなに落とすのに使う。しかし、ゲイバルトは緊急脱出の手段にしたわけだ。

　なんという柔軟な発想！

　彼は間違いなくレムが出会ったなかで最強の召喚術士だった。

　しかし、ラージブラックドラゴンには勝てない。

　少しはダメージを与えたかもしれないが、レムたちが割り込む隙さえなかった。

　ドラゴンの尾が再び地面をえぐる。

『逃がすことはせぬ！』

　トラップワームごと、ゲイバルトが吹っ飛ばされた。

「ガハッ……!?」

　壁に激突して、地面に落ちる。ぐったりして動かない。

　致命的な一撃に見えた。

　──こんなにも差が大きいなんて！

　唐突に、一緒に走って逃げていたルマキーナが踵きびすを返す。倒れ伏したゲイバルトのほうへ向かった。

　レムは啞あ然ぜんとする。

「な、なにを!?」

　慌てて彼女を追いかけた。シェラもついてくる。

「やばいよ、やばいよ!?　ドラゴン、こっち見てる！　見てるよ!?」

「わかっています！」

　しかし、こういう行動を取るのが、ルマキーナという少女なのだろう。レムのような冒険者には理解しがたかった。

　ルマキーナがゲイバルトの傍らにしゃがみこむ。

「生きていますか!?」

「ゴフッ……うっ……な……？　ルマ……キーナ……？」

「しっかりしてください！　今、治癒を！」

「ふ、ふふ……靴を履き違えた……わね……アタシとした、ことが……」

　しゃべるたびに、口の端から血がこぼれてきた。内臓が潰れているのか。ひゅーひゅーと呼吸の音までおかしかった。

　ルマキーナが祈る。

「天にあられる大神よ、救いを求めし声を聞き届けたまえ。この者を苦しめる、恐ろしき傷を癒やしたまえ。この者の罪に寛大なる慈悲を与え、生を許したまえ……」

「……アンタを殺して……ガッポリ稼いで……上等なドレスを着て、イケメンをはべらせてやる……つもりだった、のに」

「救いたまえ、許したまえ」

「バカじゃないの？　アタシ……あのトカゲ野郎の……あとは、アンタを殺すつもり……なのよ？　今でも。手があったら、殺ってるわ」

　ゲイバルトには、もう両腕がなくなっていた。

　それどころか、両足もおかしな方向を向いている。まだ生きていて、意識があるだけでも奇跡だ。彼が高レベルなことと、上等な鎧よろいのおかげだと思われた。

　ルマキーナは祈りつづける。

「ええ、貴方は悪徳に手を染めました。だからこそ己の行為を振り返り、贖しよく罪ざいが必要なのです。まだ神様の元に向かうときではありません。どうか生きてください」

「……やめて……アタシ、贖罪なんて……しな、ゴホッ！」

　大量の血が、彼の青色の鎧を赤く染めた。

「どうか！　神様！」

「クッ……無理よ……神様だって、見捨てるわ……アタシみたいな、オンナは……」

「許したまえ。許したまえ」

　ルマキーナが胸の前で手を合わせ、聖印を握りしめる。その聖印が白く輝きはじめた。

　やがて、ゲイバルトの身体まで輝きが包みこむ。

　彼が歯を食いしばった。

「き、消えてく……痛みが……やめて……やめてよ……アタシが、どんだけのことしてきたと思ってんのよぉ!?」

「それでも、神様はお許しになられます」

「今さら……!!」

　ルマキーナがゲイバルトの手を握りしめる。

　失われたはずの両腕が、いつの間にか現れていた。

　レムは目を見張る。

　──これが大だい主しゆ神しん官かんの奇跡の力ですか!?

　歴史上でも稀まれな才能に恵まれた聖女という噂うわさは聞いていたし、これまでも彼女の奇跡を目にする機会はあったが……これほどまでとは。驚きよう愕がくだった。

　ルマキーナが微笑む。

「絶対に大丈夫です。人は命あるかぎり最期の瞬間であろうとも、悔い改めることを──神様に許されているのですから」

　ぐっ、とゲイバルトが瞼まぶたを閉じる。

　固くつむられた目の端から、透明な雫しずくがこぼれ落ちた。

「そう……神様って、イイオトコなのね」

　呼吸の音が正常に戻る。

　生きているだけでも不思議なほどの状態だったのに、まるで疲れて眠りについたかのようだった。

　ルマキーナの奇跡の力は素晴らしい。

　しかし、それでも──

　最悪の状況であることに変わりはなかった。

　レムはドラゴンを見上げる。

「……こちらに戦う意思はありません。見逃しては、もらえないでしょうか？」

『ほう、魔王に弓を与えられしエルフに、神に片翼を授かりし人間ヒユーマンか。なんとも面白い。しかも貴様は、器か？』

「……え？　わたしのことを知っているのですか？」

『魔王の魂が……あるな』

「……過去には、そういうこともありました。でも、すでに取り出したはずです」

『小さき者は、己のことも解さぬか。僅かだが、残っている』

「ッ!?　だから……」

　レムの中には、魔王クレブスクルムの魂が封印されていた。自分が死ぬか、ある儀式により魔王が復活する。

　ディアヴロを信じて復活の儀式に協力した。魔王を取り出して、倒してもらうために。

　ところが、復活した魔王クレブスクルムは記憶を失っており、人ひと族ぞくを殺さないビスケットが大好きな幼女だった。

　レムは自分のお腹に手を触れる。

　──この中に、魔王の魂が残っているせい!?

『我は世界を知る。理ことわりを知る。天地を知る。竜の血を引く者であれば、当然のこと。我らは世界の始まりからの知識を脈々と受け継いでいる。そして、我らは世界の終わりを見届ける』

「……それほどの叡えい智ちを持つのなら、わたしたちの事情を汲くんでいただけませんか？　どうか、見逃してください」

　自分の中に魔王の魂が残っているとは！　ここで死ねない理由が増えた。

『小さき者の命など、一瞬のこと』

「……竜族に比べたら、そうですが」

『ならば、今、終わるとしても、僅かな差異でしかない』

「ッ!?」

『いささか強い風が吹いた。それだけのこと……少し変わった色の草を踏んだ。それだけのこと……我が悠久の時のなかでは、取るに足らぬ些さ事じにすぎぬ』

「そんな！」

　ひゅお、と音を立てて、ラージブラックドラゴンが大気を吸いこむ。

　──アシッドブレスが来る!?

　もう効果範囲から逃れるだけの移動手段はなかった。

　召喚獣を盾に……

　無駄だ。

　最強の召喚獣イフリートすら一撃だった。レムの契約している召喚獣では、盾にもならないだろう。

　巨大な口が黒い霧を吐き出す。




　横合いから、ドラゴンの顎を──光の槍やりが貫いた。




　あらぬ方向に首が向き、アシッドブレスが壁に噴霧される。岩がどろどろに溶けた。

『我に傷を……!?　何者か!?』

　レムたちも光の槍が飛んできたほうを見る。

　入口の扉が開いていた。

　そこには、服装や武器こそ変わっているが見間違えようもない。最も頼りになる人の姿があった。

　不気味な戦鎌ウオーサイズを構え、男が不敵に笑う。




「フッ……たかが、レベル１４０モンスターが、全知全能の神気取りか？　笑わせるではないか、雑魚が」




　レムは涙が溢あふれてくるのを止められなかった。

「ディアヴロ……!!」
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　頭の中に、野太い声が響いてくる。

『小さき者よ！　いくらか魔術が使えるからといって、我に挑むとは……短い命を捨てる覚悟があるのだな!?』

　ラージブラックドラゴンの念話だった。

　ディアヴロは内心で驚いてしまう。

　──すげえ！　念話って、こんなふうに聞こえるのか。イベントで五徹したときに聞こえちゃう幻聴みたいだ。

　それはそれとして……

　挑発をしてみたものの、今のコンディションは最悪だった。

　まず装備がない。防具も武器も、スッピンに近い。しかもＨＰ生命力もＭＰ精神力も大幅に削られていた。

　これでレベル１４０モンスターと戦うのは、微妙に分が悪いか……

　ディアヴロはドラゴンを睨にらみつける。

　──そんなこと、言ってられないよなぁ。

　レムたちが生きていてくれたのは、奇跡だった。戦闘の音が聞こえたときには、絶望にも似た気持ちだった。

　地下十二階に配置した《ラージブラックドラゴン》はレベル１４０のうえ、性格設定は《超攻撃的スーパーアクテイブ》だ。

　冒険者を発見したときは、必ず全力で仕留めにかかる。

　幸運にも寝ていたとか、たまたま戦う気分ではなかったとか、そういう偶然性のないモンスターだった。

　レムたちのレベルだと、ドラゴンの最初の一撃で全滅もありえた。

　けっこう派手な戦闘音がしていたから、三人以外の誰かが戦っていたのだろうか？　誰だか知らないが、おかげで間に合ったのだから感謝しなければ。

　ディアヴロの位置からは、ルマキーナの傍らで倒れている者の姿が見えていなかった。

　後ろにある扉の陰から、ホルンが覗のぞき見る。

「ふぇ～、ダ、ダンナ……ドラゴンっす！　ウチ、ドラゴンなんて初めて見たっす！」

「魔王領の奥に行けば珍しくもない。魔獣より少し芸が多いだけだ」

「それ、ヤバイっす！」

「騒ぐな。危ないと思うなら、扉を閉めておけ。終わったら呼んでやる。アシッドブレスは遮蔽物があっても影響するぞ。酸の混じった空気を吸っただけで肺が焼かれる」

「ひぃ!?」

　指示したとおり、ホルンが扉を閉める。

　──まぁ、撃たれると、俺もヤバイんだけどな。

　ディアヴロは内心で付け足した。

　火力特化の元素魔術師は、広範囲攻撃に弱い。魔術なら《魔王の指輪》で反射できるが、ブレスは属性攻撃だ。

　こういう相手に対するディアヴロの戦い方は決まっている。

「フッ……俺は少しばかり急いでいる。今は余興を披露させてやる気はないぞ……竜族の下っ端よ」

『ほう、我を侮辱するか。ならば、望みどおり、死をくれてやろう』

　挑発に反応するのが、意外だった。

　他の階に配置したモンスターたちは設定どおりの行動をしていたからだ。微妙に違う場合もあったか──シェラの歌に興奮したり。

　竜族は言葉がしゃべれるせいか、よりＡＩらしからぬ反応だった。

　ディアヴロは戦鎌ウオーサイズを向ける。

「光よ、光よ集え。闇より這はい出し摂理に背く者に──」

『己の傲慢を知るがよい、小さき者よ！』

　ドラゴンが翼を羽ばたかせて、わずかに浮き上がり、こちらに急接近してきた。

　巨大な爪を叩たたきつけてくる。

　今のディアヴロは《天てん魔まの杖つえ》の詠唱チヤージ短縮がないせいで、いつもより魔術の発生が遅かった。

　──間に合え、間に合え、間に合うはずだ！　よし！

「《ハーキュリーズランス》ッ!!」

　五メートルはあろうかという光の槍やりがディアヴロの手元に生まれ、飛んで行く。

　突っこんでくるドラゴンを迎え撃った。

　あの巨体では回避は不可能だろう。

　敵の魔術抵抗値は高いが、こちらのほうがレベルは上だ。加算された魔力で相殺できる。ダメージが通るのは、先ほど確認済みだった。

　光属性レベル１２０の魔術《ハーキュリーズランス》──光の槍が、ラージブラックドラゴンの胴を貫く。

　空気が震えた。

　ディアヴロは唇の端を歪ゆがめる。

「フッ……悲鳴は念話ではないのだな」

『なんという、魔力……我が鱗うろこを易々と貫通するとは……!?』

「たしかに、俺は強い。しかし、貴様は弱すぎるのではないか？　もう少し強いはずだがな？」

　このダンジョンに配置したモンスターは、ディアヴロが設定したとおりのレベルだ。

　他の地域のように〝普段は戦っていないからゲームより弱い〟ということがなかった。

　だとすると、ラージブラックドラゴンはもっと強いはず。

《ハーキュリーズランス》で威嚇して、本命を叩きこむ隙を作る。そういう予定だったのだが……

　今のディアヴロの装備で、大きなダメージが通るのは計算違いだった。

　ある可能性に思い至る。

　──もしかして、俺、レベル１５０から上がってるんじゃないか？

　考えながらも、ゲームで染みついた習慣により、位置取りと魔術の発動のタイミングは寸分の狂いもなかった。

　レムたちを巻きこまない角度を維持しつつ、光属性の魔術を叩たたきこんでいく。ブラックドラゴンは闇属性なので、ダメージは約五割増しだ。




　レムが感激のあまり声を震わせた。

「……すごいです、ディアヴロ」

　シェラがルマキーナと抱き合う。

「やった！　やったよ！」

「……神様……やっぱり、私たちを守ってくださるのですね」

　その瞳には涙が浮かんでいた。




　ドラゴンの鱗うろこが砕け、暗褐色の血が舞い散る。

『馬鹿な……馬鹿な……竜が……小さき者などに……人ひと族ぞくなどに、押されている……そんな……はずは……徒党を組んでいるなら、まだしも……たった一人に……!?』

「ククク、まだわからんか？　貴様が戦っているのは、人ひと族ぞくではない！」

『な、に……？』

「我が名はディアヴロ！　異世界から来た魔王である！」

『うっ!?　そ、その名は……ディアヴロ？　だと？　知っている……我は……過去に、その者に、たしかに……』

「ほう？」

　驚いた。

　もしかして、このドラゴンはディアヴロに配置されたことを記憶として持っているのだろうか。ゲームの記憶を？

「貴様……この言葉に聞き覚えはあるか？　〝ＭＭＯＲＰＧクロスレヴェリ〟」

『グクッ!!　し、死にたく……ない……』

「むっ」

　ディアヴロが質問したのと、その直前に放った《サンダーアックス》がドラゴンの片翼を落としたのは、ほぼ同時だった。

　相手はのけぞり、よたよたと後ずさりをはじめる。

『……死ねない……我は……まだ……死んでは、ならない』

「フンッ……先ほど〝今、終わるとしても、僅かな差異でしかない〟などと偉そうに言っていたではないか？」

『まだ、産んでいない……記憶を継ぎし……者……残して……いない……』

「貴様……」

　ディアヴロは戦鎌ウオーサイズを下す。

　背を向けて逃げるドラゴンに、追撃はしなかった。

　ため息をつく。




　──そうか。おまえも、童貞だったか。




　竜族って数が少ないから、出会いとかなさそうだよなぁ──などと思ってしまった。

　地面を暗褐色の血で濡ぬらしながら、ドラゴンが洞窟の奥へと逃げる。

　もう飛ぶことはできないからだ。

　その向かう先に、一人の少女が立っていた。

　ディアヴロは焦る。

「なっ!?　しまっ……」

　誰だかわからないが、気付くのが遅れてしまった。

　立ちふさがるように佇たたずんでいる少女に、ラージブラックドラゴンが血走った目を向ける。

『我の、邪魔をするな！　我は……まだ死ねない！　死ねないのだ！』

　少女が紫色の髪をかきあげる。

　その表情は、わずかにも揺らぐことがなかった。




「誰が、逃げてよいと許可しましたか？　貴方は十二階の守護者……マスターの命令に逆らうとは、万死に値します」




　ディアヴロは目を見開く。その姿には、見覚えがあった。

　──まさか、あの少女は!?

　ドラゴンが威嚇する。

『どくがいい！　邪魔をするなら、貴様とて消してくれるッ!!』

　穴の開いた喉や胴から、黒い霧が漏れる。いくらか威力は減じていたが、アシッドブレスが少女に向かって放たれた。

　少女は手にした道具を振り回す。柄の両端に刃がある双頭剣だった。輝くビームの刃を持つチェーンソーだ。この異世界の中世欧風な世界観から逸脱する外見の武器だった。

「お掃除、いたしましょうか」

　アシッドブレスが彼女に触れる寸前に、どんどん消えていく。酸の霧は届かなかった。

　ドラゴンが吼ほえる。

『たかが……掃除道具の分際で！』

「そう、このロゼを〝道具〟と言いましたか。そうですか……貴方を処分する理由が増えましたね。私を道具扱いしていいのは、マスターだけだというのに」

　自らをロゼと呼んだ少女が、武器を地面に立てた。

　ブレスを防がれたドラゴンが、巨大な爪を振りかぶる。

『我に歯向かいしこと、悔いるがよい！　人形が！』

　ずっと表情が変わらなかったロゼが、ギリッと奥歯を嚙かんだ。

「私を……人形と呼ぶなッ!!」

　なにもないはずの空間に、忽こつ然ぜんと巨大な剣が現れた。少女が持っているのと同じＳＦじみた外見の双頭剣だ。

　柄を摑つかむ手は金属製。甲かつ冑ちゆうのような手だが、関節にヒンジが見えた。

　動脈のようにパイプが走っており、そこに魔術陣で使われるような文字記号が刻まれている。その文字記号が腕から指先へと発光していた。まるでエネルギーを送りこんでいるかのようだ。

　機械仕掛けの手が動く。巨大な双頭剣で、ドラゴンの爪を受け止めた。

　そのまま、逆に押し返す。

『お、お、お……!?』

「フフ……フフフ……アハハハッ！　このロゼと力比べをするなんて、なんと愚かなトカゲでしょう!?」

　背後に浮かぶ巨大な機械の手も、彼女の一部なのだ。

　ドラゴンの爪を砕き、硬い鱗うろこに覆われた前脚を切断する。

　大量の血が地面を濡ぬらした。

　またも悲鳴が空洞を震わせる。

『我に、ここまで手傷を……負わせる……とは……』

「自慢しているわりに軟らかい鱗だこと。ロゼの攻撃は、これからですのに」

『な、に……!?』

「さぁ！　犯した罪を贖あがないなさい、死を以て！　《クリオス》ッ!!」

　彼女の背後から伸びる巨大な手が、その大きさを感じさせない速さで横よこ薙なぎにされる。武器の先端を目で追うことすら難しいほどだった。

　風が鳴る。

　同時に、鱗が砕かれ、肉が裂かれ、骨が断たれ、血が飛び散っていた。

　ラージブラックドラゴンの首と胴が分断されたのだ。

『ゲオッ』

「……黙りなさい」

　トドメとばかりに、落ちた頭を剣で突き刺す。

　それで、ドラゴンからの念話が聞こえてくることはなくなった。

　ロゼが視線をレムたちに向ける。

「まだ居たのですか？　地下十二階の守護は私の役目ではないのですが、ここを掃除しなければ……」

　彼女のエメラルド色の瞳が、ディアヴロを見つめてきた。

　やはり、その姿には覚えがある。

　ＭＭＯＲＰＧクロスレヴェリでダンジョンを造ったとき、ディアヴロは最下層の十三階《魔王の間》に、とある家具を配置した。

　ゲーム内通貨で買える家具の一つに《魔導機マギマテイツクメイド》がある。外見は人のように見えるが、魔術により動く自動人形──という設定だった。

　設定では戦闘力も高くて、いろいろオプションもあったのだが、ゲームでの実装は進んでいなかった。

　掃除機を片手にうろつくだけの家具だったので、攻略サイトでは〝ル○バ〟と呼ばれていたものだ。それを導入したときのことを思い出し、ディアヴロは懐かしさを感じた。

「ロゼ、あの頃の記憶は、あるのか？」

「……マス……ター？」

「我が名はディアヴロ……いや、おまえには@Diablo-13と言ったほうがいいか」

「ッ!!」

　ロゼが呆ぼう然ぜんと立ち尽くす。

　その手から、双頭剣が落ちた。床に倒れて、コーンと音が響く。

　彼女の背後にあった巨大な機械の腕が、すーっと消えていった。この世界では召喚獣のような存在なのか？

　設定はあったもののゲームでは未実装だったので、よくわからなかった。その強さが尋常でないことは確かだが。

　もう戦意はないと思っていいだろう。

　ディアヴロは彼女へと近づく。

「今、帰ったぞ、ロゼ」

　彼女は肩を震わせ、両目を見開く。その瞳から、ぽろぽろと透明な雫しずくがこぼれ、形のいい頰をつたい落ちた。

　かすかに声が震える。

「お……お帰りなさいませ……マイ・マスター」





第五章　装備を新しくしてみる




　地下十三階──

『魔王の間』

　ディアヴロは懐かしい気持ちで周囲を見渡す。

「うむ」

　レムが顔を引きつらせた。

「……気色悪いです。まるで、大きな生き物の内臓に入ってしまった気分です」

「ほんとだねぇ」

　シェラも怯おびえた様子だ。

　ホルンはレムたちの傍から離れようとしなかった。今は布を胴体に巻いている。レムが寝るときのために持ち歩いているものだ。

　ディアヴロは上半身裸で、ホルンなんて全裸だったので、事情を説明するのに苦労した。

　しかも、実はホルンが女の子だったことも驚きで……

　場所がダンジョンの奥深くで、ルマキーナの告こく死し病びようのために急いでいなければ、あれこれと質問攻めにあっていたかもしれない。

　ルマキーナは大きな奇跡を起こしたため、かなり消耗したらしく、シェラの肩を借りて歩いていた。

　お人好しにも程がある。自分の命を狙っていた聖騎士ゲイバルトを瀕ひん死しの重傷から救ったらしい。

　そのゲイバルトは、みんながロゼ対ドラゴンの戦いに見入っているうちに、姿を消していた。

　──あんな悪党が改心するか？

　またルマキーナの命を狙ってくる可能性がある。警戒しておく必要があるだろう。

　先頭に立って案内するのは、ロゼだった。

　にっこり、とレムたちに笑いかける。

「今、マスターのご趣味を批判するような言葉が聞こえた気がするのですけれど……まさか、そんなはずありませんよね？」

「……その〝マスター〟とは、ディアヴロのことですか？」

「無論です」

「……この場所が、ディアヴロの趣味？」

　レムが怪け訝げんな顔をした。

　いつまでも隠しておくのは難しいか。

　しかし、どう説明する？　上手い説明が思いついていたら、とっくに言っていた。

　ロゼが口を開く。

「このダンジョンは、かつて別の場所にありました。それが何らかの力により、この空間へ転移させられたようです」

「……そんなことが可能なのですか？」

「可能なのでしょうね、実際に起きたのですから。そして、異なる場所に存在したとき、このダンジョンを創造されたのが、マスターなのです」

「えっ!?」

　レムたちが、ディアヴロのほうを見る。

　背筋を冷や汗がつたった。自分の造ったダンジョンを攻略してドヤ顔していたなんて、なんだか恥ずかしい。

　呆あきれられただろうか。馬鹿にされるだろうか。ドルヲタだと思われただろうか。

　レムが真剣な表情でうなずいた。

「……なるほど……それで、仕掛けに詳しかったのですね。納得です」

「このダンジョン、ディアヴロが造ったの!?　すごーい!!」

　シェラが瞳を輝かせる。

　予想外の反応だ。

　ホルンが首をかしげた。

「で、でも、さっきまで道に迷ってたような……？」

　──鋭いツッコミ来ました！

　ディアヴロは平静を装いつつ、心臓をドキドキさせていた。

　ロゼが答える。

「マスターが指示されたのは、各階の内装と仕掛けについてです。細かな枝の道など知らなくて当然のこと。そもそも本来であれば門前まで私が出向き、転移にて最下層へお連れすべきところ……」

　彼女がうつむく。

　ぐっ、と歯は嚙がみした。

「……マスターが帰還されたというのに、気付くことができず……このロゼは出来損ないです。どうか、お気の済むように処分なさってください」

「気にするな」

　ディアヴロは鷹おう揚ように返した。

　この異世界はＭＭＯＲＰＧクロスレヴェリとは違う。ログイン画面もメニュー項目も表示されないので、固有空間からスタートする方法などないのだった。

　ロゼが身体をくねくねさせる。

「なんとお優しいのでしょう！　けれどよいのです。マスターのお怒りが鎮まるのなら、腕をもがれようと、頭を割られようと、ロゼは……ロゼは……」

　むしろ恍こう惚こつとした表情を浮かべていた。

　呼吸が荒い。

　ディアヴロは引き気味だったが、メイドの言動にたじろぐなんて魔王らしくないので、余裕ぶって肩をすくめる。

「我は気にせぬと言っているのだ」

「は、はい、申し訳ございません。このロゼに、なんなりと体罰を！」

　──どうしても罰を受けたいのかな!?

　レムが疑わし気な視線を向けてくる。

「あの、ディアヴロ……この方とは、どういったご関係なのでしょうか？　立ち入ったことを聞くようですが」

　微妙に余所余所しかった。

　そして、なんと答えたものか考えているうちに、ロゼが人差し指を立てて返事してしまう。

「ウフフフ……それはもちろん、このロゼの全てはマスターにご奉仕するために存在するのです。この指も、この身体の隅々も、髪の一本一本まで」

「……あなたの忠誠心が旺盛であることは理解しました。しかし、わたしはディアヴロに尋ねているのです」

　先ほどの戦闘を見ていながら、臆することなく張り合うレムの精神力は、ものすごいと思う。

　二人が睨にらみ合った。

　ロゼがつぶやく。

「マスターの客人でなければ、今頃は《アステリズモス》で刻んでおりましたのに……」

「……あなたはディアヴロの使用人で、わたしはディアヴロの仲間です。どちらが格上かは理解できますね？」

「チッ」

　ロゼの言う《アステリズモス》とは、先ほどの巨大な双頭剣のことだ。

　剣筋が星座をなぞる十二種の攻撃を持っている──という設定はあったが、ゲームに実装はされていなかった。

　まさかラージブラックドラゴンを倒すほどとは。

　もしも、戦闘機能が実装されていたら、ダンジョン攻略まわりのゲームバランスが激変していただろう。

　ふとレムとシェラが最初はケンカばかりしていたのを思い出す。今でも言い争いはするが、他愛のないじゃれ合いばかりだ。

　ディアヴロは睨にらみ合うレムとロゼの間に割って入った。

「いい加減にしておけ。今は、昔話よりも重要なことがある。ロゼよ、我の宝物庫は存在しているか？」

　彼女の説明は、なかなか上手かったので乗ることにした。

　レムたちにとっては、いろいろ説明不足で尋ねたいこともありそうだが、話の邪魔はしなかった。ディアヴロが何を優先したのか理解しているからだ。

　ルマキーナの告こく死し病びようを解呪しなければならない。そのアイテムがなければ、ここまで来た意味がなかった。

　ロゼが奥を指し示す。

「もちろん、宝物庫の守りは完璧でございます。こちらへ」





†






　玉座の裏にある扉の先には、無限とも思えるほどの広い空間があった。

　こんなものが砂漠の地下にあるとは、到底信じられない。

　ディアヴロの持っているポーチと同じで、魔術的に別の場所と繫つながっているか、あるいは空間そのものが魔術で作られているのではないか、と思えた。

　無数に石の台座が並んでいた。どこまでも続くほど。

　台座のうえに、物品が置かれていた。

　レムが目を細める。

「……まるで墓地のようです」

「これも、ディアヴロが造ったの？」

　尋ねられて首を横に振った。

「俺は必要な物を指示するだけで、手元へ持って来させていた。あちらの世界ではな」

「わー、王様みたいだね」

「当然だ。我は魔王だからな」

　というのはゲームの話で、アイテム一覧から必要なものを選択していただけのことだが、それらを説明しても理解されないだろう。

　無数の物品を眺め、ディアヴロは途方もない気分になる。

　種類やレアリティでの並べ替えソート機能は……あるはずもないか。

「ううむ……」

「なにをお探しですか、マスター？」

「《白はく牛ぎゆう像ぞう》だ」

　期間限定イベントの報酬で、種別は《大切なもの》だったか。

　ロゼがうなずいた。

「それならば、こちらです」

　──おお、覚えてるのか！　ロゼ、有能！　ゲームで配置したときは〝ル○バかよ〟なんて思ってごめんね！

　内心の感謝は隠して、ディアヴロは魔王らしくうなずいた。

「許す、案内するがよい」

「かしこまりました、マイ・マスター」

　丁寧にお辞儀してロゼが歩きだす。

　ほどなく、見覚えのある物が、台座のうえにあるのを見つけた。

　白色の子牛の像だ。

　ぼんやりと薄く光っている。

　思わず走り出しそうになるが……

　──いやいや、それは魔王らしくない。落ち着け。

　ディアヴロは魔王ロールプレイをしている。そうやってキャラを作らないと、他人と会話するなんて無理だから。素で話そうとすると「うー」とか「あー」とかしか出なくなってしまう。過去の忌まわしい失敗が脳裏を駆け巡り、まともな思考が保てなくなる。

　今の自分は魔王ディアヴロだった。

　演出は重要だ。

　お目当ての宝を見つけ、駆け寄ってはしゃぐ──そんなの、新米冒険者みたいではないか。

　がんばって足取りを変えずに近づいた。

　魔王らしく喉の奥で笑う。

「ククク……手間をかけさせてくれたではないか」

「……これなのですか、ディアヴロ？」

　レムの問いに、うなずいた。

「うむ、《白はく牛ぎゆう像ぞう》だ」

　これが！　とレムたちが声をあげる。

　シェラとホルンは瞳を輝かせ、ルマキーナは跪ひざまずいて手を合わせた。

　レムが尋ねる。

「……どのようにして使うのでしょうか？」

「なに、わからんのか？」

　──実は俺もわからん。

　ＭＭＯＲＰＧクロスレヴェリのシナリオでは、この《白はく牛ぎゆう像ぞう》が光るだけだった。画面を白くしてシーンを端折る、ゲームではよくある演出だ。

　そして、回復したＮＰＣたちに感謝される会話だけが流れた。

　ルマキーナが進み出る。

「あの……なんとなくですが、わかります」

「さすがだな。許す、使うがよい」

　ディアヴロは驚きを顔に出さないようにしつつ、石像の前を彼女に譲った。

　ルマキーナが《白はく牛ぎゆう像ぞう》の頭に触れる。

「感じます……神様の……温かさを……」

　彼女は目を閉じた。

　その心の内で、どんなことを想ったのかはわからない。

　石像が白色に輝きはじめた。

「わわ……」

　シェラが瞳を輝かせて身を乗り出す。

　逆にレムは後ずさり、警戒している様子だった。その後ろに、怯おびえたホルンが隠れる。

　ディアヴロは不安を押し殺し、悠然と眺めていた。

　──大丈夫だとは思うが、緊張する。この石像はゲームと同じように効果を発揮してくれるだろうか？

「ん……」

　ルマキーナが吐息を漏らした。

　頰を上気させ、その肌に玉の汗が浮かぶ。

「はぁ……はぁ……んっ……くふぅ……はぁ……はぁ……」

　ぴくんっ、と身体を震わせた。石像に触れていないほうの手で、彼女は自らの下腹部を押さえる。

「ん……く……はふぅ……」

「大丈夫なのか？」

　ディアヴロの問いに、ルマキーナがうなずいた。

「はい。神様を……すごく近くに……か、感じてしまって……」

「そうか」

　感じてしまっているのか。

　ルマキーナの身体から、黒色のもやが染み出してきた。

「あッ、んッ」

　スカートのスリットの間から、とくに濃いもやがこぼれてくる。

　彼女が苦し気な声をこぼす。

「あ、熱い……です……」

「大丈夫、ルマキーナちゃん!?」

　シェラが駆け寄り、スカートをつまんで引き上げた。

　告こく死し病びようは命に関わる。これは緊急時で、いわば医療行為みたいなものだから、卑ひ猥わいに感じるほうがどうかしているのだ。

　ディアヴロは事態の急変に備えて、彼女たちを凝視していた。

　生唾を吞のみこむ。

　シェラがルマキーナのスカートをまくりあげ、告こく死し病びようの痣あざが浮かんでいた太ももの付け根を晒さらす。

「あっ、ちょっと薄くなってる」

「はぁ……はぁ……はい……この石像には……神様の力が……んんっ」

　ビクッ、とルマキーナが身をよじった。

　倒れそうになった彼女を背中から、シェラが支える。

「がんばって」

「は、はい」

「ほら、こんな薄くなってきた。きっと、もうすぐ治るよ」

　シェラが痣の近くをなでる。

　ビクッ、とルマキーナが反応した。

「ッ、あふッ……そ、そこ……敏感に……なってます、から……」

「わわ……ごめん」

「でも、すこし、楽になったかも……です」

「そう？　こ、これくらいなら、痛くないかな？」

　シェラが肌のうえをやさしくなでる。

　ルマキーナが息を吞のんだ。その指に意識を集中するかのようにルマキーナが呼吸をとめる。

「くはっ……んくッ……はぁ……はぁ……くふぅ……」

「ど、どうかな、ルマキーナちゃん？」

「はぁ……シェラさんに……触れられると、ぴりって痺しびれたみたいになって……」

「なんか魔力を流しこんだときに似てるね」

「神様の力を……はぁ……いただいて、いるので……んぅ……」

「うん、ルマキーナちゃんの中に、どんどん光が入っていくの、わかるよ。黒色の変なのが、押し出されてる」

　シェラには魔力の流れが見えている。普段は賢さの足りない言動をしているが、実は天才なのだ。

　その指先が肌をなであげる。そのたびに、ルマキーナが嬌きよう声せいをあげた。
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「も、もう、立ってられな……」

　膝から力が抜けたらしく、ルマキーナが倒れそうになる。

　その腰をシェラが抱きかかえた。

「もうすぐだよ、ルマキーナちゃん！　あと少しで、悪いの、なくなるから！　ここから、消えるから！」

　シェラの白くて細い指が、告こく死し病びようの痣あざがある太ももの内側を摑つかむ。ぎゅっ、と力がこめられて、爪が肌を押す。

　ルマキーナが背筋を反らせた。

　ひときわ甲高い声があがる。

「あッ！　んあッ！　んはあぁあぁあぁあぁ～～～～～ッ!!」

　ディアヴロにも、はっきりと見えた。

　彼女の身体から黒い魔力の塊が、白い光に追い立てられるように飛び出してくる。

　その禍々しい魔力が、《白はく牛ぎゆう像ぞう》へと吸いこまれた。

　だんだんと像の輝きが減じていく。

　終わったのか。

　ルマキーナが脱力した。

　手足を投げ出し、支えていたシェラまで倒れそうになる。
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　ディアヴロは二人を受け止めてやった。

「無事か？」

「ルマキーナちゃんは、寝ちゃったみたい。もう大丈夫だと思う」

「すー……すー……」

　彼女の寝息は落ち着いており、穏やかだった。魔力の流れにも奇妙なところは感じられない。

「うむ、終わったようだな」

「うん！　すっかり呪いが消えたね！」

　シェラが嬉うれしそうに、ルマキーナのスカートをつまみあげて言った。

　たしかに、彼女の太ももの内側はきれいで、真っ白で、シミひとつない。黒紫色の痣あざは完全に消えていた。

　告こく死し病びようは解呪できたのだ。

　喜ばしい。苦労も多かったから、シェラが嬉しがっている気持ちは、本当によくわかるのだが……

　スカートを思い切り持ち上げているせいで、ルマキーナの太ももだけでなくパンツまで見えてしまっていた。

　彼女が眠っていなければ、きっと悲鳴をあげていただろう。

　直前まで嬌きよう声せいをあげていた少女の下着が、すぐ目の前でチラチラされる。

　ディアヴロは平静を装うのに、とても苦労した。

　この異世界に来てからはレムやシェラと行動を共にしているが、それまでは生身の女性と話す機会すら、ろくにない生活だった。

　正直、刺激が強すぎる。

　しかし、赤面する魔王なんて初心な感じはイメージが違う。

　ディアヴロは恥ずかしさをごまかすため、レムのほうへ視線を逃がした。

「ようやく、ひとつ片付いたな」

「……あ、は、はい。さすが、ディアヴロです」

　レムは顔を真っ赤にしていた。もじもじと内股を擦り合わせている。先ほどのルマキーナの様子を見て、照れてしまったのか。

　その隣にいるホルンも同じような様子だった。瞳が潤んでいる。

「あ、あの……トイレって、どこっすかね？」

　──トイレ!?

　少なくもゲームでディアヴロが設計したときは、考えたこともなかった。魔王のダンジョンに造らないだろう、そんなもの。

　ここがトイレで、ここがバスで、ここがキッチンで、とか……そんなの魔王城ではなく、リ○ちゃんハウスではないか！

　しかし、ここでぶちまけられては困る。そのうち自分も使う可能性が高いし、トイレは必要だ。

　ディアヴロは、ロゼのほうを見た。そういったことは、この魔導機マギマテイツクメイドに訊きくのが早いだろう。

　ロゼがホルンを見下したように薄く笑った。

「フフ……愚かしいことですね、マスター？　ここは魔王の居城です……そのように不浄なもの、あるはずがないでしょうに」

「ひぃぃ!?　魔王の城、恐ろしいとこっすー!!」

　ホルンだけでなく、レムやシェラまでおののいた。

　ディアヴロも内心で頭を抱える。

　──なんということだ！　ゲームの中で、ちゃんと造っておけばよかった！

　次からは各階に用意しよう、と心に決めるのだった。

　青ざめた顔をしてホルンが左右を見て……石の台座のうえにある大きめの銀杯を手に取る。コップというより花瓶くらいの大きさがあった。

　真剣な表情でホルンが懇願する。

「これ！　これを！　お借りしたいっす！」

「う、うむ」

　拒否したら大惨事になりそうなので、ディアヴロはうなずくしかなかった。

　ホルンが声が届かないくらい遠くまで駆けていく。無数に並ぶ台座の陰に姿が消えた。

　ロゼが眉をひそめる。機械仕掛けなのに、なかなか表情が豊かな子だ。

「よろしかったのですか？　あれは……」

「わかっている。しかし、俺には必要のないものだからな」

　──あれ、コラボイベントで手に入れたアイテムなんだけど、けっこう大仰な名前がついてたよなぁ。

《聖杯》

　たしか、アイテム説明にはこうあった。

〝聖杯の問いに正しく答えたなら、その者は天上からの祝福を授かる〟

　ホルンの用途については考えないようにした。

　まだロゼは不満げだ。

「……あのような者に秘宝を貸し与えるなど」

「よいのだ。こいつらには、ここにある装備を使わせようと思っていたところだしな」

「なっ!?　マスターのコレクションを、このような者たちに!?　ありえません！　マスターの所有物は、マスターだけの物であり、このロゼが管理している……」

「こいつらがマトモな装備をしていたほうが、我の面倒が減るだろうからな。我の物だというのなら、我がどのように使っても問題はあるまい？」

「……くっ…………御心のままに」

　歯は嚙がみしつつ、お辞儀した。

　彼女の頭に手を置いて、髪をなでてやる。さらさらで、ちょっと気持ちよかった。

「感謝しているのだ、ロゼ。おまえがいなければ、目的の物を探すだけでも一苦労だったからな」

　びくっ、と彼女の肩が震えた。

　そういえば、みだりに女性の髪に触れてはならない、とネットで見かけた気がする。

　──よく考えると、メカメイドでも女性は女性だろうか？

　セクハラか？　セクハラ魔王か？

　やっちまったか!?

　しかし、使用人にセクハラを謝罪するのは、いかにも魔王らしくない。どうフォローすべきか。

　悩んでいると、ロゼが顔をあげた。

　頰を上気させて、瞳がキラキラと輝いていた。声まで甲高くなって。

「なんなりとお申しつけください、マイ・マスター!!」

　ディアヴロはうなずいた。

　よくわからないが、納得してくれたようだ。

　それから、レムたちに向かって言う。

「待たせたな。おまえたちに、我が秘宝を与えようではないか！」

　彼女たちが驚いたように目を丸くした。
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「召喚獣もあるとよかったのだがな」

　ディアヴロは召喚術士ではないので、召喚獣のクリスタルは持っていない。

　代わりというわけではないが、レムに合いそうな軽装鎧よろいを用意した。

「……こ、これは？」

「《秘石の套かさね》だ。それなりに希少な物なのだぞ」

　ＳＳＲダブルスーパーレアの全身防具で、高い物理防御と魔術抵抗だけでなく、速度上昇の効果がある。本気で強化すれば、もっといろいろと付与できるのだが……入手してから宝物庫に置いておいただけなので〝無む凸とつ〟だった。

　レムが《秘石の套》を手に取る。

「……いただいても、いいのでしょうか？」

「試してみろ。おそらく、装備できるはずだ」

　魔術付与された武器防具は、一定レベルを超えないと装備できない。ゲームはそういう仕様だった。

　他にも渡すものがある。

　指示した物品をロゼが持ってきた。

　虹色の石が嵌はまった指輪だ。

「マスター、こちらが《猛獣の指輪》です」

「ご苦労。レムよ、これは召喚獣を強化する指輪だ。ＭＰ精神力消費が三割増しになるが、召喚獣の攻防が倍になる」

　レベルが１００を超えていれば、より上位のアイテムを与えられるのだが……

　強さの基盤となるのはレベルだった。

　そして、レベルは地道に上げるしかない。

　弱い者が強い武器を手にしたからといって連戦連勝のチートライフが送れるほど、この異世界もゲームも甘くなかった。

　レムが震える。

「……ま、まさか……それほど強くなったら、もはや別の召喚獣です」

「召喚術士というのは、そういうものだ。装備や魔術で召喚獣を強化する。そうしなければ、装備の充実した高レベル戦士に見劣りしてしまうからな」

　戦士系が魔術付与された武器や防具で戦闘力を何倍にもしているのに、素の召喚獣を横に並べてもさほど役に立たない。

　むしろ強化してもさほど役に立たないから〝召喚術士はロマン職業クラス〟と揶や揄ゆされているのだけれど。

　しかし、この世界はゲームと全く同じではない。

　レムに近接戦の才能があったとしても盾役を任せたいとは思わなかった。たとえ死ななくても手傷を負う危険性が高い。それより、召喚術のほうが安全だ。

　最後に籠手を渡す。

「《獣の魔手》という。やはり速度向上の効果がある。それと獣に対するダメージ増加だな。野獣、魔獣、召喚獣……戦うことは多いだろう」

「……はい」

「とりあえず、装備してみるがいい」

「……わかりました。ありがとうございます、ディアヴロ」

「うむ」

「……あの」

「どうした？　不足か？」

「とんでもありません……ただ、その……」

「む？」

　レムが頰を染めた。

「……見られていると、着替えにくいのですが」

「おお!?」

　装備変更だから、まったく失念していた。全身防具は、つまり服だ。変更するなら一度は下着姿になる必要がある。

「……試してきます」

　与えられた武具を抱えたレムが、そそくさと離れていった。

　ディアヴロは彼女の後姿から視線を引き剝がす。

「よ、よし、次はシェラだな」
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「はい！」

　ばびっ、とシェラが手を挙げた。

　上から下まで、じっくりと眺める。

「ふむ……なるほど……よし！　なにもない。次だ」

「えええっ!?　ひどいよ、ディアヴロ！　レムばっかり！　あたしにも服とかちょうだいよ！」

「それは、エルフの王族の服だろう？　魔術付与が何重にも施されている」

「うん」

「貴様がレベル１００を超えれば、それより強い服を用意してやろう。しかし、今のレベルでは、それが上限だ」

　隣でロゼがうなずいた。

「鑑定によれば、その全身防具は《コート・オブ・プリンセス》です」

　聞いたことがない。ゲームには未実装の防具か。

「ロゼよ、魔術付与の状態はわかるか？」

「はい、マスター……彼女の《コート・オブ・プリンセス》には七重の魔術付与がなされています。各種身体能力の向上や、魔術抵抗の強化など」

　──つまり、これもＥＸエクストラ級ということか。

　ディアヴロが装備していた《漆しつ黒こくの虚うろ》と同程度の装備だった。適正レベルの差はあるが。

　当然、入手した素の状態では、それより上の防具はない。

　それに武器もだ。

「シェラの弓は、もともと強いうえに、クルムの魔術付与がなされている。今のレベルで、それより強い弓はない」

　これもロゼが鑑定して《シルヴェストルボウ・ダークネス》という名称だとわかった。

　威力や命中率の向上に加え、与ダメージ時に高確率で《石化》させる。

　驚いたのは、適正レベル70以上だったことだ。

　つまり、シェラは弓使いとしてはレベル70以上ということになる。

　レムが聞いたら、ショックを受けそうな数字だった。

「しゅーん」

　シェラが肩を落とす。

「困ったやつだ。自分の武具が強いとわかったのだから、喜ぶべきではないか」

「でも、レムだけディアヴロからプレゼントされたら、悲しいよ」

　そういう問題か？

「仕方のないやつめ。そういえば、矢があったな。使うがいい。《突風の矢》もあるぞ。一〇〇本くらいな」

「わわっ、すごいね！」

　ロゼに魔術付与された矢を何種類か、ここへ持ってくるよう指示を出した。

　今までは店売りの《樫かしの矢》を使っていたが、さらに効果的な働きができることだろう。

　色とりどりの矢を前にして、シェラが満面の笑みを浮かべた。

「これ使っていいの!?　わー悩むー。どれ持っていこうかな!?　ありがとう、ディアヴロ！」

「これで、より活躍できるな」

「うん！」

「弓使いとして」

「……わー……悩むね。これ使うかどうか」

　いきなりテンションが下がった。彼女は召喚術士になりたいと思っているのだ。

　そろそろ、弓使いに専念するべきだと思うのだが。

　ディアヴロは視線を次へ移す。

「さて、待たせたな、ホルン。まずは服からか」

　ふとシェラは台座にある物品に目を留めた。

　銀色の指輪だ。

「ねえ、レムが指輪、もらってたよね？　あたしも欲しいな、こういうの」

「好きにしろ」

　呪われるような物品は、このあたりには置いていない。何の役にも立たないコレクションアイテムばかりのはずだ。そのため、ディアヴロは確認もしなかった。

　どうせ《魔王の指輪》を装備している自分が使うことはない。

　シェラが嬉うれしそうに左手の薬指に、それを通した。
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　ロゼが首を傾かたむける。

「このグラスウォーカーは、どうして裸なのですか？　意味がわかりません」

「俺が服を焼いてしまったのでな」

　その説明では、やはり理解不能だったようだ。ロゼは首をかしげたままだった。

　ホルンが赤面する。

「ううぅ……せめてズボンは残してほしかったっす」

「命が助かっただけでも僥ぎよう倖こうだと思え。それに服なら用意してやる」

「ありがたいっす！　このままじゃ街に帰れなかったっす！」

「貴様は《盗賊シーフ》だったな」

「細かいことを何度も言うっすけど、《探索者シーカー》っす」

　聞こえない振りをして、頭の中で宝物庫にある武具のなかから、最適なものを選ぶ。

　レベル20くらいだと、ほとんど選択肢がなかった。

　ロゼに言って、持ってきてもらう。

　ホルンの身長だと台座の上は見難いから、床に並べた。

「これが《トレジャーミニ》だ。速度向上だけでなく、少しだが魔術抵抗も上がる。もちろん物理防御の魔術付与もあるのだぞ」

　レベル20程度で装備できる防具としては優秀なＳＲスーパーレア級の装備だ。

　それはいいとして、燃やしてしまったものと大きく異なる点があった。

　ホルンが目を見開く。

「スカートっすか!?　しかも、ミニスカっすか!?」

「そこに気付くとは、やるではないか」

「気付くっす！　ふつーっす！」

「まぁ、気にするな」

「気にするっす！　ハシゴのぼるときとか、しゃがんだときとか、コケたときとか、パンツが見えちゃうっす！　ミニスカでダンジョンに潜るやつなんて痴女っす！」

　──おい、ばか、やめろ。

　どれだけ大勢にケンカを売る気なのか。

　ホルンがこれ以上危険な言動をしないよう、ディアヴロは腕組みして考える。

「男メンバーの戦意高揚効果があるかもしれんぞ？」

「ウチのパンツで高揚するヤツとパーティー組みたくないっす」

　十二歳だもんな。

「しかし、レベル20程度で魔術付与のある服となると、これが一番上等でな」

　隣でロゼが薄く笑った。

「マスターの差配に文句を垂れるとは……このまま、地下五階に放置してきましょう。きっと自らの浅はかさを理解することでしょう」

　ホルンが怯おびえだす。

「五階って、それ雪の階じゃないっすか!?」

「フフフ……大丈夫です。一〇分もすれば、寒くなくなりますから」

「それ死ぬやつっす！　イヤっす！　まだ死にたくないっす！」

　待て待て、とディアヴロは割って入る。

「どうしても嫌なら、別のもある。しかし、ぎりぎりで攻撃を回避できたり、受けた傷が軽くて済んだりするかもしれぬ……それでも嫌か？」

　うっ、とホルンが息を吞のんだ。

　しばらく固まる。

　おそらく、今までに経験した〝死ぬかと思うような状況〟が脳裏を駆け巡っていることだろう。

「……うぐぅ……わ、わかったっす。たしかに、冒険者たるもの、パンツより命っす」

「正論だな」

　パンツに命を懸けるヤツは多いがな。

　次にマントと短剣を渡す。

「この《スルーマント》は隠遁技能ハイドスキルを強化する。そして《シャドーナイフ》だ。武器なのに回避力が上がるという妙な性能だが、レベルが低いうちは重宝するだろう」

「あ……古いほうは、置いてかないとダメっすか？」

　ホルンが自前の短剣をなでた。

　なんの魔術付与もない普通の安物の短剣だ。ゲームなら自動で強化素材に回されるような鉄てつ屑くずだった。

「理由があるのか？」

　少し言いにくそうに、ホルンが寂しげな表情をした。

「んと……師匠の形見っす。天井が落ちてくるトラップにかかって、ぺしゃんこになっちゃって、これだけが……残ったっす」

《盗賊シーフ》がトラップにかかったのか。しかも、こんな鉄てつ屑くずしか装備してなかったとすると、弟子を取るようなレベルではなかっただろうに。

「ううむ……」

　何と言っていいか、ディアヴロは迷った。

　ロゼが断言する。

「その程度の実力で師を名乗るなど、烏お滸こがましい。分不相応な過信です」

　言いにくそうなことを、ズバッと言う子だった。魔導機マギマテイツクらしいといえば、らしい。

　ホルンが頭をかく。

「そっすね。ウチも師匠はすごい人じゃなかったと思うっす……でも、だから、それなのにウチを養ってくれたこと、感謝してるっす」

「あ……」

　ロゼが口ごもった。

　ディアヴロは鼻の奥がツンとなる。昔から、イイハナシ系に弱いのだ。

　ホルンの両肩に、ばんっと手を置いた。

「どっちも持っておけ！　魔術付与なんぞなくとも、その短剣は貴様を守るだろう！」

「あ、ありがとうっす、ダンナ！」

　ぱぁ、とホルンが笑みを浮かべる。

　それは種族や冒険者という立場などを感じさせない、十二歳の女の子らしい笑みだった。
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　ホルンも新しい服を持って、駆けていく。

　今度は《聖杯》を何かに使うためではなく、着替えのためだ。

　レムもまだ装備変更中らしい。その様子を見てくる、とシェラも宝物庫の奥へ向かった。

　ディアヴロはルマキーナのほうに視線を向ける。

　ベッドなんて気の利いたものはなかったので、厚手のマントを重ねて、そのうえに寝かせていた。

　まだ目を覚まさない。

「ふむ……まぁ、なにか用意しておくか。あとは、俺の装備だな。ん？　どうかしたのか、ロゼ」

　彼女がうつむいて肩を震わせていた。

「……いえ……マスターの意に従うことこそ、このロゼの喜び。ですが……あのような者たちに秘宝の数々を」

「使わなくては、取っておいた意味もない」

　ゲームをやっていたときは、コレクション感覚だった。

　しかし、与える相手がいるというのも、これはこれで楽しいものだ。

　彼女たちが自分で身を守れるようになれば、ディアヴロの負担が減るのも事実だし。

　ロゼがうなずく。その表情は泣いているような笑っているような感情の入り混じったものだった。

「はい。マスターの命令に従うことができ、至上の喜びを感じています。けれども同時に、嫉妬で狂ってしまいそうです」

「お、おい……」

「以前のマスターは、私だけを可愛がってくださいましたのに」

　──固有空間に連れてくるような知り合いがいなかったからなぁ。

　家具に話しかけるだけの寂しい生活だったか？　と自分の過去を振り返ってしまう。

　ろくな思い出がなかった。

　頭を振って、ネガティブな記憶を追い払う。

　大切なのは今と未来だ。過去にこだわるのはよそう。今の自分は魔王ディアヴロなのだから。

「我は孤独を好んでいたのだ。ただ、それだけのこと」

「今は違うのですか？」

「いや、そんなことはないがな」

　レムやシェラがいると楽しい、と感じている。しかし、一人になると落ち着くのも事実だった。

　ロゼが微笑む。

「マスターが静寂をお望みでしたら、今すぐにでも雑音を消してさしあげますが？」

「やめろ」

「……はい」

　不満そうな様子ではあったが、うなずいた。

　困った。

　自分のメンタルですら常に限界いっぱいなのに、人の心までフォローできない。嫉妬で狂いそうと言われても、魔導機マギマテイツクメイドに与えられる武具などないし……

　ふとディアヴロは考える。

　──ＭＭＯＲＰＧクロスレヴェリには、魔導機マギマテイツクメイドに与えられる武具などなかった。しかし、ここは異世界。攻撃魔術で地形を変えられ、ドラゴンや魔導機マギマテイツクメイドと会話ができる。製作費七〇億円かけたゲームよりも自由度が高い、もうひとつの現実だ。

　ディアヴロは近くの台座にあった青色の髪飾りを手に取った。

　ロゼが首をかしげる。

「いかがしましたか、マスター？　それは《水の髪飾り》──レベル制限のないＮノーマル級防具で、水属性の攻撃に３％の抵抗が……」

「これは、俺がＭＭＯＲＰＧクロスレヴェリを始めて……あ、わかるか？　クロスレヴェリやゲームという言葉は？」

「……申し訳ありません」

　それらの単語は知らないか。

　どうやらロゼは、〝自分やダンジョンが最初からこの世界に存在したわけではない〟と理解していても〝元はゲーム内の存在だった〟とは認識できていないようだ。




　ＭＭＯＲＰＧクロスレヴェリを知っているのは、やはりディアヴロだけだった。




　言葉を変える。

「これは、我が生まれて初めて獲得した物品なのだ」

「え……」

　ロゼの頭に載せてみる。

　ろくに用意もしておらず、ありあわせで済まないが、ここに彼女が居てくれたことへの感謝を示したかった。他の者たちにばかり物品を与えていることに、嫉妬を感じるというのなら、これで少しは気持ちが変わってくれると嬉うれしい、と思う。

　そんな想いを言葉にできるほど、ディアヴロは口が達者ではなかった。

　だから黙って髪に飾る。

　ロゼが硬直した。

　ディアヴロはテーブルのうえに硬貨を立てるときのような緊張感で、手を離す。

　効果が発生しているかはわからないが、《水の髪飾り》が外れて落ちたりはしなかった。やはり、この世界は自由度が高い。

「おまえの強さでは、役に立つことはないだろうが……」

「これを預かればよろしいのでしょうか？」

　黙って頭に載せただけでは、理解されないか。

　苦労して言葉を考える。

「違う。管理ではない。それは……気に入らなければ、無理に受け取れとは言わないが、ロゼへのプ、プ、プレ……つ、つまり、魔王から貴様に下か賜ししてやろうというのだ！」

　照れ隠しが魔王ロールプレイになった。

「ッ!?」

　彼女が一瞬フリーズする。

　ゲームでは会話もできなかったし、贈り物もできなかった。

　なんだか、妙な気分だ。

　ロゼが肩を震わせる。

「こ、これを……くださる、のですか？　私に？」

「たいしたことのないアイテムだが、我の思い出の品ではあるのだ」

　魔導機マギマテイツクには価値がわかりにくかっただろうか。

　物品の選択ミスかもしれない。

　これだから、コミュ障は……と自分で自分に失望する。

　ロゼの表情から、苛立ちのようなものが消えた。仮面のような無表情に戻る。

「ありがとうございます、マイ・マスター……ご心配をおかけして、申し訳ありませんでした。ロゼは大丈夫です」

「そうか」

　ディアヴロは安あん堵どの吐息をついた。

　まさか、ＭＭＯＲＰＧクロスレヴェリの世界で、女の子の嫉妬をなだめるためにプレゼントを贈ることになるとは……

　──こんなの、ファンタジーＲＰＧじゃなく、恋愛シミュレーションじゃないか。しかもゲームバランスが厳しめの懐かしいやつ。

　慣れないことをして疲れたが、ロゼの機嫌が直ったようなのでよかった。

　思考を切り替え、自分が使う武具の名前を挙げる。

　ロゼが静かにうなずいた。
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「む？　目覚めたか」

「……んぅ」

　ルマキーナが目を開く。

　ディアヴロに気付き、彼女は慌てて立ち上がろうとした。

　ふらついて、また倒れそうになる。

　ディアヴロは支えてやり、少し強引に座らせた。

「まだ動くのは早い。解呪できたとはいえ何日も呪じゆ詛そを受けていたのだからな。疲労していて当然だ。そのうえ、大きな治癒の奇跡まで使ったと聞いたぞ、馬鹿をしおって」

　しかも、自分を殺そうとした敵を助けるために……

　本当にお人好しだった。

　ルマキーナは小さくうなずくと、素直にマントのうえで体操座りになる。

　ちょっと妙な印象を受けるが、この国の人は地面に座る習慣がない。胡坐あぐらや女の子座りをする文化がなかった。椅子に座る姿勢のまま、お尻を落としていった形が体操座りなのだろう。

　彼女は乱れた衣服を整え、露になっていた太ももを隠した。

　ほんのり頰を染める。

「すみません。先ほどは、見苦しいところをお見せいたしました」

「いや、よいものを見られ──」

「え？」

　妙なことを口走りそうになった。ディアヴロは咳せき払ばらいをしてごまかす。

「コホン！　気にするな、あれらは呪術のせいだ」

「ありがとうございます……そう言っていただけて、心休まります」

「今、宝物庫の武具をレムたちに与えていたところだ。しかし、おまえもシェラと同じで充分に上等なものを着ているようだな」

「え？　服ですか？　聖騎士長バドゥタが用意した衣装ですが……大だい主しゆ神しん官かんとして恥ずかしくない格好だとは思います」

　かなり高度な物理防御と魔術抵抗が施されているようだ。造りも丁寧で上品だった。

　宝物庫のなかに、ルマキーナが着ているよりも性能の高い防具はある。彼女の治ヒ癒ー術ラ師ーとしてのレベルは１００を超えている様子だから、おそらく装備できるだろう。

　しかし、彼女には大だい主しゆ神しん官かんという立場がある。相応しい衣装となると今着ている神官服が最適に思えた。

　いくら魔術付与による性能が上でも、ヘソや胸元が露出した衣装では問題があるだろう。

　──女性用の衣装って、なぜかレベルが高いほど布の面積が減っていくんだよなぁ。

　ディアヴロは用意しておいたアイテムを見せる。

「首飾りや腕輪などもある。好きな物を持っていくがよい。おまえがまだ教会を是正する戦いを続けるのであれば、役に立つであろう」

「こんなにも……ありがとうございます、ディアヴロ様」

　ルマキーナが視線を巡らせる。

「ん？　なにか気になる物でもあるのか？」

「いえ……あの、みなさんは？」

　気になって当然か。

　他の者たちのことより先に、まず装備の話をした自分がおかしいのだ──とディアヴロは理解した。こんなところにも、ぼっちの習慣が出るらしい。

　魔王ロールプレイをしていなかったら、良識を疑われていた。危なかった。

「あいつらは問題ない。だいぶ疲れていたらしく、今は《魔王の間》のほうで寝ている」

「よかったです」

　ルマキーナが表情をやわらげた。

　それから話を戻して。

「あの、いただきたい物があるのです」

「ほう？」

　少し意外だった。彼女の性格からして、何も欲しがらないのではないか、と思っていたのだが……

　ルマキーナが視線を向ける。

「あの《白はく牛ぎゆう像ぞう》をお譲りいただけませんでしょうか？　ジルコンタワー市には、いまだ大勢の告こく死し病びようで苦しんでいる者たちがいるのです」

「なるほど、おまえらしいな。自分のことよりも、まず人助けか」

「自分では普通だと思っているのですが……おかしいでしょうか？」

「おかしいな。だが、そのままでいろ。降りかかる火の粉くらいは、我が払ってやる。貴様はそのままでいい」

　モンスターがうろつき、種族差別が横行し、教会は腐敗している──そんな世界に清らかな心持ちの少女がいることをディアヴロは尊いと思う。

　手助けしてやりたい。

　ルマキーナが目元をぬぐった。

「嬉うれしいです……神様に、そのように言ってもらえて……」

「あ、いや……」

　そういえば、彼女はディアヴロを神様だと信じこんでいた。故あって地上では魔王を自称する冒険者をしているが、実は神である、と。

　しかも、彼女の大切なところまで見てしまったせいで、もしもディアヴロが人ひと族ぞくであるなら結婚しなければ！　などと思っているらしい。

　ルマキーナは善良だし、美人だし、スタイルだって文句のつけようがない。

　しかし、コミュ障の自分が大だい主しゆ神しん官かんの婿になれるとは思えなかった。ミミズが空を飛ぶくらい無茶だ。

　そのようなわけで、彼女に神様と呼ばれても、ディアヴロは否定できないのだった。

　──でも、ルマキーナは賢いし、俺の噓うそに気付いてそうなんだけどな？

　じっ、と少女を見つめる。

　相手が瞬きすらせず、こちらを見つめた。

　かわいい。

　かわいいのだが……人の視線が苦手なディアヴロは、思わず目を逸らしそうになる。ヘビに睨にらまれたカエルの気分だった。

　ルマキーナが桜色の唇を開く。

「あの、神様……《白はく牛ぎゆう像ぞう》はお譲りいただけませんでしょうか？」

「え？　あ、その話か。う、うむ！　持っていくがよい。いや、かなり重そうだから荷車が必要か」

「いいえ、私、がんばります。持って帰ります。一刻も早く街に届けたいのです」




「……わたしたちも、お手伝いしましょう」




　急に声がして、ディアヴロは振り返る。

　レムが苦笑していた。

「……相変わらず、人助けのために無茶をするのですね、ルマキーナ」

「レムさん。それに、みなさんも」

　シェラが駆け寄ってくる。

「ルマキーナちゃん、元気になったんだね！　よかった！」

　いきなり抱きついた。ルマキーナも抱きしめ返す。

「ありがとうございます。シェラさんにも、いっぱいお世話になってしまって」

「ううん！　仲間は助け合いだよ！」

「仲間……そう言ってもらえることが、とても嬉うれしいです」

　レムが肩をすくめた。

「不敬ですよ、シェラ？　大だい主しゆ神しん官かんを仲間などと……いえ、そういえば、あなたは王族でしたね」

「立場なんて関係ないよー。レムもルマキーナちゃんもホルンちゃんも……それにディアヴロもロゼさんも仲間だもん！」

　レムが赤面する。

　ホルンが目を丸くした。

「ウチも、仲間っすか!?　本当っすか!?　あ、今だけっすか!?」

「ちがうよー。ずっと仲間だよー。だって、一緒にがんばって冒険したじゃん」

　少し離れた位置で、ロゼが迷惑そうな顔をした。

「ロゼは冒険していません」

「じゃあ、これから一緒に冒険しよ？」

　シェラの言葉に、ロゼが困惑したような表情を見せる。

「いえ……マスターに、十三階に配置されましたから」

　ふとディアヴロは気になった。

「魔導機マギマテイツクメイドは配置場所から離れることができないのか？」

「わかりません。このロゼはダンジョンから出たことがないのです」

「そうか。ならば、試してみればいい。今から、ジルコンタワー市に向かう。告こく死し病びようにかかっている者が多いので、《白はく牛ぎゆう像ぞう》を持っていく──とルマキーナが言うのでな」

　人助けのために汗をかく魔王というのは、ちょっとイメージと違うだろうか。いや、それを言い出すと、大だい主しゆ神しん官かんに協力するのも妙か。

　しかし、ディアヴロとて本音では〝助けられるものなら助けたい〟と思っていた。

　中身は〝困ったときは助け合い〟の国で育った凡人なのだ。

　ロゼが眉をしかめる。

「ジルコンタワー市ですか。今から像を運んでも、意味があるかどうか……」

「なに？　どういう意味だ？」

　まさか、告こく死し病びようが予想よりも早く進行したとか？

　ルマキーナが息を吞のむ。レムたちも表情を硬くした。

　ロゼが淡々とした口調で語る。




「魔王軍がジルコンタワー市に進攻しているようです」





幕間




　リフェリア王国歴一六四年七月二七日、午後──




　砂船の甲板上──台座に設置された玉座に腰かけ、ラムニテスは遠方を睨にらんでいた。

　兵士が駆けてくる。

「報告！　民衆の退去は半数が完了した、とのことです！」

「まだ半数か。遅すぎる」

「申し訳ありません！　聖騎士長の所在が不明なため、教会側との調整に手間取っており、傷病者の移送が進まず──」

「それは前から指示していたはずだが？」

　伝令に苦言をぶつけても仕方ないが、ラムニテスは不機嫌を隠さなかった。

　魔王軍の大だい将しよう軍ぐんバナクネスと名乗る魔族が攻めてきた翌日から、こうなることは予想できていた。

　次の満月に合わせて、いろいろと用意してきたのだ。

　舌打ちする。

　──まだ、満月まで三日もあるではないか！

　細かいことに拘る男は嫌いだが、大雑把で約束を守らない男は、もっと嫌いだった。

　別の伝令が駆けてくる。

「魔王軍、距離──五〇〇〇メルド！　目視しました！　数、およそ三〇〇！　大型魔獣の姿もあります」

　──数は三〇〇か。

　人ひと族ぞくであれば、取るに足らない小集団だ。砂船一隻ぶんの兵士がいれば、充分に戦えるだろう。

　こちらは、この短い期間に四〇〇〇〇の兵士と冒険者を搔かき集めた。砂船も大小二〇〇隻ほど用意した。大規模な戦力だ。

　しかし、足りない。

　敵は魔王軍──魔族と魔獣の混成部隊だった。個々の戦闘力が違う。

　四〇〇〇〇対三〇〇でも一桁足りない。そう考えていた。

　ラムニテスは命令する。

「敵陣形の把握、急げ。敵軍には飛行する種もいる、上空監視を厳とせよ。近づくならば鳥でも落とせ！」

「了解！」

　次々と報告がもたらされた。

　魔王軍は速度を落とすことなく、接近してくる。

　最前列は中型魔獣。

　部隊の中央に、亀のような大型魔獣がおり、その背に司令官らしき者の姿を確認した。

　魔族バナクネス。

　蝙蝠こうもりの翼を持つ美形の青年だ。

　もう肉眼でも敵軍の一体一体が見える距離まで近づいた。

　腕のいい者なら魔銃マギガンが届くくらいだが、一発や二発、先に攻撃しても全体の足並みが乱れるだけだ。

　むしろ、ここで戦線を構築し、なるべく戦いを長引かせる。その間にジルコンタワー市からの退去を完了させなくては……

　できるだけ民間人を逃がすこと。兵を消耗しないこと。自分が生き残ること──それがこの戦いにおけるラムニテスの目的だった。

　今の戦力差では勝てない。ジルコンタワー市は陥落するだろう。しかし、人的な損害を最小限にすれば逆襲の機会は作れるはず。

　双眼鏡で敵陣を睨にらんでいた監視兵が、声をあげる。

「魔王軍、中央の大型魔獣だけが突出してきます！　背に敵司令官が乗っていると思われます！」

「なんだと？」

　戦術のセオリーとして、司令官は部隊の中央か、後ろ寄りに控えて、守られているものだった。

　チェスでキングを最前列に出す者はいない。

　しかし、相手は出てきた。

　ラムニテスは迷う。

　挑発だろう。

　兵たちに発砲命令を出してもいいが、バナクネスがジルコンタワーに侵入したことは、すでに噂うわさとなって広まっていた。

　──ここで私が後ろに引っこんでいては、士気が下がるか。

　司令官であるラムニテスが魔族を恐れているのでは、と兵に疑われたら、戦線の維持は難しくなる。

　舌打ちした。

　魔族が心理戦を仕掛けてくるとは……

　ラムニテスは声を張る。

「艦長、この《ゴルカリオス》を前に出せ！　随伴は要らぬ！」

　挑発に応じるように、ラムニテスの乗る旗艦《ゴルカリオス》だけの前進を命令した。

　経験豊富な艦長だったが、魔王軍に単艦で挑むとあって、一瞬の躊ちゆう躇ちよを見せる。それでも、実直に従った。

「三番、四番の帆を開け！　半速前進ッ!!」

　呪術付与された大きな帆が風を受ける。重い大型の砂船が、周りを置いて前進していく。

　部隊の緊張が高まるのを感じた。

　魔銃マギガンや弓矢どころか、声が届く距離にまで敵に近づく。
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　両軍が睨にらみ合う、ちょうど中央で──

　巨大な魔獣の甲羅に乗ったバナクネスと、砂船に乗ったラムニテスは睨み合った。

　バナクネスは数日前の夜と同じようなタキシードに身を包んでいる。戦場よりも夜会に出るような恰かつ好こうだった。

　彼の周りには、トカゲの尾やカラスの翼を持つ女たちが四人ほど侍はべっている。

　そういえば〝私のハーレム〟などと言っていたか。

　ラムニテスは怒鳴りつける。

「戦場に女連れか！　巫ふ山ざ戯けおって！　その傲ごう慢まんに相応しい末路をくれてやる！」

「フフフ……この者たちは私の愛おしい妻たちにして、魔王軍の幕僚です。そして、ファニス、君の姉し妹まい嫁よめでもある」

　ラムニテスの目つきが鋭くなった。

「なんだ!?　その〝姉妹嫁〟というのは!?」

　バナクネスがにこやかに微笑む。

　左手の薬指を立てた。

「私のハーレムに加われば、この者たちは君の姉妹になるという意味ですよ。仲良くしてください。私は争い事が嫌いです」

　彼の指には銀色の指輪が嵌はまっている。そして、周りにいる女たちも誇らしげに指輪を見せた。

　ラムニテスは吐き捨てる。

「余が魔族なんぞを婿や姉妹に持つなど、有り得ぬわ！　この痴れ者どもが！」

「君のために、指輪を用意しましたよ？　ちゃんとサイズも合わせてあります。早く君に嵌はめてあげたい。そして、早く愛し合いましょう」

「戯化たわけめ……渡したい物ならば、余も貴様の為だけに用意してある」

「おお、それは楽しみです！」

　バナクネスが両手を広げる。

　ラムニテスは傍らに立てかけていた魔銃マギガンを摑つかんだ。彼女の身長ほどもある長大なライフルだ。

「受け取るがいい！」

　半身になり、両手で構えた。もう右肩の負傷は癒えている。

「余の領地から立ち去れ、化物ども！　《ライトニングショット》ッ！」

　威力を増すための魔術を詠唱チヤージした。

　引き金トリガーを絞る。

　両軍が睨にらみつける戦場の中央で、最初の銃声が一発だけ響き渡った。

　多重の魔術により強化された銃弾が──




　バナクネスの左胸を貫いた。




　衝撃波が広がる。

　相手の左胸に、ぽっかりと穴が開いた。

　彼は、それを見下ろす。

「………………素晴らしい」

　そう言い残して、ばったりと後ろに倒れた。

　ウオオオ────ッ!!　と人ひと族ぞくの軍隊が歓声をあげる。「キング！　キング！　キング！」と讃たたえる声があがった。

　確かな手応えに、ラムニテスは唇の端を歪ゆがめる。

　これで敵軍の指揮が乱れれば、勝機が生まれるかもしれない。

　慌てた様子で、彼のハーレム嫁の一人が駆け寄った。

　いや、駆け寄るという表現が正しいのかどうか……彼女は上半身は人だが、下半身は魚だ。

　その半魚の女が触れると──

　むくり、とバナクネスが身体を起こした。

　服に穴は開いているが、もう肌には傷一つ残っていない。

　彼は余裕の笑みを浮かべた。

「フフ……驚きました、魔王様に力を授かる前でさえ、これほどの手傷を受けたことはありません。ファニス、愛おしい……私は貴女を絶対に妻に迎えることを、この左胸に誓います」

「治ヒ癒ー術ラ師ーか。小賢しい」

「君の妹嫁になる子です。恥ずかしがり屋さんだから優しくしてあげてください」

　バナクネスに紹介されると、半魚の女が照れたように両手で顔を隠した。

　ギリッ、とラムニテスは奥歯を嚙かむ。

　タンタンタン、と三回爪先で床を鳴らした。

　その合図で、艦長が片手を上げる。号令なしに船員たちが帆を操作しはじめた。帆が風を受ける。

　旗艦《ゴルカリオス》が砂を蹴った。急速回頭し、敵から離れる。

　同時にラムニテスは命令──

「全軍、突撃ッ!!　バナクネスよ、逃げる猶予は与えぬ！」

　待っていたとばかりに、砂船が前進をはじめた。まず軍艦で肉薄する。そして、冒険者たちを投入する──そういう作戦だった。敵司令官が突出した状態で乱戦に持ちこめば、まともな指揮はできないはず。

　亀のような大型魔獣は逃げる素振りさえ見せなかった。

　バナクネスの隣に寄り添うように、トカゲの尻尾を持つ女が立つ。

「いいの？　滅ぼしてしまっても、ワタシ……が？」

「ええ、君のしたいようにしていいですよ。そのためにファニスを引き離したのですからね」

　──なんだと!?

　ラムニテスの背筋を悪寒が走った。

　トカゲ女が両手を広げ、声を張りあげる。

「ああああああああああああ──────────────────────!!」

　空気が震えた。

　同時に、地面に巨大な裂け目が走る。

　軍艦が進む先に、崖が現れた。大量の砂ごと、砂船が落ちてしまう。

　無数の悲鳴があがった。

　何隻かは巧みな操艦により裂け目に落ちることを避けたが、最前列に並べた精鋭の多くが失われてしまう。

　ラムニテスは拳を握りしめた。

　──これほど大規模な魔術を使える者がいるとは！

　部隊は大混乱に陥った。失われた艦の把握すら難しい。

　そして、傍観していてくれるほど、魔王軍は優しくなかった。

　この世の物とは思えぬ奇声をあげて、魔族と魔獣の群れが突撃してくる。

　不自然に単独で突出していたはずのバナクネスの大型魔獣は動かず──結果として、前線よりやや後ろという指揮に絶好の位置で陣取る形となった。

　ラムニテスは歯は嚙がみする。

　──全て、ヤツの掌の上だったのか!?

　バナクネスが微笑む。

「大規模魔術で敵陣を混乱させ、全軍突撃をかける。前大戦では基本だった戦術ですよ？　人ひと族ぞくは本当に老いやすく忘れやすい……その儚はかなさと愚かさが私は嫌いではありません。さあ、素晴らしい悪夢を見て、やすらかに眠るといい」
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　戦場が怒号と悲鳴に満たされる。

　ラムニテスは敗れた。

　戦線は一日もかからず崩壊し、多くの兵は失われ……そして、自分も助かるまい。

「くっ……魔族の辱めを受けるくらいならば……いっそ……」

　ラムニテスは魔銃マギガンに弾丸を籠めた。

　指示を仰ぐ兵たちに、怒鳴る。

「敗北に沈むとしても！　この命尽きるとしても！　決して背は見せぬ！　余は砂の国の王なのだから！」

　兵たちが拳を振り上げた。

　命令する。

「目標は敵司令官！　大型魔獣に向けて、突撃せよ！」

　艦長が操艦を伝える。

「《ゴルカリオス》全速前進ッ！　砲手を前方に集中せよ！　血路を開け！」

　魔銃を持った兵たちが、砂船の前方に集まり、迫りくる魔族や魔獣に向けて撃ちまくる。

　全ての魔族や魔獣が、バナクネスのように頑強なわけではなかった。あれが強すぎるのだ。

　魔銃の弾丸が当たれば、普通はダメージを与えられる。

　ラムニテスは敵本陣を睨にらみつけた。

「……問題はバナクネスの取り巻きか。あの調子だと、他の女どもも尋常ならざる能力を持っているに違いない」




「そのとおり～♪」




　すぐ近くから、場違いな明るい女の声がして、ラムニテスは目を見開く。

　直後、脇腹に鋭い痛みが走った。

「がはっ!?」

　気が付けば──

　ラムニテスは甲板に倒れ伏していた。

　脇腹が焼かれたように熱い。大量の血が溢あふれ出る。

　そして、自分の影から、黒色の何かが人の形を作るのを見た。

　──影の中から、現れただと!?

　カラスの翼を持つ女だ。

　女が黒色の巻き毛を揺らして、倒れているラムニテスを見下ろしてくる。

「いない、いない、ばあ～♪」

「き、貴様は……!?」

「んふふ～、バナクネスから〝この船を止めるように〟って言われて来たんだけど～？　あたし、自分より乳の大きい女はキライなのよね～？　だから、ハーレムには入れたくないの。死んで？　死んじゃって？」

　周囲を監視していた護衛の兵たちが、今更になって気付いた。叫び声をあげつつ剣を振る。

　しかし、魔族の女は片手だけで、剣を受け止めた。カラスの足のような鉤爪のついた手をしていた。

　影から出てくるだけではない。彼女は相当に強い魔族なのだ。

　ラムニテスは声を絞り出す。

「に、逃げろ……」

　その言葉が届く前に──

　パン！　パン！　と妙に軽い音が連続する。魔族の女の鉤爪が、兜かぶとごと兵たちの頭を潰した音だった。

　護衛の兵たちが、一瞬にして軀むくろと化す。血だまりに沈んだ。

　ラムニテスの心に絶望が押し寄せてくる。

　──なんだ、これは？

　心臓を撃ち抜いても死なない司令官。深手を一瞬で回復させる治ヒ癒ー術ラ師ー。艦隊を潰すほどの魔術師。人の影から出現する暗殺者……

　悪夢だ。

　──こんな連中に、前大戦で人ひと族ぞくは勝ったというのか？

　ありえない。

　戦いにすらならなかった。

　ラムニテスはつぶやく。

「……こんなものが、戦争と……呼べるか？」

「そうよね～、こんなものは戦争と呼べないわ。魔族による、人ひと族ぞくの──虐殺ショーね」

　魔族の女が嗤わらった。

　真っ赤に濡ぬれた鉤爪を振りかぶる。

「バイバ～イ♪　人ひと族ぞくって、弱すぎてつまらなかったわ」

「……だれか」

「ん？」

　ラムニテスは甲板に倒れ伏したまま、声を漏らす。

「だれか……助けてくれ……兵たちを……民たちを…………」

「バッカねえ～。死にたくないなら、生まれてこなければよかったのに♪」

　視界が閃せん光こうに覆われる。




　狂乱に沸く戦場に、無数の雷が降り注いだ。




　落雷の轟ごう音おんで、空気が揺れた。

　魔族の女が顔色を変え、周囲を見渡す。

「なんなの!?」

「……今、のは？」

　天候は晴れていたはず。

　ラムニテスの知らない現象だった。

　どこかで兵が声をあげる。

「敵の突撃部隊、半減！　こ、混乱してます！　雷が、落ちた!?」

　大規模な魔術や魔王軍の突撃を受けたのとは別種の驚きが、兵たちに広がっていた。




『──帰還してください。状況が変わりました』




　バナクネスの声がした。

　魔族の女が耳に着けている装飾イヤリングから声が流れてくる。

『聞こえていますか？』

「帰還!?　なんで!?　あたしに殺させて！」

『不許可です。敵陣で孤立すると危ないですからね。君を失いたくない』

「あたしが、孤立!?　どういうことよ!?」

　彼女が周りを見回す。

　ラムニテスも身体を起こした。

　そして、空に浮かぶ何者かを見つける。

　──あれは、誰だ？




　真っ黒な鎧よろいを身にまとった男が、杖を構えている。




「《ライトニングメテオ》ッ!!」

　男が杖を振り下ろすと、無数の雷が降ってきた。

　元素魔術だ。

　大気が震えて、魔族や魔獣たちを焼き払う。それは明らかに人ひと族ぞくの操る域を超えた魔術だった。
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第六章　武器を使ってみる




「まさか、助けに行くのですか、マスター？」

　ロゼが意外そうな顔をした。

　ディアヴロは思案する。

　魔族に襲われそうな街があるなら、助けたい。単純な人情としてだけでなく──人ひと族ぞくを魔族から守るのは、ＭＭＯＲＰＧクロスレヴェリの基本ストーリーだった。

　ゲーマーとして捨て置けない。

　しかし、ピンチの街へ一目散に駆けつける魔王というのも、ややイメージと違うか。

　ディアヴロは鼻を鳴らす。

「フンッ……人の街など、我にとっては、どうでもよい。しかし魔王軍だと？　我の許しもなく魔王軍を称するとは──看過できんな！」

「なるほど、マスターのお怒りに気付けないとは、このロゼ……恥ずかしいかぎりです」

　納得してくれたようだ。

　レムも出発の用意をする。

「……そういった理由ではありませんが、わたしも行きます。魔族に襲われそうな街があると聞いては、放っておけません」

「うん！　困ったときは助け合いだよ！」

　シェラも弓を背負った。

　ホルンが拳を握る。

「ウチも行くっす！　いつも世話になってる街の人たちを助けたいっす！」

　ガクガクと膝が震えていた。ものすごく怖がっている。

　ルマキーナがうなずいた。

「きっと、私たちが居合わせたことは神様の思し召しに違いありません。街を救うために尽力したく思います」

　ロゼが首をかしげる。

「貴女たちが戦力になるとは思えません。マスターの足を引っ張るだけではありませんか？」

　レムが首を横に振った。

「……戦場とは、敵と戦うだけの場所ではありません。あなたは実際の戦場を経験したことがないのではありませんか？」

「む。それは……このロゼはマスターに創造されたときより、ダンジョンを出たことがありませんから」

「……幸せな人ですね。ディアヴロ、準備はできました。急ぎましょう」

　レムが強引に会話を打ち切った。ロゼからの反論はない。

　急いだほうがいいのは間違いなかった。

　彼女は頭の中で、道中の計画を立てたらしい。

「……どれほど急いでジルコンタワー市に向かっても、二日はかかります。でも運がよければ、まだ街は無事かと」

　結界もないジルコンタワー市が、魔族の大軍に持ちこたえられるとは思えなかった。

　それが困難だからこそ、人ひと族ぞくの前線拠点は城塞都市ファルトラだったのだから。

　ディアヴロは今にも扉に向かいそうなレムたちを引き留める。

「焦るな」

「……ディアヴロ？」

「二日もかけては、とうてい街を救うのは無理だ。間に合うはずがなかろう」

「そ……それは……そうかもしれませんが……」

　レムだけでなく他の者たちも絶句する。

　ホルンは泣きそうだった。

　ディアヴロはアイテムを取り出す。うっすらと白く光る羽根だった。

《天使の羽》だ。

　使用者のパーティー全員を任意の拠点に転移させる。

　ゲームでは上級者が初心者を連れまわせないよう、パーティーの全メンバーが訪れたことのある拠点にしか移動できない仕様だった。この異世界では、どうなっているのだろうか？

　そもそも、作動するのだろうか？

　前に《リターン》を使ったときにも危惧したが、失敗して『いしのなかにいる』という事態もありえた。生き埋めだ。

　正直に危険性を伝えるべきか？

　意味がない。どうせ警告したところで、この者たちなら〝それでも試す〟と言うだろう。そうでなければ、魔王軍から街を助けようなどと言うわけがない。

　なにより、アイテムの危険性を説明するなんて、魔王らしくなかった。

　ディアヴロは周りに羽根を見せる。

「これは《天使の羽》という。ここにいる者たちを任意の拠点に転移させる秘宝だ」

　レムが目を丸くした。

「そ、それは……ディアヴロが、前に《ウルグ橋きよう砦さい》から一瞬にしてファルトラ市に駆けつけてくれたときの……？」

「少し違うが、転移魔術であることは同じだな」

「……それなら、確実に間に合いそうですね」

「そうでなければ使う意味がない」

「あ、あの……」

「なんだ？」

「……それ、目をつぶっていても、いいでしょうか？」

　カァッ、とレムが赤面した。

　そういえば、砂船のときも恐がっていたのを思い出す。自分の足以外で移動するのが苦手らしい。ちょっと微笑ましかった。

　シェラが身を乗り出す。

「わぁ、アレだよね!?　また使うの!?」

　彼女は前にディアヴロが転移を試したとき、一緒に体験していた。どうやら、楽しかったらしい。

　ホルンが首をかしげる。

「なんすか？」

　ルマキーナは疑問を投げかけてくることさえなかった。おそらく、ディアヴロを信じ切っているのだろう。それはそれで恐い気もするが……

　ロゼが寂しげな笑みを浮かべた。

「……マスター、このロゼは他の街に行ったことはありません」

「うむ」

「こ、ここで……お別れなのでしょうか？　また、お帰りになる日を夢見て……待ちたいと思います。いつまでも」

「待て。たしかに、おまえは他の拠点を訪れたことはない。しかし、ゲームの……あ、いや、あちらの世界では──魔導機マギマテイツクは人に数えられていなかった。俺の所持する道具として数えるなら転移できるやも……」

　そこまで言ってから〝道具扱いは酷いかな〟と思った。

　ロゼが泣きそうな顔をする。

「マスター……」

「あ、う、すま……いや……」

　魔導機マギマテイツクメイドに謝る魔王というは、ナシだ。しかし、どうフォローしたものか──と悩むのは意味がなかった。

　ロゼが相好を崩す。

「素敵です！　マスターに〝道具として数える〟と言っていただけるなんて！　このロゼは、幸せ者です！」

「…………そう、なのか」

「他の者が、このロゼを道具呼ばわりしたときは、《アステリズモス》の染みになっていただきますが……どうぞ、マスターはロゼを末永く道具としてお使いください。昼でも夜でも」

「昼でも夜でもな」

「ウフフ……夜は、どう使っていただけるのでしょう？　ンハァ……」

　ロゼが頰を染めた。

　──妙な使い方はしませんよ!?

　魔導機マギマテイツクメイドは《家具》だ。その価値観は、いささか人とは異なるようだった。

「とにかく！　時間が惜しい！　転移するぞ！」

　ここまで偉そうに言って〝この異世界では《天使の羽》が使えませんでした〟などというオチだったら──と想像するだけで、冷たい汗が背筋をつたう。

　レムが手を差し出してきた。

「……あの……握っていて、もらえませんか？」

「あ、うむ」

　ディアヴロは彼女の手を握った。小さくて、ちょっとひんやりしていて、やわらかい。

　反対の手をシェラが摑つかむ。一緒に《天使の羽》を握る形になった。

「あたし、こっちね！」

「な……!?」

　それを見て、ロゼが不服そうな顔をしたが、シェラは気にしない。

「ロゼさんはディアヴロの所持品なんでしょ？　おんぶとかでよくない？」

「うっ……それは……魅力的な提案です。けれども、このロゼは外見のわりに重量がありますから……これで」

　ロゼがディアヴロの服をつまんだ。

　彼女は少女の外見をしているが、機械だ。もしかしたら、鉄のように重いのかもしれない。

　あるいは、背後に現れる巨大な手や双頭剣の重さも込みなのだろうか。

　だとするとレベル１５０のディアヴロでも、背負うのは厳しそうだった。

　ルマキーナとホルンも手を繫つなぎ、五人で輪を作る。それと一体。

　ゲームでは、こんなふうに輪を作る必要はなかった。

　しかし、これなら間違いなく、どこからどう見てもディアヴロたちはパーティーだろう。

　魔術を使うときの要領で、意識を《天使の羽》に集中する。

　──転移しろ！　ジルコンタワーへ!!

　貴石の塔が脳裏に浮かんだ。
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　語るまでもないだろうが、転移は成功した。

　ジルコンタワー市で情報を収集し、レムたちは砂船で──ディアヴロは飛ひ翔しよう魔術で戦地へ向かった。

　到着したときには、もう戦端は開かれていた。

　しかも、人ひと族ぞくの軍隊は壊滅寸前だ。

　何隻もの砂船が、魔術で作られたらしい裂け目に落ち、魔王軍の突撃に悲鳴をあげるばかりで組織的な抵抗ができていなかった。

　ディアヴロは上空から見下ろし、魔術を使う。

「《ライトニングメテオ》ッ!!」

　無数の雷が魔王軍の突撃部隊を焼き払った。密集していると、効果が大きい。

　乱戦になっているところは、魔術が使いにくかった。

　ゲームでは敵にだけダメージを与えられるが、この異世界では敵味方関係なく魔術で吹き飛ばしてしまう。

「あのあたりは、任せるか」




　白色のオーラを纏まとった召喚獣が、突進する。

　三本角の巨大な雄牛だった。術者の装備により、大幅に強化されている。

「行きなさい、《アスラウ》ッ!!」

　レムが叫んだ。

　乱戦のなかで魔族に体当たりする。

「ゴハッ!?」

　獅子の頭をした巨体が、吹っ飛ぶ。それだけでは仕留めるほどのダメージにはならないが、乱戦ということは周りに人ひと族ぞくの兵士も大勢いる、ということだ。

　地面に転がった魔族に対し、鍬くわで畑を耕すかのように剣や斧おのが振り下ろされる。

「ガッ!?　ギザマ、ラ！　ヨワイ、ヒューマン、ノ、グゼ、ニ……!?」

「おうよ、俺たちは弱い人間ヒユーマン様だ！　だから、こうして倒れた魔族を大勢でタコ殴りにしてんだろうが！」

「ア……ガ……ヤメ……!?」

　頭を砕く一撃により、獅子頭の魔族の姿が、無数の光の粒子へと変わる。

　魔族や魔獣は、死ぬと光になって消えていくのだ。

　これが野獣との差異だった。

　レムが叫ぶ。

「次！　熊みたいな魔族に行きます！」

「「「了解！」」」

　兵たちが応えた。

　唐突に現れた冒険者で、しかも豹ひよう人じん族ぞくの女だったが……的確な判断と指示により、周囲の兵たちが自然と指揮下に収まっていく。

　戦果を挙げるたびに、行動に従う兵が増えていった。

　大型の魔族にすら痛撃を与えられる強化された召喚獣と、何本も持たされたＭＰ精神力回復ポーションの存在が大きい。

　混乱を極めている前線のなかで、レムの周りは統制を取り戻しつつあった。




　空から、肉食鳥のような魔獣が降ってきた。翼を広げた幅は一〇メートル近くある。

「キシャアアアアアッ!!」

「《トライアングルシュート》だよッ!!」

　甲高い少女の声が響いた。

　三本の矢が、ほぼ同時に放たれる。

　しかも、どれも魔獣の強力な物理防御を貫通する《突風の矢》だった。

　ダメージが入れば、《石化》の可能性がある。しかも、三発だから判定も三回だ。

　巨大な魔獣が、あっさりと石像に変わった。

　落下して、砕け散る。

　光になった。

　シェラが特殊な矢を使って攻撃したのだった。

　砂船の帆の上を、森の木々のように渡り歩き──優れた技術と強力無比な弓矢で、凶悪な魔獣を仕留めていく。

　しかも、その姿は神々しいまでに美しい。

　窮地を救われた兵たちは、〝女神様に助けられた〟と噂うわさするのだった。




　後方から、大勢の兵士たちが援軍に駆けつける。

「おい、力貸すぜ！」

「助かる！　って、おまえ!?　さっき負傷して運ばれたんじゃ……!?」

「聞いて驚け！　なんと大だい主しゆ神しん官かん様に治していただいたんだ！」

「あんな大ケガを!?　スゲエぜ！」

　治癒の奇跡は、負傷兵を復帰させるだけではない。

　兵士たちに〝負傷しても癒してもらえる〟という安心感を与える。

　ジルコンタワー市では教会堂が閉鎖されたり、高額な寄付金による教会不信が広がっていたが……

　それでも、多くの兵たちにとって宗教は心の支えとなっていた。

　その教会の最高位──大だい主しゆ神しん官かんが駆けつけてくれたのだ。これより心強い支援はない。

　魔王軍に対する恐怖心は薄れ、増援による戦力増が、局地的に状況を挽ばん回かいしていく。




　一ヵ所だけ、異様な場所があった。

　そこに存在した魔王軍の部隊が忽こつ然ぜんと消失する。

　戦闘と呼べるものは発生しなかった。

　魔族魔獣は死体が光になって消えていく。そのため、現象の痕跡すら残らなかった。

　少女が佇たたずむ。

　背中が大きく開いたメイド服らしき衣装を着た少女だ。

　エメラルド色の瞳で空を見上げるのは、魔導機マギマテイツクメイドのロゼだった。

「ああ、マスター……なんて素敵なのでしょう！　大地を睥へい睨げいして雷を落とすお姿は、まさに魔王！　全ての地面を這はい回る愚物どもよ、見上げなさい！　あれが魔王！　このロゼのマスターなのです！」

「ナンダ……コノオンナ？　チイサイ、ヨワソウ……喰くイタイ……」

　両生類の頭を持つ魔族が接近してきた。

　他にも三体ほどいる。コレクションでもするかのように、殺した人ひと族ぞくの頭を何個も腰にぶら下げていた。

　普通の少女ならば悲鳴をあげてもおかしくない。

　しかし、悦に入っていたところを邪魔され、ロゼは露骨に不機嫌な顔をした。

「なんと愚かなカエルでしょう？　このロゼがマスターを讃たたえる邪魔をするとは──」

　両生類の魔族の口から、太い舌が伸びてきた。

　一瞬にして、ロゼは舌に巻かれ、動きを封じられる。

「コイツ、喰くウ！」

「どうしてくれるのかしら？　魔族の下品な臭いが、マスターから頂いた洋服についてしまいました。貴方だけは、一瞬で殺してあげませんよ？　《アステリズモス》ッ！」

　ロゼの背後に、巨大な双頭剣が出現する。

　魔族たちは驚きよう愕がくして硬直──などしなかった。魔族は戦闘に際して、臆さず、怯まず、怠けない。

　出現した双頭剣と、それを操る機械仕掛けの手。それに対して四体の魔族が反撃した。

　ロゼが嗤わらう。

「フフフ……アハハハ！　その程度の貧しい実力で、このロゼに挑むというのですか!?　図体ばかり大きくて脳の足りない魔族に、真の恐怖を教えてさしあげましょう。さあ、死になさい！　《ディデュモイ》《カルキノス》《レオン》《パルテノス》ッ!!」

　歌うように星座を挙げていく。

　星の位置をなぞるように、巨大な双頭剣が空間を切り刻む。

　人ひと族ぞくの武具を通さない魔族の皮膚を裂き、肉を断ち、骨を砕いた。弾丸すら見切るはずの目に、剣筋さえも追わせない。四肢をもいでも再生する肉体を持つが、その能力を発揮する前に光の粒子へと変えてしまう。

　この場所では戦闘と呼べるものは発生しなかった。魔導機マギマテイツクメイドのロゼによる掃除だけが行われる。

　ヒュージ級のドラゴンすら圧倒する彼女に、下級の魔族たちが対抗する手段など、存在しないのだった。

　また何もなくなった場所で、ロゼがため息をつく。

「ああ、このロゼとしたことが……お仕置きをするつもりだったのに、また一瞬で殺してしまいました。いやだわ、うっかりさんなのですから……こんなことではマスターに呆あきれられてしまいます」





[image: ]
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　形勢が逆転しつつあった。

　どちらが多く殺したかでいえば、圧倒的に魔王軍のほうが人ひと族ぞくを殺している。

　しかし、もともと数が一〇〇倍以上も違う。

　三〇〇ほどだった魔王軍は、半数近くになっていた。それに対し、人ひと族ぞくは三〇〇〇〇が健在だ。

　混乱は収まり、ほぼ統制を取り戻しつつある。

　裂け目に落ちた砂船から、兵だけでも引き上げるなどして、部隊の再編も進んでいた。




　ディアヴロは部隊の先頭にいる砂船へと降りる。

　新しく装備した《虚空の舞踊》というブーツは飛ひ翔しよう魔術の効果を持っているが、使用にはＭＰ精神力が必要だった。不必要なＭＰ精神力消費は避けたい。

　しかし、降りた砂船には見知った顔があった。

　──こいつの船だったのかよ!?

　ディアヴロは内心の動揺を隠して、いかにも知っていて訪れたかのように言う。

「生きていたか、ジルコンタワー領主よ」

「ラムニテスだ」

　彼女は脇腹を応急処置しているところだった。ＨＰ生命力回復ポーションを使っても、失われた血は戻ってこない。大量に出血すると貧血のような状態になるのだった。

　顔色が悪い。

　脂汗を垂らしながらも、ディアヴロに言い返してくる根性は立派だと思う。

　ラムニテスが敵陣を指さす。

「助力には素直に感謝しよう……しかし、気を抜くな！　これからだ！」

「なに？」

「敵の司令官は、魔王軍の大だい将しよう軍ぐんバナクネスだ。心臓を撃ち抜いても死なぬ。そして奴の配下には、強力な魔術師や治ヒ癒ー術ラ師ーがいるようだ。人の影から出てくる魔族にも気を付けろ」

　ディアヴロはうなずいた。

「案ずるな、それくらいは予想している。まぁ、極大魔術を見舞ってやれば、引き上げるだろうし……」

　ラムニテスの指し示した方向に、視線を向ける。

　亀のような大型魔獣だ。

　甲羅に設置したソファーに、タキシードを着た青年が腰かけていた。蝙蝠こうもりの翼がある。

　カラスの翼がある女魔族を抱き寄せていた。

　──え？

　ディアヴロは硬直する。

　他にも、トカゲ尻尾のある女魔族が、今にもキスしそうなほど顔を寄せている。

　その隣の人魚みたいな女魔族は、顔を真っ赤にしていた。なんと、ふくよかな胸を男魔族の手が摑つかんでいる。

　ディアヴロの頭が理解することを拒む。信じられなかった。

　自分のものではないような、かすれた声をもらす。

「噓うそ、だろ……？」





お　っ　ぱ　い　も　ん　で　や　が　る






　魔族の男女の指に銀色の輪を見つけた。

　──結婚指輪!?

　カップルだ。

　間違いなくカップルだった。イチャイチャラヴラヴだった。

　ディアヴロの頭の中が、真っ白になった。

　笑い声が聞こえる。

　誰だ？

　しばらくして、自分が笑っていることに気付いた。

「フハ、フハ、ハハハ……フヒ……」

「な、なんだ!?　どうしたのだ、ディアヴロ？」

　ラムニテスが後ずさった。

　そんなにも驚かれるような表情をしているのだろうか。わからなかった。ただ、胸の奥から、真っ黒な感情が湧き出してくる。

　無意識のうちに、ポーチから特殊なポーションを取り出していた。魔力を増大させる、ブースト系だ。

　全て飲み干す。

　魔力が限界まで強化された。

　ディアヴロは手にした杖《トネールアンペラール》に命じ──変形させる。

　黒色の杖がハサミのように開いた。左右に分かれた杖の間に紫電が走り、プラズマの刃が伸びる。光の大剣となった。

　異様な雰囲気に、ラムニテスが再び質問してくる。

「どうしたのだと訊いている、ディアヴロ！」

「……ああ……問題ない」

「そうは見えないが？」

　今の自分がどんな表情をしているのか、わからなかった。ただ質問してきた者に対し、意思を告げる。




「ちょっと、あいつ、殺してくる」




「なっ!?」

《虚空の舞踊》にＭＰ精神力を注ぎ、飛ひ翔しよう魔術を発動させる。

　魔力が強化されたせいか、かつてない速度だ。

　弾丸のように、ディアヴロは大型魔獣に向かって突っこむ。

　魔族の青年バナクネスが立ち上がった。

「おや、意外と好戦的ですね？　しかも純粋な魔術師のはずなのに、接近戦を挑んでくるとは……」

　本陣となる大型魔獣の周囲は、飛行系の魔獣が守護している。

　ディアヴロは光の大剣《トネールアンペラール・リベレ》を振った。同時に詠唱チヤージする。

「《ライトニングアロー》ッ!!」

　剣の効果により、魔術は七重で発動する。

　飛翔魔術、光の大剣、魔術の七倍消費でＭＰ精神力がごっそり持っていかれた。だから、ディアヴロはポーチからＭＰ精神力回復ポーションを取り出し、補給する。

　効率など考えない。

　コストなど頭から消えている。

　最大の破壊！　最強の魔術！　徹底した殲せん滅めつ！

　七重で放たれた《ライトニングアロー》は大型魔獣の頭上を覆いつくし、守っていた魔獣をすべて粒子に変えた。

　バナクネスが顔色を変える。

「なんなのですか……この魔術師は!?」
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「ワタシ……がッ！」

　トカゲ尻尾の女魔族が、男の隣に並び、魔術を放ってきた。甲高い声をあげる。

「ああああああああああああ──────────────────────!!」

　特殊詠唱だった。

　ディアヴロは嗤わらう。

　──手と手を重ねて一緒に協力して戦ってます、ってか？　自慢かよ。

　土属性が得意な魔術師らしい。

　拳サイズの石いし礫つぶてが、音よりも速く飛んできた。魔族の使う魔術は、低レベルでも威力が段違いだ。

　レベル70の《スリングダイヤモンド》だと思われる。人ひと族ぞくが使ったときは、もっと遅く飛んでくるのだが。

　──まぁ、なんでもいい。

《魔王の指輪》

　全ての魔術は反射する。ディアヴロに当たった瞬間、石礫は超音速で術者へと返っていった。

　トカゲ尻尾の女魔族は純粋な魔術師タイプだったらしい。回避も防御もしなかった。

　細い胴体に、拳サイズの穴が開く。

「ゴフッ!?」

　口から緑色の血を吐いて、目を見開いた。

　すぐ隣にいたバナクネスが啞あ然ぜんとする。

「なん……だと!?」

「あ……バ……ナ……ク……」

　男の名を呼びながら、トカゲ女の身体が光の粒子へと変わって、消えていく。

　そいつの名前らしきものを人魚型の女魔族が叫んだ。

　ディアヴロは大型魔獣の甲羅に着地する。

　相手までの距離は一〇歩ほど。

　もう近接戦闘の距離だ。

　魔術師には不利だとされている、この近距離を──本気になったディアヴロは最も好む。相手が近接戦闘に秀でていようとも。




　足元の影が歪ゆがむ。

　ディアヴロ自身の影から──鉤爪が飛び出してきた。

「よくも！　わたしの妹を殺したわね!?　あなたも、死になさいよッ!!」

　カラスの翼を持つ女魔族か。

　攻撃がディアヴロの胸元へと伸びてきた。

　わずかな動きで避ける。それと同時に、相手の手首を摑つかんだ。

〝接触〟が条件の魔術を発動する。

「……全てが静止する世界へと失せるがいい……《アブソリュートゼロ》」

「ヒッ!?」

　ディアヴロが触れている手首部分から、相手の身体が白く凍っていく。

　彼女が目を見開いた。

「イ、イヤ……消えるのはイヤ！　死ぬのは……!!　た、助け……て……!!」

「ああ、そういえば……〝死にたくないなら、生まれてこなければよかったのに〟などと言っていたのは、おまえではなかったか？」

「殺さないで！」

「……もう、遅いな」

《トネールアンペラール・リベレ》の効果により、七発ぶんの《アブソリュートゼロ》が重ねられた。

　さすがは魔族と誉めるべきか。

　本来なら一瞬で凍りつくはずの魔術を受けて、命乞いをするほど耐えるのだから。

　カラスの翼を持つ女魔族は──

　影のなかから上半身だけを出した状態で、透き通るような氷の彫像と化した。やがて、光の粒になる。

「……なんだ……バドゥタのほうが、強かったではないか？」

　ディアヴロはつぶやいた。




　人魚型の女魔族が何かを叫んだ。声が小さすぎて聞こえなかった。

　両手を突き出す。

　魔術か？　それとも、特殊な攻撃か？

　彼女の行動を、バナクネスが片手で制する。

「やめておきなさい。この者は魔術反射を持っています。君の得意な水属性の魔術を放ったら、死にますよ？」

　──ほう、一度見ただけで理解したか。

　バナクネスの動きは、こんなときでさえ優雅だった。

「まさか、私の妻が二人も倒されるとは思いませんでした。貴方は、ただの人ひと族ぞくとは思えませんね」

「余裕があるではないか、色男。三人目を守ってみせるがいい──灼しやく熱ねつの炎よ弾けろ、《フレアバースト》」

　ようやく、相手の表情が変わった。

「なにを……!?」

　七重になった《フレアバースト》の爆発が、大型魔獣の甲羅すら焼き尽くす。

　大型魔獣の悲鳴が響き、ぐらぐらと床ならぬ甲羅が揺れた。

　連中がイチャついていた赤色のソファーを焼却する。

　この間に、ディアヴロはＭＰ精神力回復ポーションを飲んだ。消耗したぶんを回復しておいた。
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　爆煙が晴れる。

　ぐしゃぐしゃになった甲羅のうえに残ったのは、バナクネスだけだった。彼の腕の中で、ぐったりしていた人魚型の魔族が消滅する。

　バナクネスが真っ赤になった瞳で、ディアヴロを睨にらみつけてきた。

「なぜ！　彼女を巻きこんだ!?」

「意味がわからんな。敵として対たい峙じしておいて、攻撃されることに何の不思議がある？　そもそも、まず治ヒ癒ー術ラ師ーを狙うのは当然の戦略だ」

「おのれ！　おのれ！　貴様だけは、私が絶対に殺すぞ！」

　相手が足元を蹴った。

　一瞬で距離を詰めてくる。

　やはり、こいつは拳闘士タイプだった。

　ディアヴロは回避に専念する。剣で応戦したりはしない。

《トネールアンペラール・リベレ》は大剣としても優秀だが、攻撃を七重化する効果──魔術強化のために装備していた。

　近接戦の専門家に、不慣れな剣で斬りかかるなどという馬鹿はしない。

　バナクネスが目を見張る。

「なぜ！　避けられる!?　私は人ひと族ぞくのレベルを超越しているはず！　魔王様に力を頂き、レベルに換算するなら１６０は確実だ！」

「装備が悪い」

「なんだと……!?」

「どこの魔王に力を貰もらったかは知らないが……レベルなんぞは上限まで伸ばしていて当然だ。そのうえで、どんな装備をしているかで優劣がつく。最後は個々の技能──反応速度や状況判断で決まるのだ」

「ありえない……貴様は、なにを言っている？」

「理解できないか。しかし俺はそんな異世界から来たのだ。レベル上位者と戦った経験が乏しい魔族ごときに、負ける要素はない」

「吼ほえるな！　当たりさえすれば！　貴様なぞ、一撃で！　この一撃で！」

　突き出された拳を避ける。

　次も。

　その次も。

「さて……溜たまったな。そろそろ、終わりにしてやろう」

「なに!?」

「こいつを味わえば、人ひと族ぞくの街を攻めようなどというバカなことは、二度と考えないだろう。まぁ、考える機会もないだろうがな」

　ポーチから取り出したアイテム《幻影の秘石》を使う。効果は一瞬だけ、個体ターゲットの攻撃を絶対に回避できる。

　これで魔術の発動に集中することができた。

「白よ！　光と熱の浄化を以て全ては白へと還れ！　《ホワイトノヴァ》ッ!!」

　ディアヴロは片手を広げた。

　手の平より少し上に、ピンポン球くらいの大きさの真っ白い光球が生まれる。それを、地面代わりにしている大型魔獣の甲羅へ落とした。

　光球が、甲羅に触れた瞬間──

　真っ白に弾けた。

　轟ごう音おんに聴覚が塗りつぶされる。視界は完全に白くなった。




　ぱらぱら、と乾いた唇から、破片が落ちる。砂の地面に、バナクネスが横たわっていた。

「……ば、ばかな……なに、もかも……消えて…………」

「まだ息があるとはな……」

　傍らに立って、ディアヴロは見下ろしていた。

　驚きだ。

　これが本物の魔王に力を与えられた魔族の頑丈さなのか。

　ラムニテスが〝死なない〟と評するわけだ。

　七重にした《ホワイトノヴァ》を受けながら、まだ息があるとは。

　効果範囲に入っていた他の魔族や魔獣は、残らず消滅していた。

　殲せん滅めつだ。

　ところが、なんとバナクネスが立ち上がった。目玉を真っ赤にして叫ぶ。

「お、おのれ……おのれえええぇぇぇ────ッ!!　許さない！　絶対に！」

「……この魔王に、真の力を使わせたことを誇るがいい。貴様は間違いなく極限に触れたのだからな」

「貴様は違う！　魔王様ではない！」

　バナクネスが右手を突き出した。それが本来の長さを超えて、伸びてくる。

　ディアヴロは首を摑まれた。

「むっ？」

「《吸血エナジードレイン》ッ!!」

「……ふむ……これが切り札か？　隠し芸にしては、つまらんな」

　ディアヴロは《トネールアンペラール・リベレ》を横薙ぎにする。

　魔術による巨大な刃が、バナクネスの身体を切り裂いた。

「ガッ!!　グッ……なんという強さ……それでも……魔王様の……ほうが……」

「フンッ、どんな魔王が復活していようと、真の魔王であるこのディアヴロが粉砕してくれる！」

　武器の効果により、斬撃が七発ぶんになる。元が人の形であったことすらわからないほど砕け──やがて、バナクネスが光の粒になった。

　ディアヴロの首筋を摑んでいた手も、燐光と化して消え失せる。

　魔王軍の残党が、隊列も統制もなく、ただ逃げるようにして撤退していく。

　振り返ると、兵たちが歓声をあげていた。

　実際に何が起きたのか理解できた者は少ないだろう。しかし、敵軍が消滅したことだけは誰の目にも明らかだった。

　ディアヴロはＭＰ精神力回復ポーションを飲み干す。

　勝利に沸く人々のほうへ、ゆっくりと歩きだすのだった。
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「ディアヴロ────────ッ!!　すごかったね！」

　西に傾いた太陽を背に、叫びながら駆けてきたのは、シェラだった。

　当然だ、という顔をしてディアヴロはうなずく。

「思ったよりは弱かったな」

「ピカピカ光って、すごかったぁ。魔族とか、ぴゃ～って消えちゃったし！」

「必要なものがあれば、あれくらいはできたのだ。今までは、補充が滞っていただけのこと」

　ディアヴロの宝物庫には、ポーションの類は無数に在庫がある。

　サブクラス《調合師》のレベルを上げるため、練習で作ったものが、ほぼ残っていた。

　当面、欠品の心配は無用だろう。

「そうなんだー、すごいね！　かっこいい！」

　ディアヴロの腕に、シェラが抱きついてきた。

　むにゅん、とやわらかなふくらみが押しつけられる。

　手で触れたい衝動に駆られた。

　しかし、劣情のままに少女の胸をもみしだくなど、許されることではない。今の関係を維持するためにも──

　内心で血の涙を流し、心を軋きしませながら耐えた。いっそ目の前になければ、このような飢餓感に苦しむこともなかったのに。

　そんなディアヴロの苦労を知るはずもなく、シェラが称賛の言葉と共に、これでもかとふくよかな胸を押しつけてくるのだった。

　たゆん、たゆん、ぽよん、ぽよん……




　そこへレムが駆けてくる。

「ディアヴロ！　大変です！」

「むっ？」

　勝利を喜んでいる──という雰囲気ではなかった。顔が青ざめている。

「急いでください、こちらです！」

　レムの案内で、ディアヴロたちは戦地の端を訪れた。

　何もないような場所で──

　一人の少女が佇たたずんでいる。

　彼女は動かない。

　微笑むことも、こちらを見ることもなかった。

　レムが声を震わせる。

「……ロ、ロゼが……まったく返事をしなくて……息もしてなくて……動かないんです」

「うそ!?　だって、楽勝みたいって!?　ぜんぜん余裕って!?」

　シェラが泣きそうな声をあげた。

　ディアヴロは本当に人形のようになってしまったロゼに近づく。

「なにがあったのだ、ロゼよ？」

　もう、自分を見て微笑んでくれることは、ないのだろうか。

　どうして、こんなふうになってしまったのか。

　ダンジョンから連れ出したことは間違いだったのか。




『Ｐ！　マスターを有効距離で確認──スリープ解除──現在のチャージ量15％』




　マネキンのように固まっていたロゼが、ぱちぱちと瞬きした。

　にっこり微笑む。

「まあ、お疲れ様でした、マスター」

「な……？　ロゼ、今、おまえは……どうなっていたのだ？」

「このロゼは魔力が切れそうだったので、省魔力モードになっておりました。マスターの拠点か、マスターの近くでないと、魔力が回復いたしません。いえ、もっと手早い回復方法もあるのですが……」

「魔王軍にやられたのかと思ったぞ」

「フフフ……このロゼは、マスターの魔導機マギマテイツクです。あのような雑魚に遅れを取るなど、ありえません。ただ、戦闘モードは魔力の消費量が想定より多かったのは事実です」

「あまり心配をかけぬようにな」

「申し訳ありません。マスターにご心配をおかけしてしまうとは。でも、マスターに心配していただけた事実に、このロゼの内部回路は過熱して、焼き切れてしまいそうなほど嬉うれしく感じています」

　頰を上気させて、そんなことを言った。

　困った機械だ。

「俺だけでなく……レムやシェラも心配したのだ」

「このロゼを、ですか？」

　彼女は不思議そうな視線を向ける。

　レムが目元をぬぐった。

「……よかった。なんともないのですね」

「わーん、ロゼさんが死んじゃったのかと思ったよぉ！」

　シェラが抱き着こうとして、ロゼが片手で押しのけた。

「なにかしら？　このロゼに触れていいのは、マスターだけですが？　貴女たちに心配されるほど落ちぶれてはいません」

　レムが微笑んでうなずく。

「……そうですね。いつもの調子で安心しました」

「ううぅー」

　シェラは抱き着こうとした気持ちを持て余し、なぜかディアヴロのところへ来た。また、ふくらみを押しつけられる。

　それはそれで、ロゼの嫉妬を買うのだが……

　ディアヴロは肩をすくめて、ジルコンタワー市に戻ることを伝える。

　──まぁ、よかった。

　前線に出た三人が無事であることに、ディアヴロは密かに安あん堵どの吐息をついた。
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　後方部隊──

　ルマキーナは負傷者の治療に当たっていた。

　戦闘は終わったが、後方は今のほうが忙しいほどらしい。

　しかも、彼女にしか助けられない重傷者は大勢いた。

　ルマキーナが疲れ切った様子で頭を下げる。

「すみません、ディアヴロ様。まだしばらく抜けるわけにはいきません」

「うむ、そのようだな。我のことは気にせずともよい。必要なものがあれば連絡せよ。拠点にある物なら持ってきてやろう」

「ありがとうございます。あ、それと、ここが落ち着いたら、街の教会堂を使わせてもらうつもりです。《白はく牛ぎゆう像ぞう》で告こく死し病びようの解呪をしたいのです」

「ラムニテスに話は通したのか？」

　教会堂は領主ラムニテスの命令で封鎖されていた。けっこう高額な使用料を取ると言っている。

　ルマキーナが首を横に振った。

「まだです。でも、他に最適な場所はありませんし……あとで頼んでみるつもりです」

「そういうことなら、俺が話をつけてやろう」

　ディアヴロの言葉に、レムがうなずく。

「……そうですね。今回の戦争では、ディアヴロは別格として、わたしたちも充分に働いたと思います。教会堂の使用許可くらいは取れるでしょう」

「うんうん！」

　シェラも同意した。

　ロゼが薄く笑う。

「マスターの願いを断るようでしたら、このロゼが──」

「……そういうのは、話がややこしくなるので、時と場所と相手をわきまえてください」

　レムに注意され、ロゼが睨にらむ。

　なかなか、すぐに仲良くとはいかないものらしい。一緒に戦ったというのにな。




「おお、ここにいたか」




　声をかけてきたのは、話題にしていた領主ラムニテスだった。

　ディアヴロは意外に思う。

「なんだ？　貴様も治療を受けに来たのか？」

「たしかに、余とて無傷とはいかなかったが……ここは一般兵用の医療テントだ。視察と激励に来たのだ。ここにいる全ての者たちのおかげで、ジルコンタワー市は守られた」

「ふむ……」

　意外とマメなヤツだ。

「もちろん、今回の最大の戦功は、汝なんじだがな」

　彼女はディアヴロを見つめていた。

　正直、照れる。

「ふ、ふんっ、勘違いせぬことだ！　この魔王ディアヴロの許しも得ず、魔王軍を名乗る愚者どもに、真の魔王の実力のほんの一端を教えてやったに過ぎぬ。べつに人の街など守ろうと思ったわけではない」

「……フッ……そうか、それもよかろう。それはそれとして、余が客として遇もてなすのは受けてもらえるだろうか？」

「む？　客としてか……」

　シェラが両手をあげる。

「やったー!!　ごっはん！　ごはん！　あったかい、ごはんだよー」

　歌まで歌うほど嬉うれしいのか。そういえば、ダンジョン飯以降、ろくな食事をしていなかった。

　ラムニテスが苦笑する。

「よかろう、ジルコンタワー市の総力を挙げて、最高の料理を用意しようではないか」

「やったー!!」

　どうやら戦勝祝いに参加することになったようだ。

　ディアヴロとしても断る理由はなかった。

　レムが片手を挙げる。

「……あの、領主様に教会堂の件で相談があるのですが」

「ほう？」

「わたしたちは、告こく死し病びようを治す秘宝を持ち帰りました。それを公開する場所として、教会堂を安価な料金で使わせていただけませんでしょうか？　これは大だい主しゆ神しん官かんの要望でもあります」

　ラムニテスが視線を向ける。

　ルマキーナは今も負傷兵に奇跡で治癒を与えているところだった。

　他の神官たちも同じだ。

　ラムニテスが首を左右に振った。

「却下だな」

「……なぜですか!?」

「街を救ってくれた殊勲者から使用料など徴収できようはずもない。汝らと大だい主しゆ神しん官かんには感謝のしようもないほどだ。今後は教会堂を自由に使うがよい。補修の必要な箇所があれば可能なかぎり対処しよう」

　おお！　と神官たちから声がもれる。

　ルマキーナが両手を合わせ、神様と領主への感謝の言葉を述べる。

　神官たちだけでなく、居合わせた負傷兵や、通常の医療兵までもが、同じように祈りを捧ささげた。

　ディアヴロはおだやかな声で言う。

「ずいぶんと、丸くなったではないか、ラムニテスよ」

　ハッ！　と彼女が肩をすくめた。

「情勢に応じることができねば、暗愚であろう？　魔王が覚醒した以上、あらゆる立場の者が力を合わせねば、ジルコンタワー市どころか人ひと族ぞくの領土は瞬く間に焦土と化そう。教会との協力関係が保てるなら、教会堂くらい安いものだ。それだけのこと」

「ふむ……そういうことにしておくか」

「んぁ!?　ふ、ふん！　汝なんじこそ──あのときとは、まるで別人だな」

「あのとき、だと？」

「バナクネスに向かっていたときだ。此こ奴やつこそ本物の魔王なのではないか、と思われた。そんな顔をしておったぞ？」

　頭に血が昇っていたせいで、よく覚えていなかった。それほど今と違っていたのだろうか？

　ディアヴロは腕組みをして視線を外した。

「貴様が知る必要はない」

　──キッカケは嫉妬心だが、結果として魔族を倒したのだから、かまわんだろう？

　ラムニテスの副官が呼びに来た。いろいろと忙しいようだ。

　ディアヴロたちは夕方にはジルコンタワー市の広場に来るよう言われた。
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　ジルコンタワー市・広場、夕刻──

　盛大な戦勝祝いが用意されていた。

　ここぞとばかりに大量の備蓄が放出されている。

　ディアヴロたちには、なんと領主ラムニテスの隣の席が用意されていた。まだラムニテス本人は登場していない。

　彼女が来たら、戦勝祝いの開始だろう。




　領主席の右側に軍の幕僚たちが座る。

　そして左側は冒険者や教会の関係者たちの席だ。

　そういう配置になっていた。その左列のなかで、ディアヴロは最上位になっている。

　──こんな注目される席だと、コミュ障の心臓には負担が大きいんですが!?

　ディアヴロの後ろにはロゼが控えている。彼女は食事を取らない。むしろ今はディアヴロから魔力供給を受けているから、食事中とも言えた。

　左隣に、レム・シェラ・ルマキーナが座っている。

　一つ席が空いていた。ディアヴロは尋ねる。

「ホルンはどうした？」

　ルマキーナが首をかしげる。

「負傷した方々の治療をしているときは、お手伝いしてくれていたんですが……？」

「広場には来ていました。壇上にあがるとき、臆している様子でしたが」

　──俺だって、こんな目立つ場所はイヤだったからなぁ。席まで来ておいて辞退するなんて格好悪いから、座っているが。

「そういや、なんか悩んでる感じだったよねー？」

「……言われてみれば、そうかもしれません」

　ディアヴロはホルンの様子に全く気付いていなかった。

　立ち上がる。

「少し風に当たってくる」

「わたしも……」

　腰を浮かせかけたレムたちを片手で制した。

　全員が抜けたら、あとでラムニテスに文句を言われそうだ。

　レムがうなずいた。

「……そうですね。教会堂の件もあります。この場で、領主や幕僚の方々との親交を深めておくのも大切な仕事と言えるでしょう」

「あ、なるほどです」

　ルマキーナがうなずいた。そういう政治的な駆け引きには疎い子なのだ。

　シェラは料理から目が離せないでいた。

「あたし、ディアヴロのぶんまで、がんばるね!?」

「……少しは部屋に持ってくるのだぞ？」

　壇上から降りた。

　すっごく身体が軽くなった気がする！




「ホルン～？　ホルン～？」

　などと猫のように呼んでも出てくるはずがない。

　ディアヴロは散歩がてら、街路を歩いた。大通りはお祭り騒ぎだ。

　絶望的な状況からの逆転だから、喜びも大きいだろう。

　──ああいうトコには近づかないな。

　なにか悩んでいる様子だった、とすると……もっと静かな場所だろう。

「宿か？」

　ラムニテスが用意してくれた宿に戻ってみた。

　短剣《シャドーナイフ》がある。他にも、能力強化系のマントやアクセサリーや、ＨＰ生命力回復ポーションが机に置かれていた。

　ディアヴロが与えた物ばかり。いや、洋服《トレジャーミニ》だけは残していないが。

　それと、今回の戦争で領主から出た報酬の金貨も、すっかり残っていた。

「……どういうつもりだ？」

　宿に冒険用の道具を置いてあるだけ？　そういう感じではなかった。

　アクセサリーは外す必要のないものだし、自前の短剣を持っていくのならシャドーナイフを置いていく理由がない。

　──まさか、戻らないつもりか？

　ディアヴロは舌打ちする。

　出ていくなら好きにさせればいい、と思った。

　人が離れていくことに、ディアヴロはトラウマがある。追いかけるのは心が割れそうなほど苦しい。

「でも、別れの言葉があるなら、本人から聞くことにしてるんだ。どんなに痛くてもな」

　──シェラのときの失敗は、繰り返さない！

　宿を飛び出した。もう日が暮れている。

　広場から、戦勝祝いの乾杯の声が聞こえてきた。
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「痛ッ」

　ホルンの声がした、とディアヴロは感知した。シェラのように鋭敏ではないが、そこらの凡人よりは、はるかに耳がいい。

　戦争で使う資材が積み上げられている空き地だった。

　ディアヴロは木箱の陰を覗のぞきこむ。




　ホルンがいた！




　地面に尻もちをついている。

　絡まれているようだ。

　相手は豹ひよう人じん族ぞく、四人組か。

　たしか、一番最初にホルンを街で見かけたとき、ダンジョン探索の報酬で言い争っていた連中だった。

　ひときわガタイのいい男が《レッドソード》を腰に提げている。

「オイ、ホルンちゃん？　テメェが女だったとはなー」

「うっ……」

「俺たち戦争に行ったんだけど、たいして強い魔族と当たらなくてよー。長引くかと思ったら、あっさり終わっちまったし。パワー持て余し気味。Ｆフリス不足気味。わかるよな？」

「そうっすか」

「したらよ？　ビックリだぜ、弱虫ホルンが殊勲パーティーのメンバーだってよ！　笑う。でも俺らラッキー。がっぽり報酬が出たんだろ？」

「出たけど……みんなのとこに置いてきたっす」

「ナメた噓うそついてんじゃねえよ。オラ、すこしカンパしろや。いつも面倒、見てやってんだろ？　感謝の証を示せ」

「同じ冒険でも……ぜんぜん違ったっす」

「アアン？」

「みんなと一緒の冒険は、楽しかったっす！　ウチは足を引っ張ってばかりだったけど、サイコーだったっす！　ウチはサイテーに何もできなかったけど！　でも、みんな、すごくて……すごすぎて……」

　ホルンの瞳が潤む。

　豹ひよう人じん族ぞくの男が首をかしげた。

「なんの話だ、コラ？　俺ら忙しいからよ、独り言なら後にしろ。飲み屋のイスが埋まっちまうだろ」

「なにが、レベル80っすか！　あんたなんかシェラさんの半分も強くないっす！」

「……ほほお？」

　豹ひよう人じん族ぞくの男たちの雰囲気が変わった。

　ヘラヘラした態度から、露骨な殺意を発散する。

　こんな連中でも、一応は冒険者だ。威圧感だけは強い。

　ホルンが安物の短剣を抜いた。

「もう！　ウ、ウチは……脅されて言うこときいたり、しないっす！」

「なんかさ、勘違いしちゃったのかな、ホルンちゃん？」

「ううぅ……？」

「どうせ、分不相応な評価にビビッて逃げてきたんだろ？　本当なら、今頃は戦勝祝いのド真ん中の席だもんな？」

「うっ」

　ホルンが怯ひるんだ。

　ねちっこい精神攻撃に、奮い立たせた勇気が簡単に折られてしまった。

　豹ひよう人じん族ぞくの連中が嗤わらう。

「いいんじゃねえの！　殊勲パーティーの一員なんて、こそこそ隠れるのだけが得意なテメェには荷が重いだろ!?　なんなら、代わってやるよ！　俺様を紹介しな！」

　四人の豹ひよう人じん族ぞくの男たちが、好き勝手なことを言い合う。

「見たかよ、あの黒豹の娘！　アニキにお似合いじゃね!?」「オウ、実はそう思ってたぜ！　グハハハ！」「エルフの娘もスゲエし。あんなにおっぱいデカイエルフなんて、いるんだなー」「大だい主しゆ神しん官かんってのだけは、見た目はよくても、お堅そうだけどな」

　先頭の男が肩をすくめた。

「それな。結局、あのパーティーって大だい主しゆ神しん官かんのオマケだろ？　それで殊勲になっただけだぜ、どうせ」

　──そろそろ出ていくか。いい加減、こいつらの言葉を聞いていると、頭が痛くなりそうだ。

　しかし、ディアヴロが動こうとしたとき。




「取り消せ！」




　ホルンが叫んだ。

　短剣を構え、もう一度叫ぶ。

「取り消せよ！　ウ、ウチの……ウチの仲間をバカにすんな！　みんな、みんな、本当の本当にメチャクチャスゲエんだ！　そんで、みんな、街を守るために全力でがんばったんだよ！　アンタらみたいに勝てそうなトコにちょっと顔出してポイント稼ぎしてたようなセコイのとは違うんだ！」

　うんうん、と豹ひよう人じん族ぞくの男がうなずいた。

「……で、ソレがテメェの遺言でオーケーなのな？　明日の朝には、中央の湖にプカリだ」

　他の三人が鼻で笑う。

「あ～あ、アニキをマジギレさせちゃった」

「死んだわー、ホルンちゃん。死んじゃったわー」

「とりあえず金出してみねえ？　金額によってはワンチャンあるぜ？」

　ホルンは怯まなかった。

「仲間をバカにされて、戦わなかったら……ウチは自分で自分が許せないっす！」

「バカが！　テメェが自分を許しても、俺様がテメェを許さねえんだよ！　死ねや、弱虫チビ！」

　豹ひよう人じん族ぞくの男が腰の長剣《レッドソード》を抜いた。

　刃に炎が輝く。

　相手が長剣を振りかぶった。

　ディアヴロは出ていきたい気持ちを抑える。ホルンを信じた。

　斬撃──

　ホルンは横に飛んで、避けた。

「テェヤ！」

　短剣で豹ひよう人じん族ぞくの男の手を斬りつける。

　命中した。

　わずかに血が飛び散る。

　豹ひよう人じん族ぞくの男がのけぞった。

「痛ってぇ！　このクソチビが！　俺を斬りやがった！」

　──よくやった！

　ディアヴロは拳を握りしめた。

　豹ひよう人じん族ぞくの男が怒鳴る。

「オイ、オマエら！　ソイツを地面に押さえつけろ！　いつもみたいに、オレがトドメを刺してやる！」

　そういうパターンでも、レベルは上がったりするのか？

　いくらホルンが強気に応戦しようと、そもそも一対四では勝負にならなかった。しかも相手は体格のいい豹ひよう人じん族ぞくの男たちだ。人ひと族ぞくのなかで最も筋力に優れている。

　押さえつけられてしまった。

　手首を斬られた豹ひよう人じん族ぞくが、品のない笑い声をあげる。

「ホルンちゃんよぉ、やってくれたな？　テメェを裸にして、尻から剣をブッ刺してやるよ。どんだけ挿いれたら死ぬか、みんなで賭けようぜ」

　じゃり、とディアヴロは足で砂を踏んだ。




「臭う。モンスターの臭いがするぞ、クズども」




　豹ひよう人じん族ぞくの連中が、こちらを睨にらむ。

　ディアヴロは木箱の陰から、彼らの前に出た。

「ホルンよ、夜道の一人歩きは感心せんな。街中でもモンスターは出るものだ」

「ダ、ダンナ!?　なんで……!?」

　男たちが怒鳴りつけてくる。

「テメェ、殊勲組の!?」

「チッ！　コイツを潰して、報奨金と！　ついで黒くろ豹ひようの娘をいただこうぜ！」

「だな……見られちまったからには、タダじゃ帰せねーし？」

　ディアヴロに《レッドソード》を持った豹ひよう人じん族ぞくが近付いてくる。

　へへ、と舌を出して笑った。

「なにが、殊勲だ。テメェ魔術師だろ、レベル80戦士の俺に、この距離まで近付かれたトコで勝負は決まってんだよ！」

　剣を叩たたきつけてきた。

　ディアヴロは片手で受け止める。

「……レベル１６０戦士系魔族の攻撃に比べたら、遅い、弱い、まるで児戯だな。話にならん」

　今、装備している鎧よろい《ギガンテスメイル》は身体能力を重点的に強化する。こちらの世界では、そのほうが有用だと判断したからだ。

　早速、それを実証するような状況だった。

　剣を摑つかまれ、豹ひよう人じん族ぞくの男が焦る。

「な!?　なんで!?　離せ！　離せ！　なんで斬れねえんだ!?」

　──一定以下のダメージを無効カツトにする《覇王の腕輪》を装備してるからな。刃を摑んだくらいじゃ負傷しない。

「どうした？　大だい主しゆ神しん官かんのオマケではなかったのか？」

「くっ！　フザケ……オイ、コイツ、やっちまえ！」

　ホルンを押さえてた連中が、こちらに向かって剣を抜いた。

「うおおお！」「殺せ！」「死ねや！」

「貴様ら、殺す気である以上は、殺されても文句は言うまいな？」

　ディアヴロは魔術を唱える。

　空き地一帯が凍りつくのだった。
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　腰が抜けてしまったホルンを背負い、宿屋へと歩く。

「これは、特別なのだからな？」

「う、うん、わかってるっす。あの……どうして、あそこに？」

「……貴様を探していた結果だ。当然だろう」

「ウチを!?　でも、今は戦勝祝いの最中じゃ……？」

　──あんな目立つ席で食事なんて喉を通りませんからね。

　ディアヴロの沈黙を、どう理解したのかホルンが涙をこぼす。

「ウ、ウチ……なんにも役に立てなかったっす。だから、あの席にはいちゃいけないって思って……」

「役に立てなかった？　だから、なんだ」

「え？」

「誰かが出て行けと言ったのか？」

「……言われてないっす」

「ならば、貴様が出ていきたいのか？」

「そ、そんなことナイっす、けど……足を引っ張るだけのヤツなんて、パーティーには必要ないのが普通っす」

「他の連中の価値観なんぞは、どうでもいい。誰も貴様に出ていけとは言っていない。貴様も出ていきたいとは思っていない。ならば出ていく必要などない。どこか間違っているのか？」

　ディアヴロの背中で、ホルンが震える。

　ぽたぽた、と透明な雫しずくがこぼれ落ちてきた。

　彼女が嗚お咽えつをもらす。

「まちがって……ないっす。ウチ……ウチは……みんなと一緒に、いたいっす……」




　ディアヴロは宿屋の扉を開いた。

「ならば、好きなだけ一緒にいるがいい。おまえを追い出すヤツはいない」











つづく
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あとがき




『異世界魔王と召喚少女の奴隷魔術』第５巻を読んでいただき、ありがとうございました。

　著者の『むらさきゆきや』です。




　自作ダンジョンを自分で攻略＆パワーアップの今巻でした。

　魔導機マギマテイツクメイドのロゼさんは、企画段階から設定だけはありましたが、ようやく登場です。ちょっと病んでいますが、悪い子ではないので可愛がってもらえると嬉しいです。

　昔は「ラノベは地下に潜ると不評」と言われていて、ダンジョンは出せない雰囲気の時代があったんですが……こうして存分に書くことができて、ファンタジーブーム最高だなって思いました。

　楽しんでいただけたなら幸いです。




　次巻では、ディアヴロたちがとうとう王都に乗りこむ展開──の予定です。

　教会編の大詰めです。よろしくお願いします。




　宣伝です──福ふく田だ直なお叶と先生によるコミック第２巻が本書と同時刊行しております。原作小説とは違った面白さも満載なので、ぜひ読んでみてください。

　連載はＷＥＢ漫画ニコニコ静画『水曜日のシリウス』にて。無料公開中です。




　謝辞──

　鶴つる崎さき貴たか大ひろ先生、いつも素敵なイラストをありがとうございます。なんだかいろいろと飛び越えてしまっているような感じもしますけれども、最高です！

　デザイナーのアフターグロウ大おお石いし様、今回もありがとうございます。

　担当編集の庄しよう司じ様、また遅くなってしまってすみませんでした……「５巻はＧＷがあるから早めですよ」って言われて、「わかってます。大丈夫です！」とか返事した気がするんですが……またまたまた滑り込みになってしまいました、すみません。いつもありがとうございます。

　講談社ラノベ文庫編集部の皆様と、関係者の方々。応援してくれている家族と友人たち。

　そして、読んでくださった読者様に最高レベルの感謝を。ありがとうございました！


むらさきゆきや　　　　　
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本作品は、二〇一六年六月、小社より講談社ラノベ文庫として刊行されたものを電子書籍化したものです。
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